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   序章…始まりは失恋から

  

  　失恋なんて、きっと誰にだって経験がある。

  　例えば、同じクラスの女の子のことを可愛かわいいと思う。とたんにその子のことを意識しはじめて、ちらちら視線を送ったら急に女の子のほうが僕を避け始めるのも、ちょっとした失恋だ。あ、いいなって思っただけなのに。きっと女の子は、僕に興味を持たれること自体が嫌いやだったのかな。

  　思い出したら、ちょっとめげてきた。

  　女の子との距離感って本当に難しい。

  　どうしてそんなことをいきなり考えているかというと、これだ。

  

  「あなたが、仁じん庄しよう助すけね」

  

  　突然、僕の家に見知らぬ女の子がやってきたからだ。玄関の扉を開けると、すぐ目の前に立っていた。しかもこの女の子、僕の名前を知っているようだ。

  　問題なのは、この女の子がめっちゃ僕を睨にらんでいるってことだ。

  　ぎりぎりぎりぎり、と歯ぎしりの音が聞こえてきそうなくらい、不機嫌そうな顔をしている。

  「ど、どちらさま？」

  　僕の言葉に、女の子は答えようとしない。

  　週の初めの月曜日。今日は朝から豪雨だ。

  　つん、と雨の匂においが鼻の奥を刺激する。

  　女の子は傘かさも差さずに、全身ずぶ濡ぬれのまま突っ立っている。傘を忘れたのかと思えば、しっかり女の子の手には黒い傘が握られていた。

  　長い黒髪も、闇やみに彩いろどられた衣服も、すべて雨粒が滴したたっていた。どれだけ長時間、雨に打たれ続けたのかな。女の子の全身を、どんよりとした黒い靄もやが包んでいるように思える。

  　ど、どういうことなの？

  　こんな女の子と、僕はどうやって距離感を保てばいいの？

  　女の子が顔を少し持ち上げて、表情を和やわらげた。女の子の綺き麗れいな睫まつ毛げに縁ふち取どられた、透明感のある瞳ひとみが僕に向けられている。シャープで、はっきりとした顔立ち。目が覚めるような真っ白い肌に、漆しつ黒こくの衣装がよく似合っている。

  　あれ、ちょっと、いや、意外と、可愛いの、かな？

  「なんで僕の名前を知っているの？　僕に用事？」

  　すると女の子は再度、ものすごい顔をした。

  　僕が何をしたというのか。というか、今までこんな顔を女の子に向けられた記憶がないので、どうしたらいいのかわからない。

  　女の子は、鋭い目で僕を睨にらんだまま二言目を紡つむいだ。

  「今すぐ押し潰つぶされるのと、このまま刺し殺されるのと、あとで呪のろい殺されるのと、どれがいいかしら」

  　え？

  「ご、ごめん、ちょっと意味がわからないんだけど。そもそも、押し潰されるとかって何？」

  　女の子の口から出てくるにしては、物騒な単語ばかりだ。

  　何を言い出しているの、この子。

  「押し潰されるのは、社会の様々なプレッシャーによって……つまり逮捕されるということよ。刺し殺す武器は包丁よ。呪い殺すのはそのままの通りよ」

  　ええっ？　やばい、この子、発する言語が電波だ。呪い殺すの意味まで聞いてないし。

  　どうして僕は朝からこの電波な子と、テンションを妙な方向に突っ切ったトークを交かわさなければいけないのか。心中、涙目だ。

  　もう一度、僕は女の子を見た。

  　女の子の長い前髪から、絶え間なく雫しずくが滴したたっている。彼女の整った睫まつ毛げや鼻や口を隙すき間まなく濡ぬらしていく。

  　はっとした。そうか、こんな雨が降っている状況で、彼女を濡れたまま放置していることに怒っているのかもしれない。僕は慌てて玄関に戻って傘かさを一本取ってくると、彼女を傘に入れようとした。

  　その瞬間、女の子とは思えない強い力で傘をもぎ取られて、遠くに放り投げられてしまった。

  　傘はくるーんと綺き麗れいな弧を描きながら、僕の視界から遠ざかっていってしまう。

  　逆さまになって地面に落ちた傘は、風に吹かれてころころと転がっていった。

  　お、おお、傘が、僕の傘が。

  　傘を呆ぼう然ぜんと眺めている僕に、女の子の冷え切った声こわ音ねが降りそそぐ。

  「事情を知らない人間に、中途半端な同情を向けられて施ほどこしを受けても惨みじめなだけ。そんな屈くつ辱じょく、いらないわ」

  　やばい、もう、どうしたらいいのこの子。どう扱えばいいの。初めて会うタイプすぎて、接し方がわからない。

  「まずは落ち着こう、そうしよう、ね？」

  　とりあえず、僕の家に来た理由を教えてほしい、と続けようとして彼女に遮さえぎられる。

  「落ち着くのはあなたよ、何な故ぜそんな他ひ人と事ごとみたいな顔をしているのよ、どういうつもりよ」

  　えええっ？　僕が逆に怒られてしまった。

  　どういうことなの。僕が悪いの？

  　黙り込んでしまった僕を見て、女の子は深く嘆たん息そくした。

  「私が、ここに来た意味、本当にわからないわけ？」

  　女の子の言葉に、僕は素早く何度も頷うなずいた。

  「わかったわ、じゃあ、はっきり言ってあげるわ」

  　女の子は目を細めた。

  

  「あなたみたいな塵ご芥みに等しい下げ衆すと付き合うなんてお断りよ。汚けがらわしい」

  

  　僕は目を大きく見開いた。

  　下衆？　僕のこと？

  　何を言っているんだ、この子は。

  　どうして僕が初対面の女の子にそこまで言われなきゃいけないんだ。

  　混乱している僕に、女の子が追い打ちをかけるように指先を突きつける。

  「再度、言わなきゃわからない？　あなたとお付き合いするのはお断りだって言っているのよ」

  　わけがわからない！

  「ぼ、僕だってお断りだよ」

  　本音がぽろりと零こぼれ出た。

  　女の子は、酷ひどい顔をしている。でも、いきなり僕のことを罵ば倒とうしてきて、こんな状態で付き合えるわけがない。酷い顔をしたいのは僕のほうだ。僕、間違ってないよね？

  「い、いや、だってさ、ほら」

  　うまく言葉が出てこない。戸惑う僕に、女の子の表情が曇った。僕に同情だか不快だか、いろんな感情が混ざり合った視線を向けてくる。

  「だってもくそもないじゃない。ストーカーしてきて、一方的に好意を告げておきながら、いざとなったらしらばっくれるような人間は、最悪よね。そんな男がいたら、呪のろい潰つぶしちゃうわ、私」

  　ストーカー？　一方的？　いや、女の子が何をどう例えたいのか意図がわからないけど、この状況下、ストーカーとして疑われるのは、こうしていきなり家に押しかけてきた女の子のほうじゃないかな。僕が困惑してなおかつ無言でいるので、女の子の表情が険けわしさを増している。僕は、おそるおそる口を開いた。

  「いまいち、君の言いたいことがわからないんだけど」

  「まだしらばっくれる気ね。呪い殺すわよ、いい加減にね」

  　女の子は、冷え切った声こわ音ねのまま、僕に一通の手紙を差し出した。

  

  「私の家のポストにこんなものを入れて！　突然、何の目的があって、こんな、ラ、ラブレターみたいなものを！」

  

  　ラブレター、だって？

  「え、え？　え？　僕が？」

  　初対面の君に対して、この僕が？

  　僕は彼女から手紙を受け取る。小刻みに震ふるえる手で、シンプルな白い封筒を開いた。読んでいるこっちが恥ずかしくなるくらいに、熱い感情の込められた文字の羅列が目に入った。

  　これは、すさまじく痛々しい。

  　ストレートすぎていっそドン引きしてしまうような単語が、紙の上で乱舞している。もっと隠そうよ、日本人なら日本人らしく謙虚にさ！

  　だが、問題は、もっと別のところにあった。

  　痛々しい恋文に書かれている文字、これはどう見ても僕の筆跡だ。

  　僕は目の前の女の子を凝視した。

  　女の子は、傘かさを持っているくせに、まだそれを差そうともしないで、ずぶ濡ぬれ状態で突っ立っていた。呪のろい、呪いと連呼して、電波な言動ばかりしている。整った顔立ちは、ずっと無愛想だから変な威圧感を放っていて台無しだ。

  　正直、あまり関わり合いにはなりたくない、アレな女の子。そんな子に、僕がラブレターを出してしまったと？
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  　そして、今日、フラれてしまったと？

  　はあ？

  「ど、どういうこと？　これは確かに僕の字だけど、どうしてこんなものが？」

  　だ、誰かの悪いた戯ずらだとか、そういうのを期待しちゃだめかな？

  「はあ？　それはこっちが聞きたいわよ！　今、あなたが、これは確かに自分が出したと認めたじゃない！　呪のろいぶち殺すわよ！」

  　認めたのは、筆跡が僕のだということだけなんだけど。まあ、僕がこれを出したと認めたのと、同じようなものか。

  「何度も言わせないでよ。こんなラブレター出されて迷惑なのは私のほうだわ。物わかりの悪い下等な生き物ね。本気で呪い殺すわよ」

  　やばい。僕の本能が、これ以上この女の子と関わり合いにならないほうがいいって助言してる。

  「そ、そんなこと言われても。どうして、僕が今日会ったばかりの君に、こ、こんなに、情熱的な手紙を……」

  「今さらごまかすわけ！　そこに手紙があるじゃない。どうして、私がわざわざ噓うそをつく必要があるわけよ。昨日の日曜日、あなたは、ストーカーみたいに私の家まで来て、ポストにこんなものを入れたんでしょう？　最悪!!　気持ちが悪い」

  　ご、ごもっともだ。

  　いささか、女の子の言葉としては言い過ぎな気もするけどね！

  　僕は女の子から目を逸そらした。昨日の日曜日、というキーワードに、僕は引っかかるものがある。どうやったら、この引っかかりを相手に伝えることができるか。僕は逡しゅん巡じゅんした。

  　しばしの沈黙ののち、口を開く。

  「その手紙を出したのが僕だとすると、ひとつ、その、問題が……」

  　再度僕は口を閉じた。言いかけたまま無言になった僕に、女の子が戸惑いの感情を持って声を投げかける。

  「何なの？　一体どうしたのよ？　どういうつもりよ？」

  　うまい言葉が思いつかず、僕は事実のみを伝えることにした。

  

  「……実は僕、先週月曜日から昨日の日曜日までの七日間、いっさいの記憶がないんだ」



  


   第一章…気まずい月曜日

  

  　雨と変な女の子の襲来で始まった憂ゆう鬱うつな月曜日は、まだ半分を過ぎたところだ。

  　昼休み、食堂でクラスメイトと一緒にご飯を食べたけど、正直味がわからなかった。世間話で盛り上がるクラスメイトたちを食堂に残して、僕はひとり教室に戻りノートを開いていた。

  　先週、一週間ぶんのノートだ。

  　受けた覚えのない授業内容がずらずらと並べられていた。

  　だめだ。本当に記憶がない。

  　ノートを眺めていたら少しは思い出すかと思ったけど、そんなことなかった。淡い希望はくしゃくしゃになってゴミ箱行きだ。

  　それでも、僕はしっかりとノートに書かれている文字を目で追う。

  　今、見ているのは、世界史のノートだ。インカ帝国のマヤ文明やらナスカ文化の地上絵やら、難解なことがびっしりと記述されていた。僕の学校の歴史関連の授業は、アホかと思うくらいにレベルが高い。僕の学校は、創始者が高名な歴史学者であったようで、興味のある歴史専門教育を早くから受講できるというのがウリなのだ。ちなみに、午前中、世界史の先生に怒られた。授業で提出するレポートを忘れてしまったらしい。先生にはこう言いたい。宿題だけじゃなく、そもそも、宿題を与えられた記憶すら、飛んでしまっているのだと。

  

  　やっぱり、僕には、先週、一週間ぶんの記憶がない。

  

  　理由は不明だ。事故にでもあったんじゃないのか。そうに違いない。そうとしか思えない。

  　だって、普通にありえないだろう。ありえなさすぎて、僕は一週間ぶんの記憶を失っているということに、朝の天気予報をテレビで見るまで気づかなかった。日付が、僕が覚えているより一週間飛んでいるのを見ても、状況をうまく理解できなかった。

  　今日は、六月の第一週の月曜日らしい。だが、僕が覚えている限りでは、ようやくクラスメイトたちに馴な染じみ始めたばかりの、大事な時期、五月最後の一週間が始まるはずだった。

  　ところが、五月の第四週にあたる一週間、僕の記憶は丸ごと飛んでいた。

  　記憶喪失を理解したのは、今朝、あの女の子と出くわしたからだ。

  　雨の日なのに、傘かさも差さないで濡ぬれっぱなしだった彼女。先週の僕は、彼女に告白してしまったようだ。しかも手紙という古風なやり方で。

  　朝は、僕が記憶喪失を宣言したことで、茫ぼう然ぜん自じ失しつになった彼女はふらふらとその場から立ち去ってしまった。そのあと突き返された手紙を見たら彼女の住所と名前が書かれていた。消印はなく、覚えていないが先週の僕は、どうやら律りち儀ぎにも彼女の家に恋文を届けたらしい。どんだけ、彼女が好きなんだろうね、それとも直接告白するのが恥ずかしいだけ？　覚えていないのでどうしようもない。

  　幡はたヶが谷や月つく夜よ。それが彼女の名前らしい。

  　どうしよう。

  　本気でどうしよう。

  　彼女には失礼なんだけど、あんな女の子に告白してしまったなんて、到底信じられない。けれど、手紙の文字は、確かに僕の筆跡だった。覚えていないけれど僕自身のことだから、何となくわかる。冗談や噓うそで、あんな内容の手紙は書けない。そこまで器用な僕じゃない。

  　とはいえ、女の子にフラれて、僕は少しほっとしていた。

  　これで、女の子がその気だったら、目も当てられないところだった。僕の初めての彼女が、わけもわからず突然できて、あんな変な女の子になっちゃう。

  　でも、と僕は女の子の顔を思い浮かべる。

  　ちょっともったいない気がする。顔は可愛かわいかったわけだし。

  　とにかく今は、失った記憶について洗い出さないと。

  　思い出せないものはどうしようもない。周りから情報収集したほうが早いのかも。

  　どうして、先週一週間ぶんの記憶だけなのか。他のことは問題なく覚えているっていうのに。

  　ノートを読んでいると、クラスメイトたちから「どうしたんだ、予習するなんて、珍しいじゃないか」と、声をかけられる。予習じゃない、復習だ。しかも受けた覚えのない授業に対しての。

  　そんななか、僕に近づいてきたクラスメイトの男子が、困惑の表情を浮かべながら僕に声をかけてきた。

  「仁じん、おまえを捜している女子がいるんだけど」

  「え？　誰？」

  　女の子だって？

  　すると、教室の中がシンと静かになった。そろそろ先生が来る時間かと思って時計を見たが、まだ授業が始まるまでには時間がある。ふと教室の出入口の方向を見ると、ひとりの少女が教室に入ってきた。

  　窓から入ってきた日光と絡まって、透き通るような眩まぶしさを放つ髪の毛。滑らかだが、触れると柔らかそうな白い肌。穏やかさを感じさせるひとつひとつの仕草。洗練された容姿であるにもかかわらず、嫌みに感じられる部分はどこにもない。

  　男子たちの視線が少女に集中した。僕も、そのなかのひとりだ。

  　神み谷たに日ひ向なたさん、この学校の生徒会長だ。クラスメイトたちも、上級生である彼女が一年の教室に入ってきたので、何事かと驚いている。さすが、学園一といわれる美少女だ。

  　日向さんは、きょろきょろと辺りを見回している。やがて、僕のほうに顔を真っ直すぐ向けてきた。

  　え！

  「仁じんくん」

  　日ひ向なたさんが僕を呼んだ。彼女と視線が合う。

  　もしや、もしや、僕を呼んだのは、日向さん？

  　まったく僕なんかと関わるわけがない、学園一高たか嶺ねの花である日向さんが、何な故ぜ？

  「ごめんなさい。今、ちょっといいですか？」

  　日向さんが、緩ゆるやかな足取りで近づいてきた。

  　彼女は僕の座っている席の前で立ち止まると、僕の机に手をついた。微ほほ笑えんだ彼女の顔を見上げる形になる。

  　彼女と目線を合わせて話をしたのは初めてだ。緊張して、少しだけ身を引いてしまう。ところが、日向さんは逆に、引いたぶん身を寄せてくる。肩まである髪が、僕の頰ほおに当たりそうなくらいだ。

  「昨日はもっと、近かったですよね」

  　昨日？　もしかして日曜日のこと？　また、僕が記憶を失っている間の話？

  　おい、昨日の僕、一体何をした。問いかけても、答えが出てくるわけでもなく。僕は相手に尋ねてみることにする。日向さんと話せる絶好の機会だしね。

  「近かったって、何が？」

  　日向さんは、僕の言葉を聞いて目を細めた。口元に浮かべた微ほほ笑えみはそのままだ。

  「確かめてみます？　どれだけ近かったのか」

  　いや、だから、近いって何が！

  　無言のまま慌てた僕を見て何を勘違いしたのか、日向さんがさらに顔を寄せてきた。

  「噓うそですよ。あんな場所でも恥ずかしかったのに、こんな場所であんな恥ずかしいこと。でも、あのときより今のほうがずっと遠いのに、なんだか照れてしまいます」

  　だから、何が？　何が？　主語がない、主語がないのはよくない！

  　しかも日向さんは、僕にだけ聞こえるような小さな声で喋しやべるもんだから、周囲の人たちは僕たちが何を話しているのか気になるらしく、ちらちらと視線を送ってきている。すみません、こっち見ないでください。注目されるのには慣れてないんだよ。

  「日向さん、え、ええと、ごめん、その、どういうこと？」

  　僕は昨日のことを、どうにか聞き出そうと試みる。

  　すると、日向さんがさらに近づく。顔と顔が触れ合うほどの距離になってしまう。

  　ち、近い、近いから！

  「昨日のことは言わないでください。ふたりだけの内緒にしてくれませんか？」

  　囁ささやくような声こわ音ねで、日向さんは温かい吐息と言葉を吐き出す。

  　言うも何も、内緒にするも何も、申し訳ないけど、昨日のことはひとつたりとて覚えていないので。昨日だけでなく、一週間ぶん全部覚えていないので。

  「き、昨日のことって」

  　日ひ向なたさんは、周囲から注目を浴びているのを自覚しているようだ。軽く周囲を見渡したあとに僕を見た。一枚の黄色いメモを渡してくる。

  

  『あなたの想い、昨日のあなたの行動でよくわかりました。ちょっと大胆だったけど、あなたが私のことを想っているなら、私もそれに応こたえたい』

  

  　お、おおおお。

  　ど、どういうこと、どういうこと？　僕は、彼女に何をしたんだ。僕の想いが伝わるようなことをしちゃったの？

  　間違ってない？　これ、間違った方向に伝わっちゃってない？

  　一いつ切さい合がつ切さい覚えていないから、どうにもならないよ！

  「あ、あの、これ、どういう、こと？」

  　思わず口にした僕に向かって、日向さんは自分の唇くちびるを人差し指で触れるポーズをすると、しーっと呟つぶやいた。指で触れられて僅わずかにへこんでいる唇は、とても柔らかそうだ。黙っていろってこと？　こんな状況下で、何も反応しないでいることなんて、できそうにもないってのに！

  　慌てふためく僕に、日向さんは悪いた戯ずらっ子が浮かべるような笑みを見せる。

  　僕の唇に、日向さんの人差し指がそっと触れてきた。さっきまで、日向さんの唇に触れていたそれだ。

  　ここは教室なんですけど！　人が見ているんですけど、僕らのこと！

  　日向さんは、空いたほうの手で、さらにメモを僕の机に置いた。

  

  『私はもちろんＯＫです』

  

  　いや、いろんな意味でＮＧすぎる。

  　違うんだ、別にそういうわけじゃなくて。だって、急に言われたら困るだろ、そんなの！　嬉うれしい気持ちも当然ある。本当は、どんなことだってＯＫしてもいい気分だよ！

  　本来ならばとても喜ばしい状況なんだけど、まったく何も、これっぽっちも昨日のことを覚えていない僕にとっては、ただ戸惑うしかないわけで。

  　ていうか、昨日の僕、ふたり同時に告白したっていうの？

  　ある女の子にはラブレターを出して、ある女の子には口にも出せないような恥ずかしくて大胆なことをしでかしちゃったっていうの？

  　どうしてそんなことをした？　二ふた股またでもするつもりだった？　なんでいきなりチャラ男みたいになってる？

  　僕はそんなことをする人間じゃないと思っていたけど、本当は隠された人格みたいなのがいて、裏の僕がとんでもないことをしでかしちゃったの？　二重人格？　裏の僕が出ている間は、表の僕は意識を失っちゃうの？　アニメやドラマではたまに見る設定だけど、とうとう現実に、僕の身に降りかかっちゃった？

  　僕はこのシチュエーションをどうにかする意味も含めて、日ひ向なたさんを廊下へと連れ出した。僕の行動に周りが騒然としている。目立つのは嫌いだけど、これ以上教室にはいられない。まだ人が少ない廊下のほうがましだ。

  　日向さんはとまどいながらも廊下に出ると、僕を一いち瞥べつして、はにかんだ笑みを見せてくる。

  　可愛かわいい。もうなんだろ。とても癒いやされる。小動物の、ふとしたときに見せる、庇ひ護ご欲よくをかきたてられるような仕草を思い出す。

  　それにしても、何を言えばいいの？　考えがまとまらないまま連れ出してしまったので、どう彼女に喋しやべっていいのかわからないでいる。

  「あの、その、えっと」

  　真正面から向き直ると、ちょこんと首を傾かしげだ日向さんの透明な瞳ひとみが見えた。
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  　さすが、学校一の美少女と言われるだけのことはある。だめだ、どうしようもなく見とれてしまう。じゃなくて！

  「ごめん、ＯＫと言われても、どうしたらいいかわからないから、と、とりあえず昨日、何があったのか教えてほしい」

  　これ、ものすごく本音な。

  　あれ。

  　日ひ向なたさんが深く俯うつむいている。さっきまでの日光のような眩まぶしさがどこかに消えてしまっていた。唇くちびるを強く嚙かみしめている。肩が小刻みに震ふるえていた。彼女は、押し殺すような声こわ音ねで告げる。

  「どうして急にそんなことを言い出すんですか？　もしかして、イヤだったんですか？　イヤだったのに、昨日、私にあんなことをしたんですか？」

  　整理しよう。だから昨日、僕は彼女に何をした。

  「違う、イヤじゃない。それは絶対に違うから」

  　覚えていないから、イヤもくそもない。本音だ。

  「本当ですか、じゃあ、お互いＯＫということですよね」

  　ぱあっと日向さんの顔が輝いた。おっと、眩しい。でも、だからといって目を逸そらしちゃいけないな。真正面から見つめる。

  「え、えっと、それはちょっと」

  　昨日のことを覚えていないからね。そう率直に自分が記憶喪失だということを伝えたい。だが、普通に考えてみろ。一週間ぶん記憶喪失って、都合が良すぎるだろ。僕が言われたら、絶対に信じないね。言い訳のように思える。だからそうならないためにも、何事も前振りは必要だ。

  「僕自身も驚いているんだけど、どうやら僕の身に何か起きたらしくて……ええと、どう説明すればいいのかな。どうにか、僕の言いたいことが日向さんに伝わればいいんだけど」

  　ついでに昨日のことも教えてほしい。しつこいけど、これ本音な。

  　僕は日向さんを見つめる。日向さんは僕の言葉を聞いて、心細そうな表情をしていた。

  「僕は、ただその、ちゃんと日向さんとお話ししたくて」

  　頼む、状況を整理する時間と落ち着きを僕にくれ。

  

  「それで、私とは話したくないってわけ？」

  

  　声が聞こえた。僕は、ゆっくりと声のしたほうに視線をやった。そこには、朝、僕の家の前に立ち尽くしていた女の子が立っていた。

  　ヤバい。いろんな意味で本命が来ちゃった。

  　一体、いつの間に。しかも彼女は、黒い傘かさを差していた。校内だし、ここは、廊下だ。そんな場所で、傘を差しているわけだ。雨が降っているときは、使わなかったのに!?

  「この私がわざわざ出向いてあなたを呼んだのに、ガン無視ってわけ？」

  　ん？　あれ？　僕を呼んだのは日ひ向なたさんじゃなかったの？　この女の子だったのか。

  　僕は彼女の衣装を上から下まで眺めた。全身、烏からすみたいに真っ黒だ。長いスカートは、彼女の雰囲気を、さらにどんよりとしたものに仕上げている。

  　しかし、こんな目立つ女の子が、同じ学校にいたんだ。知らなかった。

  　漆しつ黒こくの少女、みんなの憧れの日向さん、そして最後に地味な僕。こんなよくわからないメンバーが勢せい揃ぞろいしたら、そりゃ周りもざわめくはずで。廊下に出てきた野次馬の一斉集中する視線に、僕はたまらなく身を縮めた。

  「いいご身分ね。いい加減、自分の立場を弁わきまえたらどうかしら？　じゃないと、呪のろい叩たたき殺すわよ」

  　やめて、物騒なことを僕に向かって告げるのは。百歩譲るにしても、せめて呪うのか叩くのか、どちらかにしてほしい。そして殺さないでほしい。

  「えっと、まずはちゃんと話をしようよ。幡はたヶが谷やさんだっけ」

  　僕は、険しい表情をしている漆黒の少女を何とか宥なだめようとする。ところが、彼女はさらに顔を険悪なものにするのだった。

  「その話し合いをしにきた私を、完全スルーしたのは、どこのどなた？　……って、どうして私の名前を知っているわけ？」

  「それは手紙の宛あて名なに書いてあったからだよ。可愛かわいい名前だよね、月つく夜よさんっていうんだ」

  　あれ。

  　幡ヶ谷さんの顔が、ものすごく引きつっている。しかも、何これ、この、とてつもなく居たたまれない雰囲気。身体からだにちくちく突き刺さりそうな空気感。一変した状況に、僕は戸惑うばかりだ。

  「か、可愛いって、どうして、いきなりそんなこと言うわけ？」

  　え？　突っ込むのはそこなの？　僕は本当のことを口にしただけなんだけど。あと、可愛いのは名前で、その言い方だとまるで幡ヶ谷さん自体が可愛いように聞こえちゃうんだけど。いや確かに、わりと容姿は良いほうだと思うけど。

  「やっぱり、あなたは私のことを好きなの？　ちょっと、そういうのは本当にやめてよ。何度も言うけど、あなたなんてお断りなんだから！　私が望んでいるのはあなたが今朝言ったことの事実確認であって、あなたと仲良くなりたいわけじゃないんだから！」

  　やめて、汚けがらわしい！　嫌い！　付き合うのはイヤ！　彼女の悲鳴に近い声が、廊下中に響き渡った。

  　すごい。僕、こんな大衆の面前でフラれるなんて、きっと初めてだよ。しかも同じ子に一日で二回もフラれてしまうなんて。しかも、告白した覚えのない子にだ。ショックすぎて死にそう、泣きそう。

  　さらに、悪いことは重なるばかりで、えっ、と日ひ向なたさんが驚いた。僕と幡はたヶが谷やさんを交互に見ている。その表情には困惑した様子が見て取れた。

  　やばい、バレた。

  　いやいや、いかん、いかん。バレたわけじゃなく、本来はっきりさせなければいけないことが明るみに出ただけだ。変な汗が一気に吹き出しそうな気がしなくもないけど、大丈夫。

  　それにしても、これって修羅場っぽくない？　違う？　どうして、覚えのないことでこんなことに巻き込まれなければいけないの？

  　本当に、過去の僕は一体何をしでかしてしまったんだよ！

  

  「私に、あ、あんな恥ずかしいラブレターを送りつけてきたくせに！　ほ、本当は私に通報されても文句は言えないのよ、あなた」

  

  　おいいい、幡ヶ谷さん──。

  　いろんな意味で誤解されるようなことを、今、このタイミングで言わないでよ！

  　幡ヶ谷さんの言葉を聞いて、日向さんの、身体からだがゆっくりと傾かたむいた。まるで倒れる寸前だ。

  「ち、違うんだよ、これは、僕にもよくわからなくて」

  　幡ヶ谷さんが僕の傍そばに近づいて、僕を指差してきた。

  

  「何を言っているのよ。あなたは私に犯罪ギリギリアウトなことをしたわけでしょ、日曜日に」

  

  　日向さんがか細い声で、ラブレター、犯罪ギリギリ、と繰り返した。

  　やばい、なんかすごくまずい感じのことがバレた。

  　違う、これは明らかにしなければいけないところだから、バレるのはヤバくない。ヤバいのは、このタイミングで幡ヶ谷さんが口にしたことだ。本当はもっと前振りをするべきだった。

  「もういい、幡ヶ谷さん、ちょっとストップしてほしい」

  　幡ヶ谷さん自身がアウトしてほしい。

  「何を今さら隠そうとしているのよ、本当のことでしょ、ごまかそうとするなら呪のろい壊すわよ」

  「隠そうとしているわけじゃない、こういうのはタイミングがあるんだよ」

  「それじゃあ、事実なんですね」

  　僕の言葉を聞いて、日向さんはその場に座り込み、僕のほうを見た。少しだけ眉まゆ根ねを寄せていた。これ以上、彼女の表情を変えてはいけない。

  「私、初めてだったんですよ」

  　これまた、おいいいいい！

  　は、初めて？

  　日ひ向なたさんは、囁ささやいた。自分の胸の内で誰に聞かせるともなく、感情を呼吸とともに吐き出してしまうような、そんな声だった。

  　何が「初めて」だったのかな。それを考えようとして、僕の本能が拒否反応を示した。「初めて」の意味は、今は考えないようにしたい。変な汗が出すぎて干からびそう。

  　日向さんは、ふらりと立ち上がった。

  　そのまま僕を無視して、どこかに行ってしまうのかと思いきや、ぎこちない動作で僕のほうに身体からだを向けた。柔らかく弱々しく微ほほ笑えんで告げてきた。

  「ご迷惑をおかけして、申し訳ありません」

  　僕の返事は待たなかった。日向さんはゆっくりとした足取りで去っていく。踏ん張るようにして背筋を伸ばして、遠くなっていく彼女の姿が、儚はかないのか強烈なのか、よくわからなくて印象的だった。

  　終わった……できれば、僕も一緒に連れていってほしかった。僕は幡はたヶが谷やさんを一いち瞥べつした。

  「何こっち見ているのよ、死ぬまで呪のろって地獄に落とすわよ」

  　落とさないでください。いや、ある意味もう落ちてます。

  「何あれ、あの生徒会長、なんの用事であなたに接触してきたの？」

  　幡ヶ谷さんが、いつまでも日向さんを見つめている僕に声をかけた。

  　日向さんは、君と同じで、僕に返事をしたんだよ。ただし、君とは逆でＯＫの返答だったのに。心の中だけで呟つぶやいておく。

  「まあいいわ、私が用事があるのは、あなただけだし。さて、今朝はよくわからないまま、ごまかされたけど、きっちり手紙のことを答えてもらいましょうか。今度、下手なことを言ったら、本気で呪い汚けがすわよ」

  　怒りを滲にじませたその言葉に、僕は肩を大きく震ふるわせた。呪い汚すってどんな表現なんだろう。細かいことは聞かないほうが健康に良さそうだ。

  　彼女が真っ黒な傘かさをくるくる回している様は、まるで僕を威い嚇かくしているようにも感じられる。とはいえ僕もいい加減、この昨日の僕が二ふた股またをかけてしまったようにしか感じられない状況を打開したい。正直、涙目どころじゃない。今から家に帰って布ふ団とんに潜って何もかも忘れたい。だけど、そんなことしても何も解決しないのも、ちゃんとわかっている。だから現実と向き合わないと。

  　さて、どうやって彼女と話そうか。呪われるのも汚されるのも、どうにか避けたい。

  「は、幡ヶ谷さん」

  　頑張って、名前を呼んでみた。彼女の眉まゆ毛げがぴくりと動く。

  「前も言ったんだけど、僕には記憶がなくて。だから、そんなことを言われても」

  　そう僕が言ったら、幡はたヶが谷やさんの表情がまた凍りついた。

  「それで済むと思うの？　私は、はっきりさせたいのよ、昨日のことを。そしていつからあなたがストーカー行為をしているのか」

  　彼女の中で、僕はすっかりストーカーにされている。

  「だから知らないんだよ。幡ヶ谷さん、自分自身で言ってたじゃないか。幡ヶ谷さんのポストに僕が出したらしいラブレターが入っていたんだよね。昨日の記憶をなくした僕がそれ以上のことを知るわけない。あとは幡ヶ谷さん自身がよくよく思い返すしか」

  　あれ？　でも、幡ヶ谷さんは、僕のことを知らないのか。知らないからこそ、ラブレターをもらって戸惑っているのかな。その辺り、ちゃんとはっきりさせなければいけない。

  「僕のこと、幡ヶ谷さんは知ってるの？」

  　僕の言葉に、幡ヶ谷さんはぐっと口を噤つぐんだ。傘かさを持つ彼女の指に、ほんの少し力が込められた。表情に、先ほどまでの余裕が見えなくなった。

  「そ……そんなこと……」

  　そう言って幡ヶ谷さんは、露骨に僕から視線を逸そらした。

  「ど、どうか、教えてほしい。重要な部分だと思うし」

  「喧やかましいわよ。それ以上追求するなら祟たたり殺すから！」

  　ひい、怒鳴られた。

  　そして、目に涙を浮かべながら幡ヶ谷さんはさらに衝撃的な言葉を投げつけるのだった。

  

  「そんなこと、知るわけないじゃない。私だって、昨日までの一週間ぶん、記憶がないんだから！」

  

  　え？　ど、どういうこと？

  　幡ヶ谷さんはすさまじい形相でまくしたてる。

  「ちゃんと空気を読みなさいよ。私、困っている雰囲気出してたわよね？　どうして、ストレートに言葉に出さないといけないわけ！　呪のろう！」

  　そうか、あの思いきり視線を逸そらしていたのは、彼女なりの困っているサインだったのか。そうか、それは気づけなくて申し訳なかった。

  　って、そんなもの、わかるか！

  　それに、呪う、を連呼するのはやめて！　幡ヶ谷さんは、そういう電波を常に発信していないと気が治まらない性格なのかもしれない。そういうキャラ付けしちゃう年頃なのかもしれない。だけど物騒なことを言われるたびに、僕の胸がキリキリ痛むから。誰だって人に呪われて生きたいわけじゃないから。

  「よくわからないけれど、幡ヶ谷さんも僕と同じように記憶を？」

  　幡はたヶが谷やさんは強こわ張ばった表情で唇くちびるを強く嚙かみしめたまま、大きく頷うなずいた。

  　お互い記憶喪失なんて、どうすればいいの。ものすごく重荷になっちゃうような事実を知っちゃったんですけど。だけど、もう聞かなかったことになんてできるわけもなく。

  「困ったね。どうにかできないものかな。まずはお互い、持っている情報を交換してみるとか……」

  「あれが来ないのよ」

  　へ？　来ないって何が？

  　情報交換するにしても、ぶっ飛びすぎている。

  「あ、あれって？」

  「本来、来なければいけない、あれのことよ」

  　真剣そうな顔で、幡ヶ谷さんが口にする。

  　女の子が、そんな顔で曖あい昧まいな表現で、来ないなんて言ってくる事実はひとつしかない。あれだ、えーと、コウノトリが赤ちゃんを運んでくるための……って、ええっ!?

  　だめだ、それは本当に洒しや落れにならない。まずいどころじゃない。

  　だが、待て。よく状況を整理しろ、僕。さすがに先週、過あやまちがあったとしても、一週間であれが来ないなんて状況になるわけがない。早すぎる。

  「し、失礼だけど、それは、僕には関係ないと思う。誰か、別の心当たりはないかな？」

  　幡ヶ谷さんは、傘かさをくるくると指で回しながら、淡々と告げてきた。

  「誰か？　別の心当たりって何の話？」

  「その、僕以外と、子作り的な何かをしたような、そういうニュアンスで……」

  　子作り？　と幡ヶ谷さんが呟つぶやいたので、僕は大きく頷いた。瞬間、幡ヶ谷さんの瞳ひとみが色のない状態から一気に怒りへと変化する。

  「ち、違うわよ！　馬鹿、セクハラ、変態！　私がそんなことをしそうな女に見えるってこと？　何を勘違いしているのよ！　大馬鹿じゃないの？」

  　幡ヶ谷さんは赤面しながらまくしたててきた。

  「昨日、私のところに送られてくるはずだった、とても大切なもののことよ！　不思議な力を秘めた宝物よ！」

  　そ、それならそうと、早く言ってほしかった。いらぬ恥をかいちゃったよ。

  「宝物？　よ、よくわからないけど、お宝鑑定番組にでも出てきそうな、秘宝みたいなものだと思えばいいの？」

  　なんで、みんな主語を言わないんだ！　主語、大切。

  「とにかく、とても大事なものがなくなってしまったのよ。私の記憶のない、先週のうちに。……おそらくは、昨日の日曜日、あなたが私のポストに手紙を投とう函かんした日にね」

  　どうやら、幡ヶ谷さんは大事なものが紛失してしまったからこそ、失われた記憶に執しゆう着ちやくしているようだ。

  　しかし、幡はたヶが谷やさんがそんなに大事にしている秘宝って、一体どんなものなんだろう？　不思議な力のあるものって……。

  「う、うん、お互い解決したいことがあるのならば、先週に何があったのか解明するために、協力したほうがいいね」

  　僕も、どうして過去の自分が、こんな二ふた股またみたいな最低な行為をしでかしてしまったのか、理由を知りたい。そうでないと、幡ヶ谷さんや日ひ向なたさんと、ちゃんとした意味で向き合えないと思うから。

  　僕の言葉に、幡ヶ谷さんが一瞬だけ驚いたように目を見開いて、それからすぐに無表情に戻る。小さく頷うなずいてくれた。彼女も、僕と協力することには賛成のようだ。

  「あれ？　それ何よ」

  　彼女が僕に向かって指差してくる。僕は彼女の指の先を目で追った。

  　げ、日向さんからのメモだ。

  「なんでもない、気にしないでほしい」

  「あなたの表情は、そうじゃないって言っているわ」

  　幡ヶ谷さんの動きは素早かった。あっという間にメモが僕の手から奪われた。

  

  　日向さんから僕に対する告白の返事を、ばっちり見られた。

  

  　幡ヶ谷さんの表情が凍りついている。気まずい。僕はごまかすように笑った。

  「あなた、私以外にも告白してたっていうの？」

  「ええと、それは」

  　ごめんなさい、本気で僕にもよくわからないんだ。その言葉だけが言いたいのに、喉のどがからからでうまく舌が回らない。

  「それはって何よ、そうとしか読めないんだけど。……最低ね、本気で、事情を聞かせてもらうわ。あなたが本当に記憶喪失なのかどうかも含めてね」

  　違う、僕が沈黙しているのは、言い訳が思いつかないとかじゃなくて、ただ頭がパンク寸前で、どう対応していいかわからないだけなんだ。

  　僕はどうにか、この曖あい昧まいな気持ちが相手に伝わるように、必死で言葉を探しながら口を開いた。

  　そのとき、チャイムが鳴り響いた。

  「タイムオーバーね。今日は用事があるから無理だけど、明日の放課後また会いに来るから、待ってなさい。あと、私に噓うそをついたり、このことを言いふらすような真ま似ねをしたら承知しないから。呪のろい殺すから」

  　彼女は傘かさを差したまま、悠々とした足取りで立ち去っていく。

  　覚えのない告白で始まった僕と幡はたヶが谷やさんとの関係は、これ以上ないくらい気まずい雰囲気で、月曜日を終わろうとしていた。

  

  　失恋なんて、きっと誰にだって経験がある。

  　実は、いいな、と思った女の子に避さけられてしまった思い出には続きがある。

  

  　僕は諦あきらめきれなかったのだ。このまま、その女の子に避けられてしまうなんて。気まずくなったままなんて。だって、まだ、その女の子のこと、何も知らないのに。だから、僕は女の子に避けられてもなお、いや、避けられたからこそ、彼女に話しかけ続けた。

  　変化は突然だった。

  　彼女が笑顔を見せてくれたのも、いきなりだった。

  　僕は、女の子と、友達にはなれたんだ。

  　だから女の子と仲良くなりたいなら、まずは友達から。確かにそう思ってたはずなのに。

  　一体先週の僕は何をしちゃったんだろうね。

  

  　そして、昔のことは昨日のように思い出せるのに、たった先週のことが、どうしてすぐに思い出せなくなってしまったのだろう。



  


   第二章…呪のろわれた火曜日

  

  　そして、次の日。まだまだ楽しい週末にはほど遠い火曜日のことだ。

  　僕はクラスメイトたちに自分のことを聞いて回った。僕は先週ちゃんと学校に来ていたんだよね、とか。情報収集だ。幡はたヶが谷やさんには余計なことを言いふらすなって言われたけど、このくらいはいいよね。

  　しかし、逆に僕はクラスメイトたちの逆襲にあってしまった。そりゃそうだろう。不思議がらないほうがおかしい。昨日、あんな美少女ふたりが僕を訪ねてきたわけだし。うまくごまかすことができなくなって、結局、僕はクラスメイトたちに記憶喪失のことを話さざるを得なくなったのだ。

  　クラスメイトの反応は様々で、記憶喪失を心配してくれたり、信じてくれなかったり、なかにはおいおい、二ふた股またかよ！　どううまくやったのか教えろよ、とか、記憶がないなら日ひ向なたさんを紹介して！　とか、からかうやつもいたりした。

  　今の状態って、やっぱり二股なんだろうか。いや、幡ヶ谷さんにはフラれているから、厳密に言えば違うのかもしれないけれど。

  　本当に、僕がそんなことをしてしまったの？

  　結局、クラスメイトは、僕の状況を面白がるばかりだった。

  　彼らから得た情報は、こんな感じだ。

  

  　一、先週の僕は休むことなく学校に来ていた。

  　二、（クラスメイトが見る限り）先週の僕は、幡ヶ谷さんと一度も接触していない。

  　三、（クラスメイトが見る限り）先週の僕は、日向さんと一度も接触していない。

  　四、（クラスメイトが見る限り）先週の僕に、不審な点はどこにもない。

  

  　はい、何もわかりません。情報収集作業は無む駄だ骨ぼねだ。

  　暗くなっていた僕に、ひとりのクラスメイトが、ある言葉を投げかける。

  「先週ぶんの、携帯電話のメールや着信履歴を見てみたら、何かわかるんじゃ？」

  　それだ！

  　どうしてそんな簡単なことを思いつかなかったのだろう。僕はすぐさま自分の携帯を取り出した。早速確認してみる。メールには大した情報はなかったけど、通話履歴に一昨日の日曜日、普段あまり通話しない相手の記録が残っている。確かに過去、この子と電話番号を交換したことはあった。僕は名前を見て、その子の座っている席を一いち瞥べつした。

  　一番後ろの席に座って読書をしていた少女の名前は、藤ふじ森もり文ふみ子こという。

  　指定の制服は一応あるものの、服装は基本自由といううちの学校で、なぜか私服でも指定の制服でもないセーラー服を着ているという変わり者だ。お母さんが北欧の人だかで顔は日本人離れしている。でも、着ているセーラー服は似合っているから不思議だ。

  　藤ふじ森もりさんは、この学校を成績優秀で入学したということで、学費免除の特待生に選ばれている。勉強だけではなく、学校のことからクラスメイトの[image: ]うわさ話ばなしまで様々な情報に精通していると、もっぱらの評判だ。

  　いろいろ物知りな彼女なら、幡はたヶが谷やさんのことも詳しく知っているかもしれない。

  　藤森さんは近づく僕に気づいて、本から顔を上げた。

  「もしかして、幡ヶ谷月つく夜よについて知りたいのかい？」

  　え？

  「あれ？　違ったかな？　先週の君も、このタイミングで同じような顔をしてボクに近づいてきたもんだから、てっきり、同じ質問だと」

  　藤森さんは首をほんの少し傾かしげて、こちらを見据える。

  「先週の君の質問はこうだ。『昨日、幡ヶ谷月夜という同じ学年の女の子と会ったんだけど、どんなコだか知ってる？』」

  「先週？　なんの話？　確かに、僕は今、幡ヶ谷さんのことを藤森さんに聞こうと思ったけど」

  　どうして、先週の僕が藤森さんに幡ヶ谷さんのことを？　クラスメイトたちは、僕と幡ヶ谷さんが接触しているのを見たことないって言っているのに。



  [image: ]


  「先週の記憶を失っているのに、君は先週と同じ行動を取っている。実に面白いね。これは何かの冗談か、それともなければ呪のろいか、だね。そうそう、幡はたヶが谷や月つく夜よのことだったね。幡ヶ谷月夜は、悪あしき魔女と[image: ]うわさされている女……」

  　悪しき魔女？　僕は握りしめていた携帯を見つめた。

  「あと、知っているのは、それなりに有名な歴史研究家の娘ってことくらいかな。その他のことといったら……」

  　僕は、自分の携帯を指差して、藤ふじ森もりさんに見せた。

  「日曜日、藤森さんに僕がかけた電話のことなんだけど」

  「そうだね、日曜日、君から電話をもらったよ。どうやら、もめ事に巻き込まれているようだったけど、残念ながらボクはお役に立てなかった。それだけだよ」

  　情報が限定的すぎてよくわからない。露骨に僕が困った顔をしていたのか、藤森さんは哀れむような感情を瞳ひとみに滲にじませた。

  「なんだい、ボクからまだ聞き出そうっていうのかな？　幡ヶ谷月夜のスリーサイズでも知りたい？　それならボクの秘蔵ストック、全女子生徒の身体測定記録から披露してあげてもいいけど、その場合、ちゃんと貰もらえるものは貰うからね」

  「い、いいよ、そんなものは、興味ないよ。先週のことはそれだけ？」

  　彼女は無言で頷く。肩を落とした僕を見て、藤森さんが目元を柔らかくした。

  「ボクは君たちの過去は知らないけれど、君に対して助言はできると思う」

  「助言？」

  「君の現状を説明するとこうだ。君は女関係のトラブルに巻き込まれている。君はふたりの女を二ふた股またにかけた。ひとりは、学園のアイドルともいえる高たか嶺ねの花、神み谷たに日ひ向なた。もうひとりは、おかしな行動ばかりする悪しき魔女、幡ヶ谷月夜。だけど君に、二股したような、そんな記憶は存在しない。だからこそ、今、こうやって必死で情報収集を行っている。仁じんくん、ボクから言えるのはひとつだけだ。女たちと手を切りなよ。女は危ないよ。そういうドロドロとした騒ぎを招きそうな女たちはやめときたまえ」

  　それができるならそうしているよ。僕の顔を見て、藤森さんは僕の気持ちをわかってくれたのか、フォローするように言葉を続けた。

  「実例があるんだよ。悪女というものは、多くのものを惑わし、滅ほろぼしていく。そうだね、ポピュラーな世界史から選出すると、クレオパトラに則そく天てん武ぶ后こう、マリーアントワネット……きりがないので、ここはあえて、ボクの大好きな日本文学史から悪女を選ばせてもらうと」

  　藤森さんは、読んでいた本の表紙を見せてくれた。タイトルは『或ある女』で、著者は有あり島しま武たけ郎おと書いてある。

  「有島武郎と付き合っていた女記者を知っているかい？　彼女は、旦だん那ながいながら、有島武郎と不倫していた。そして彼女は、有あり島しま武たけ郎おと自分の家庭をめちゃくちゃにした挙げ句、有島武郎を巻き込んで心中したんだよ。つまり、男が欲目を出して女のいいなりになった結果、最後は心中という悲惨な最期を遂げてしまったわけさ」

  　いや、突然、そんなことを言われても。

  「悲惨な最期って……さすがにそこまではいかないと思うよ」

  　と、言いつつ、僕は幡はたヶが谷やさんのことを思い返した。僕は有島武郎と同じように死んじゃうの？　そんなのごめんだ。

  「その考えは甘いよ、仁じんくん。殺される前に、今すぐ、ふたりとの縁を切ったほうがいいよ」

  「縁を切るなんて、僕にはできないよ。まだちゃんと話してもいないのに。それに、殺されるってどういうこと？　僕が幡ヶ谷さんに呪のろい殺されるとか？　そんなまさか」

  　藤ふじ森もりさんは僕の言葉を聞いて、少し沈黙したあと軽やかに笑った。

  「なら、思う存分、痴ち情じようのもつれを楽しみたまえ。ボクは見守っているよ」

  「そ、そんな、どうにかしてよ。何か手がかりを知っているんだったら」

  「知らないってば」

  　僕の質問に対して、藤森さんの返答は、恐ろしいほどに速かった。

  「確かにボクは人よりものを知っているほうだけど、さすがにすべての生徒の行動を把握しているほどじゃない。でも、この一週間でまた何かわかったら教えてあげるよ」

  　その言葉に安心感を覚えながらも、僕はどこか違和感を覚えていた。なんだろう、どうして僕は彼女の言葉に気持ちが引っかかるんだろう。

  「とにかく、早くあの女たちと手を切るように。両方とも、ボクの見た感じ、あまりよくない感じだからね」

  「幡ヶ谷さんはともかく、生徒会長の日ひ向なたさんは心配ないと思うけど」

  「うまく君には伝わらなかったかもしれないけど、ボクが女記者に例えていたのは、どちらかといえば生徒会長のほうだからね。彼女に、殺されるようなことがないように」

  　なんで、そんな恐ろしいことを僕に伝えてくるわけさ。

  

  　△▼△

  

  　放課後。

  　会いに来るって言ってたから、しばらく待っていたけど幡ヶ谷さんは来なかった。他にやることもないので仕方ないから帰るか、と、下駄箱まで来て靴くつを取り出そうとして、靴の上に手紙が置かれていることに気づく。

  

  『図書室で待っています』

  

  　幡はたヶが谷やさんだろうか。

  　事情があって教室に来られないから、こういうメッセージを残したのかな。僕は手紙を靴くつ箱ばこの中に放置したまま、図書室に向かうことにした。

  　手紙になった瞬間に、ですます口調になるなんて、妙なところでしおらしい。呪のろいの言葉を連呼する彼女とは違うイメージに、少しだけ好印象を持つ。

  　そこまで考えて、僕は嘆たん息そくした。図書室はどこだったっけ。この学校に入学したばかりなので、あまり場所を把握していない。そういえば、僕の通う第一校舎の一階に、学校内の全体図の案内があったよね。僕は、そこに向かった。

  　案内図を見て、再度、学校の広さに感嘆する。

  　小高い丘の上にそびえ立っている僕の学校は、とにかく敷地の広さがすさまじい。

  　僕の学校は、不気味なくらいに歴史教科に力を入れているため、それ関連の資料も膨大だ。よって、図書室も校舎の中にあるのではなく、校舎から少し離れたところに、別に建てられている。図書室ではなく、図書館といったほうがいいかもしれない。

  　校舎と講堂、図書館と体育館だけだったら、そんなに土地はいらない。敷地の七割ほどが、日本史、西洋史、アジア史、各国の歴史資料館の建築物で埋め尽くされている。その数、十以上あるとか。無茶苦茶だ。

  　図書館と呼ばれている建築物は、コンクリートの二階建てで大きい。有名なデザイナーに、わざわざデザインしてもらったという。灰色の壁には、蔦つたがうっそうと茂っている。

  　図書館に入ると、古い本の黴かび臭くさい空気と匂においに迎えられる。そして、棚の多さに圧倒される。奥が見えないほどに並べられた棚、ぎっしり詰められた本。延々と続いているような感覚に酔ってしまいそうになる。

  　人の気配はない。

  　本棚に囲まれた中央、読書するために設置された長机にいる、ひとりの少女の姿が目に入った。

  　窓から差し込む橙だいだい色いろの日光で、彼女の髪が淡く光っているように見える。髪の毛の間に、光る流りゆう砂さがちりばめられているような、そんな儚はかなさがある。

  　日ひ向なたさんは、机に突っ伏していた。僅わずかに見える顔からは、穏やかに閉じられた瞼まぶたが見える。眠っているのだろうか。

  　もしや、あの手紙は日向さんが書いたもの？

  　僕は、ゆっくりと日向さんに近づいた。

  「日向さん？」

  　呼びかけても、起きない。どうしよう、起こしたほうがいいのかな。もし日向さんが僕を呼んだのだとしたら、放っておくわけにはいかないしな。

  　よし。

  　彼女の肩を叩たたこうとして、手を伸ばした。

  　ふわ、とシャンプーだろうか、清涼感のある柑かん橘きつ系の匂いがした。

  　いきなり手を摑つかまれた。驚いて身を引こうにも、意外と力が強くて、身動きが取れない。そうこうしているうちに、彼女の瞳ひとみが、ぱちり、と開かれる。

  「ふふ、狸たぬき寝ね入いりなのでした」

  　照れくさそうに微ほほ笑えむ日ひ向なたさんの表情を間近で見てしまった。この可愛かわいらしさは、かなり危険だった。動揺してしまっている。これはまずい。

  「あの、下駄箱の手紙は……」

  「あ、私が書きました。……昨日は、仁じんくんからでしたよね。だから、今日は私から……」

  「ちょっと待った！」

  　僕は彼女の肩を押して、半なかば無理やり彼女の顔を引きはがした。距離が近い、いやいや、本当に。屈かがませていた身体からだを伸ばす。

  　心臓が、すさまじい速度で脈打っている。このまま死ぬんじゃなかろうか、という思いがある。

  「ぼ、僕に何の用事？」

  　動揺のあまり、声が裏返ってしまっている。

  　日向さんが穏やかな声で返答した。

  「彼氏彼女、ふたりきり、するべきことといったらひとつでしょう？　もう、何を言っているんですか」

  「す、するべきことって何？　ひとつなの？」

  　いや、その前に彼氏彼女にいつなったの？　日向さんは、椅い子すから立ち上がった。優しく微笑んでいる。悪気がまったく感じられない、澄みきった瞳を向けられると、何も言えなくなってしまいそうになる。

  　昨日の僕が二ふた股またをかけてしまったっぽい発言を聞いて、日向さんはショックを受けちゃったんじゃなかったの？　違うの？　どうして、元気を取り戻しているの？

  「ひとつきりじゃありませんでしたね、何をしますか？　お好きにどうぞ。日曜日にあんなことをされたんだから、もう、私、何をされても平気です」

  　ほら、きた、日曜日のことだ！

  「ちょいと待って！　ぼ、僕は、日曜日、日向さんに何をしたのかな」

  　日向さんは含み笑いをするだけで、何も言わない。

  「そんなこと、どうだっていいじゃないですか。今、私は」

  　日向さんは、僕の耳元で、囁ささやくように告げた。

  「あなたと、たくさん、触れ合いたい」

  　ひぎゃあ！

  　僕は心の中で、怪物のような悲鳴を上げた。ぞわぞわする、ぞわぞわするったら！

  　ぴん、と肌の毛が全部逆立って、全身緊張で固まってしまう。

  　これは夢？　たちの悪い悪夢なの？　それとも幸せいっぱいの白昼夢なの？

  　日ひ向なたさんの髪の毛が、さらりと音を立てそうなくらいに間近にある。

  　よし、待て、落ち着こう、僕。僕は、呼吸を整えながら、言葉を紡つむぎ出す。鼻から、ふっふっふーと息が漏もれ出た。意外と鼻呼吸のみって苦しいね。

  「ぼ、僕は、とりあえず、日向さんとお話ししたい！」

  　僕の言葉に、ぱっと、彼女が身を引いた。

  「そういう、焦じらしプレイなんですか？　私はもっとストレートのほうがいいんですけど」

  「いやいやいや、焦らしって、何を」

  　日向さんは僕の言葉を遮さえぎり、再度身を寄せて腕を絡めてきた。

  「お話で私の気持ちを焦らすより、こうして、直接あなたの熱を感じたいということです」

  「いやいや、おかしいでしょ。だって僕と日向さんは」

  「恋人同士ですよね？」

  　マジですか!?

  　や、だって、生徒会長で才さい色しよく兼けん備びで、学校一の美少女だよ。本当は僕レベルなんかじゃ、きっと話すこともできないまま、彼女は卒業してしまうことだろう。こんな滅多にない機会、とても大事にしたい。

  　でも、僕は何も覚えていない。僕に対して、すっかり好意モードに入り込んでいる彼女に向かって、どう話を聞いていけばいいのか。まずは、この好意モードのスイッチを切って、真ま面じ目めに話し合う雰囲気を作らなければいけない。もったいないと思いながら、僕は彼女の腕を僕の腕から離しながら、彼女に告げる。

  「日向さんの気持ちは嬉うれしいんだけど、はっきりさせなきゃいけないこと、あるし」

  「もう、そうやって焦らして、私の気持ちを昂たかぶらせて。仁じんくんって、意外と小悪魔系なんですね」

  「こ、小悪魔とか、そういうことじゃなくて」

  「じゃあ、なんなんですか？　あ、そうでした、小悪魔系彼氏でした」

  　彼氏を付け足されても。いや、だから、どうしてそうなるんだ。

  　僕は日向さんを頭から足先まで眺める。正直に言おう。ものすごい好みだ。だが申し訳ないが、僕には七日間の記憶が存在しないから、彼女から好意を向けられる理由がわからない。

  　そういえばまだ、僕の記憶喪失を日向さんは知らない。なら、まずは僕自身のことを彼女に話すのがフェアだろう。

  「実は、僕は」

  

  「……いい加減にしなさいよ、あなた」

  

  　背後から物音がした。低い声が聞こえた。振り向くと、背後に幡はたヶが谷やさんが立っていた。彼女の足元に、たくさんの本が散乱していた。彼女がやったのだろうか。よくよく見ると、彼女の周囲の本棚がごっそり空からになっている。今、彼女が差している傘かさでも振り回したのだろうか、危ないからやめたほうがいいよ、そういうのは。

  　幡ヶ谷さんの言葉に、日ひ向なたさんが僅わずかに顔を歪ゆがめた。その表情は、普段穏やかな彼女には相応ふさわしくないものだった。

  　幡ヶ谷さんが、ずんずん近づいてくる。

  「私は放課後に会いましょうって言ったわよね。どうしてここにいるのよ」

  「靴くつ箱ばこに手紙があったから」

  　幡ヶ谷さんが僕に手紙を出したと思ったからここに来たんだよ。その事実を告げようとしたけど、言い訳にしか聞こえなくて僕は言葉を続けることを躊ちゆう躇ちよした。

  　幡ヶ谷さんがこめかみに指をあてた。

  「本当にどうしようもないわね。途中、あなたを見かけて尾行して正解だったわ。このまま、ごまかされるところだったわ」

  「いや、でも僕も幡ヶ谷さんとちゃんと話したいとは思って気になってはいたんだよ。だってほら、僕たちにもいろいろあったみたいだし」

  「ちょっと、誤解されるような言い方はやめなさいよ！」

  　幡ヶ谷さんは頰ほおを赤らめて睨にらみつけてくる。いや、違う、そういう意味じゃなくて。

  「私はあのメモを見たから、そこの女があなたにどういう感情を抱いだいているか知っているわよ。そういうのと一緒にしないで」

  　今度、声を上げたのは、日向さんだった。

  「メモ？　幡ヶ谷さんに見せたんですか？」

  　はい、泥沼突入。僕は日向さんに向き直る。

  「ち、違う、そうじゃなくて。幡ヶ谷さんが無理やり……！　誤解だよ、僕は」

  「誤解も何もないでしょ、本当のことじゃない。どうして、いつまでもごまかそうとするの」

  　幡ヶ谷さんが無表情のまま、僕を指差してきた。さすがの僕もかちんときたので反撃する。

  「ごまかしたいわけじゃない。僕だって記憶を失ってどうしていいかわからないんだ」

  　喋しやべれば、喋るほど言い訳にしか聞こえない。この状況を本当なんとかしてほしい。

  「きおくを、うしなった？」

  　日向さんが、淡々とした口調で僕の言葉を繰り返した。

  「う、うん、そうなんだよ。ごめん、もっと早く言わなくて」

  「ほんとうに？」

  　日ひ向なたさんは、目を丸くして、僕を凝視している。息を吸い込むことが難しいように、引きつるような声こわ音ねを喉のどから出した。

  「ほんとうに、記憶をなくした？　あなたが？」

  　日向さんは、顎あごに手を添えて唇くちびるを嚙かみしめている。ゆっくりと顎を持ち上げた。その視線の先には僕がいるのかと思いきや、幡はたヶが谷やさんだった、彼女は呆ぼう然ぜんとした表情のまま、視線を幡ヶ谷さんへと、真っ直すぐに向けていたのだ。

  　幡ヶ谷さんは、日向さんの視線に気づいた。傘かさを脇の下に差し込み、器用に腕を組んだ。ふん、と鼻で息をする。

  「あなたは何をされたのか知らないけど、今回のことは、こんなつまらない男に引っかかったということで忘れなさい。こんな酷ひどいことをした仁じん庄しよう助すけは、どこかで餓が死ししてのたれ死ねばいいんだわ」

  　最後の矛ほこ先さきは何な故ぜか僕だった。

  「ぼ、僕は毎日栄養バランス考えて食事してるから、餓死はないけど」

  「例え話よ。あなたのことなんて元々知らないし興味もないわよ。私に迷惑のかからないところで、さっさとくたばれって言ってんのよ。呪のろい餓死しなさい」

  　それは難しいよな。呪われたうえに、餓死するなんて。そんな難しいことを例え話でも僕に向かって言わないでほしいのが僕の望みだ。

  「知らない？　幡ヶ谷さんは、仁くんを知らなかったんですか？」

  　日向さんの言葉に、幡ヶ谷さんは言葉を詰まらせる。

  　幡ヶ谷さんの代わりに僕が答えた。

  「そうなんだよ、記憶喪失は僕だけじゃないみたいなんだ。幡ヶ谷さんもなんだよ。よくわからない状況になっちゃっていて。だからこそ、僕、いや僕たちは、一体何が起こったのかを明らかにしたいんだよ」

  「えっ、幡ヶ谷さんも、記憶喪失なんですか？」

  　日向さんが素早く瞬まばたきしながら、幡ヶ谷さんを凝視した。幡ヶ谷さんはというと、後方に退いて声を抑えて言った。

  「どうしてばらさなくていいことをさらっと話しちゃうわけ。そんなの、今、言わなくてもいいじゃない。悪いのはいろいろなことをしでかした、先週のあなたでしょうが」

  　ごもっとも。そこは否定しないよ。けど僕は、今回のことに幡ヶ谷さんも関わっていると思うし、そもそも幡ヶ谷さんの記憶喪失が日向さんにばれるきっかけを作ったのは、幡ヶ谷さん自身じゃないか。そんなこと、言えないけどさ。

  「とにかく何度も言っているけど、何があったのかはっきりさせようよ。それがわかるまでは、友達から始めるというのはどうかな」

  「友達もお断りよ」

  「既に恋人として始まっています」

  　ふたりから拒絶された。どうしてかな。僕、そんな間違ったこと言っている？

  「でも、何もわからない今の状態のままだと、どうにもならないよ」

  　僕が日ひ向なたさんに向かって告げると、日向さんはさっと顔を背そむける。

  「そう言われても……。あっ」

  　携帯のバイブレーション音が鳴り響く。

  　僅わずかな振動に、僕は思わず鞄かばんに手を入れようとした。だが、それよりも先に、日向さんが自分の鞄からスマートフォンを取り出す。彼女のスマートフォンのストラップの先にマスコットアクセサリーがついている。あれは、なんなのだろうか。頭が異様に膨ふくれた、宇宙人みたいな顔だ。日向さんのイメージとはかけ離れたマスコットアクセサリーに、思わず興味を持ってしまう。

  　日向さんはというと、ここは図書室だということを告げて、声を潜ひそませながら相手と何やら話している。電話はすぐに終わった。日向さんは申し訳なさそうに僕を見た。

  「ごめんなさい、私、まだ仕事がありますから生徒会室に戻ります。……また今度、ふたりきりでイチャイチャしましょうね」

  　幡はたヶが谷やさんの横を、ふわふわした足取りで立ち去ろうとする日向さん。そんな彼女が通り過ぎる間際に、幡ヶ谷さんが声をかける。

  「ちょっと待ちなさい」

  　幡ヶ谷さんは鋭い眼まな差ざしで、日向さんを見つめた。

  「私とあなたは初対面よね。どうして、私の名前を知っているのよ」

  「私は生徒会長ですから、生徒の名前はある程度把握しています」

  　困ったように笑いながら、そのまま日向さんは通り過ぎていってしまう。彼女の背中を、幡ヶ谷さんは睨にらみ続けていた。

  

  　日向さんの姿が完全に消え失うせたところで、周囲の景色を見渡しながら幡ヶ谷さんが、ぼそりと告げた。

  「やっぱり怪しいわね。あの女」

  　うまく聞き取れなかったので、僕は聞き返した。

  「図書館よ。私とあなた以外、誰もいないのよ。さすがにこれだけ静まりかえってたら、わかるわ。おかしくない？　あの女もしかして、あらかじめ人払いをしていたんじゃないの？」

  　いきなりそう言われても困る。

  「僕自身はよほどのことがない限り図書館に来ないからわからないけど。たまたまじゃないかな？」

  「たまたま？」

  　幡はたヶが谷やさんの、すさまじい眼力は、僕に向けられてしまった。

  「私とあなたが記憶喪失なのも、あの女が私の名前を知っていたのも、全部たまたまってわけ？　どこまで、都合のいいように考えるのよ、あなたの脳みそは！」

  　僕はなんでも日ひ向なたさんに関連づける幡ヶ谷さんのほうが、都合のいいように思えるよ。

  「決めたわ、付き合いなさい」

  「つ、付き合う？　えっと、僕と幡ヶ谷さん、が？」

  　僕の困惑顔を見て、幡ヶ谷さんは顔を真っ赤にした。

  「この天然セクハラ馬鹿男！　違うわ！　あの女の正体を暴くのに付き合えって言ってるのよ！　あの女、怪しい、おかしいとは思わないの？　あなたみたいな男に、告白をＯＫしているのよ！」

  「い、いや、そりゃ僕みたいな一般人が、高たか嶺ねの花な彼女と知り合えること自体、確かにおかしいんだけど。そこはほら、きっと運命的な出会いとかそういう何かがあったんだよ」

  「そんなわけないって、言っているのよ！　何か隠しているのよ、何か思惑があるから、あなたに接してるに決まってる！　隠された正体があるのよ、あの生徒会長には！」

  「正体も何も、ただの生徒会長じゃないかなあ」

  　僕は棒読みで彼女に返答する。

  「もしかしたらこの記憶喪失も、あの女が私たちに何かをしたのかもしれないわ」

  　ちょっと、それは飛躍しすぎではなかろうか。僕は躊ちゆう躇ちよしながらも口を開いた。

  「記憶喪失って、大体どうやって」

  　僕の質問に、はた、と動きを止めた幡ヶ谷さんは腕を組んで考え込む。

  「……」

  　この子、急に小声でぶつぶつと呟つぶやきだしたんだけど、どうすればいいの。

  「……」

  　幡ヶ谷さんは、僕が呆ぼう然ぜんとしているのを気にもとめずに、唇くちびるを動かし続けている。途切れ途切れに聞こえてくる言葉は、とても意味不明なもので禍まが々まがしい響ひびきでもある。

  「あ、あのーう……は、幡ヶ谷さん？」

  　そろそろ現実に戻ってきてほしい時間帯だ。

  

  「呪じゆ術じゆつだわ、きっと呪術を用いたのよ」

  

  　え！

  　なに、なに、どういうことなのかな。今、どこに着地しているの？　幡ヶ谷さんの思考回路はどうなっちゃったの？

  「幡はたヶが谷やさん、えと、僕は」

  　呪じゆ術じゆつなんて信じちゃいないんですが。そもそも、そういう非現実な方向に興味ないんですが。

  「あなたの言いたいことはわかるわ。ほとんどの呪術は呪のろいではない。ただの〝呪まじない〟だもの。例えば、アフリカに住むザンデ族の扱う呪術は、そのほとんどが未来の出来事に関する託たく宣せんよ。鶏にわとりのくちばしに毒を詰め込み、鶏が死ぬかどうかで結果を見るの。でもね、それは将来の危険に対する保全を願っているに過ぎないの。方法は奇抜であっても、実態は天気予報、占いと変わらないわ。だから、あなたが信じないのもわかる」

  　違う。わかってもらえていない。僕が主張したいのはそこじゃない。大幅にずれている。というか、この子どうなんだろう。僕の学校は、歴史系に強いことで有名だから、それが目的で入った子なのだろうか。

  「あ、ええと、幡ヶ谷さんも、歴史が好きでここに来たとか、そういう系なの？」

  　よくわかったわね、と輝かんばかりの表情で幡ヶ谷さんは答えた。笑ってはいないが、微ほほ笑えむ一歩手前の表情だ。華やかさはないが、明るい雰囲気が窺うかがえる。

  「呪術なんて大体が、私がさっき説明した『まじない』よ。でも、そのなかにも本物があるかもしれない。だから私は、本当にそういうものが存在するのかどうか勉強するために、この学校に来たのよ。そんな私のやる気と実力が認められて、私の両親も資料館の建築にある程度関わった、縁のあるこの学校の、歴史資料館の管理人をやらせてもらってるわ」

  　ほうほう、と頷うなずく僕に、幡ヶ谷さんはさらに調子に乗って喋しやべり続ける。

  「あなたに話したでしょ。私は宝物を捜しているって。それは古代文明の秘宝、モチェの仮面。昔、ペルーに存在したモチェという文明の出土品なのだけど、実はこの仮面は一種の呪術道具で、決められた儀式を行うと、不思議な力を発揮するといわれているのよ」

  　日曜日になくなったという宝物とは、その仮面のことだったのか。

  「この仮面は、私の資料館の目玉となるはずだったの。それも当然だわ。その仮面に秘められた力は強大だと言われているからよ」

  　幡ヶ谷さんは得とく意い満まん面めんだが、秘められた力とか、話がだんだんオカルトっぽくなっている。

  

  「そう、モチェの仮面には、記憶を操作する力があるといわれているわ」

  

  　やっぱり。話が怪しい方向に向いてきた。

  「つまり、モチェの仮面を使って、あの女が私たちに何かをしたに違いないのよ！」

  　びょーん、と音が聞こえそうなくらいに、思考大跳躍だ。

  「私個人としての考えでは、呪術は存在する！　例えば、モチェの歴史なんて呪術めいた曰いわくがたくさんあるわ。インカ帝国って聞いたことがある？　モチェは、あれと同じ地方でそれよりも前に栄えた文明よ。不老不死の聖杯とか、地球外生命体の残したクリスタルの遺産とか。そういった類たぐいの秘宝が眠っている古代文明なわけ。ナスカの地上絵とか、あの辺の古代文明とも関連があるわ。囚しゆう人じんや戦闘で捕虜になった異邦人は、そのほとんどが魔術儀式の生いけ贄にえとして捧げられた。生け贄たちはみな、裸にされ、酷むごい拷ごう問もんを受けて無理やり紐ひもで縛られ引きずられ、祭壇まで連れていかれたわ。彼らはそこで、神官たちの手によって喉のどを裂さかれた。そうやって流された血は金杯に注がれ、神官たちによって飲み干されたの。彼らに関しては他にも面白い話があって。高度な文明を築き上げていたくせに、神様を盲信して、多くの人間を祭壇に捧げては生け贄の儀式を行っていたの。労働者が足りなくなるくらい、多くの生け贄を殺していたらしいわ。ある程度の頭があるんなら、殺しすぎはだめだって、わかるはずなのにおかしいでしょ？　それに、それだけ高度な文明を持って、外敵にも強かった彼らのくせに、何な故ぜか八世紀に忽こつ然ぜんと姿を消したのよ。いまだにその理由はよくわかっていないと聞くわ。ね、これだけ曰いわくがあるならば、確かに呪じゆ術じゆつの存在を信じてもいいと思うんだけど」

  　蘊うん蓄ちく垂たれ流し、ストップ、ストップ。

  「じゅ、呪術なんて、存在するのかなあ？」

  「存在するわ。当たり前じゃないの」

  「でも、呪術なんて言われてもピンとこないんだけど？」

  「ピンときなさい」

  　そんな無茶苦茶な。話が通じません。仕方ない、もっとストレートに言うしか。

  「いきなり呪術なんて言われても、普通だったらどうしていいかわからないって。そういう方向じゃなくて、もっと現実的な方向で記憶喪失のことを考えたほうが解決しそうな気がする。呪術で、記憶喪失なんてできるわけないと思うし」

  　僕は、目を丸くしている彼女の肩に手をかけた。

  「どうせなら、三人で適当なファストフードにでも入ってハンバーガーでも食べながら、先週、一体何があったのか情報交換したほうが、絶対に僕たちのためになると思うよ」

  　結局、日曜日のことを知っているのは日ひ向なたさんだけだしね。

  　さあ！　と僕は大きく手を広げた。

  「……これ、何に見える？」

  　幡はたヶが谷やさんが、僕に二本の指を見せてくる。

  「えっと、ピース？」

  　幡ヶ谷さんはそのまま、二本の指を僕に向けて突撃しようとした。

  　僕の意見がお気に召さなかったらしい。僕は頑張ってひらりと避よけた。

  「どうして避けるのよ」

  「よ、避けるよ！　急に何するのさ」

  「呪術は存在するわ。そんな現実を直視できない人間の目は、呪のろい目め潰つぶしされて当たり前よ」

  　なんて恐ろしいことを。あと呪のろい目め潰つぶしって何さ。

  　彼女は僕を一ひと睨にらみしてから、図書館を出ていってしまった。僕ひとりを置き去りにして。

  　呪い目潰し？　何でもかんでも、呪いを言葉に付け足せばいいってもんじゃないよ。

  　ふたりがいなくなって、僕は気づいた。床に何かが落ちている。これは日ひ向なたさんのものだ。何な故ぜならば先ほど、彼女のスマートフォンについていたのを見たからだ。よくわからないフィギュアがついているストラップだ。可愛かわいらしいと思いながらもカラーセンスは渋い。優等生の、ほんのちょっとした変わったところを垣かい間ま見て、僕は和なごやかな気持ちになった。

  　とりあえず、日向さんにこのストラップを届けてあげよう。僕は生徒会室に向かうことにした。ストラップくらい明日でも構わないのだが。どこか僕の中に、もう一度日向さんに会いたい気持ちがあった。

  

  　生徒会室なんてあまり訪れない場所である上に、まだ一年生の僕は、生徒会室がどこにあるのか位置を把握していない。迷いながらも、ようやく僕は生徒会室に到着した。

  　僕は生徒会室の扉を開けようとした。

  　ところが鍵かぎがかかっていた。電気は煌こう々こうとついているのに。

  　戸の上に差さったプレートを見る。やはり「生徒会室」と書いてある。場所は間違えていないはずだ。どうして、鍵がかかっているのだろう。

  「日向さん、いますか？」

  　どうして、声をかけても誰も出てこないのだろう。

  　僕は諦あきらめて帰ることにする。少しばかり廊下を歩いたところで、背後から不気味な声が聞こえてきた。笑い声のような、唸うなり声のような、獣けものめいたものだった。

  　僕はもう一度振り返った。

  　途端、声はぴたりと止まる。どこから聞こえてきたのだろうか。まさか？　呪いという言葉が記憶の中に蘇よみがえる。

  　僕は不安になりながら、先ほど入ろうとした部屋を見つめる。

  　嫌いやになるくらいの静寂のなか、生徒会室の電気はまだついたままだった。

  

  　△▼△

  

  　帰り道、小雨が降っているなか、校門に続く並木道の隅で幡はたヶが谷やさんを見かけた。

  　てっきり、もう家に帰っているとばかり思っていたのでびっくりした。

  　相変わらず傘かさも差さないで、ずぶ濡ぬれになったままでいる。正直、彼女のことを知らなければ、視界に入らないことにしてこのまま無視して帰ってしまったかもしれない。それだけ全身真っ黒な幡ヶ谷さんは、周囲の闇やみと同化して怪しさ満点だった。彼女は僕に背を向けてしゃがみこんでいる。

  　もういい加減日も暗いのに、何をしているのだろうか。あんまり遅くまで学校にいると、親も心配するんじゃないかな。

  　どうしよう、関わるべきか。それとも見なかったことにするべきか。

  　幡はたヶが谷やさんの横を黙って通り過ぎて、やっぱり来た道を戻る。

  　微動だにしない彼女が気になる。生きている、生きているんだよね？

  　見るに見かねて僕は幡ヶ谷さんに近づいた。僕は背後から、そっと彼女を覗のぞき込んだ。

  「何をしているの？　幡ヶ谷さん」

  　僕が声をかけると、彼女は大きく身体からだを跳ねさせた。素早く首だけ後ろに向けてくる。僕だとわかると、ほっとしたように表情を弛ゆるめた。

  　幡ヶ谷さんは小さな鏡を手にしていた。

  「どうかした？」

  「これは伝統的なウィッチクラフトのひとつ、鏡を使用したまじないよ。鏡の中に、真実を宿すの」

  　いやいやいや、僕はどうしたのか聞いたわけであって、そこまでは尋ねちゃいないんだが。

  「……まじないもどき、と言ったほうがいいのかもしれないけれど」

  「え？」

  　僕の声に、幡ヶ谷さんはゆっくりと立ち上がった。

  「実際のまじないをするには、足りないものがあるのよ。香と蠟ろう燭そく、そして鏡」

  　やばい、この子あっちの世界に行っちゃった。戻ってこないのかな。戻ってくるつもりもないのかな。

  　日ひ向なたさんが仮面の呪じゆ術じゆつに関係してる、なんて言ってたけど、僕からしたらよっぽど幡ヶ谷さんのほうが怪しい。

  　大体、香と蠟燭だけならまだしも、鏡なら幡ヶ谷さんが、今、持っているじゃないか。僕が鏡ばかり見ていたので、そんな僕の視線で考えを見通したのか、幡ヶ谷さんが持っていた鏡を小さく揺らした。

  「この鏡はだめよ。単なる化粧鏡だもの。ウィッチクラフトで使用するには、まじない以外の目的では使用してはいけないという制約がかけられている鏡でなきゃ」

  　それじゃそもそも、幡ヶ谷さんが鏡を手にしてこんな場所に座り込んでいる意味がないんじゃ。

  「で、その……結局、幡ヶ谷さんはこんな場所で何をしているのかな」

  「条件を満たしていない状態の鏡は単なる鏡でしかないのに、どうして鏡を用いたウィッチクラフトが古来伝えられているのかな、って考え込んでいたのよ。木の下っていろいろなエネルギーが集まりやすいから、ひとりになって考え込みたいときにちょうどいいのよね」

  　ん？　ど、どういうこと？

  「つまり、幡はたヶが谷やさんは、好きなことを考えすぎて、自分の世界を作っちゃった状態だったってことだね。周りが見えていなかったってことなのかな」

  「端的すぎてむかつくわね。私の今の気持ちをそんなふうに簡単に言い表わさないでちょうだい。呪のろい焼くわよ」

  「ごめんなさい、許してください」

  　即座に僕は謝罪した。

  　弱っ！　僕の立場、激弱っ！　仕方ない。呪われるのも焼かれるのも怖い。

  「そういえば次に会ったときに、あなたに聞いておこうと思っていたことがあったの。ちょうどよかったわ」

  　この流れで聞いておきたいことって。ろくでもないことな気がするよ。聞きたくない。

  　心中、ガタガタしている僕を無視して、幡ヶ谷さんは口を開いた。

  「あなた、記憶を失ってから、変わったことが起こっていない？」

  　変わったことなら、てんこもりですが。主に幡ヶ谷さん方面でね。素直にそう答えると、彼女がピースサインを構えてきたので、即座に黙り込んだ。これ以上、余計なことは言わないよ。

  「……例えば、悪夢を見たとかないかしら？」

  「悪夢？　どんな？」

  「まるで、現実としか思えないくらい、リアルな悪夢よ。ただ、ちょっと授業の合間にうとうとしただけなのに、あんな……」

  　幡ヶ谷さんは、抽象的な表現で答えたけど、歪ゆがめられた彼女の顔を見るに、相当酷ひどいものであったことは想像できる。

  「いや、僕はないけど」

  「そう。じゃあ、関係ないのかもしれないわね」

  　幡ヶ谷さんはそれだけ告げると、僕の横をさっと通り過ぎて、その場から立ち去った。その間際の彼女の頰ほおが、ひどく青白くこけているのが印象に残った。

  「そういえば」

  　去っていく彼女を見ながら僕は思わず独り言を呟つぶやいてしまっていた。

  　呪いの研究してるなら、何な故ぜその鏡のまじないとやらで悩みごとを解決するために真実を映してみようとしないのだろうか。

  　呪いを連呼しているわりには、まじないもせずに、ただ幡ヶ谷さんは静かに雨に打たれていただけだったみたいだ。

  　悪しき魔女なんて呼ばれている彼女の後ろ姿は、なんだかとても頼りなく寂しげに見えた。



  


   第三章…人見知りの水曜日

  

  　相合い傘がさの経験なんて、きっと誰にでもあることなのかも。

  　例えば、急に雨が降り出して困っていたら、たまたま帰り道が一緒なクラスメイトの傘に入れてもらったのも、経験の一種だろう。

  　僕にも当然、経験がある。男子生徒とだけど。

  　ただ、これが異性との経験となると、稀少度は跳ね上がる。何な故ぜならば、相合い傘なんてしたら、結構近くまで身体からだが近づいちゃうわけだし。そうなると、異性ならばなおいっそう意識してしまうから。誰かに見られたら恥ずかしいし。

  　でも、雨に濡ぬれないようにひとつのものを共有するって、恋愛のあれこれよりもすごく親密な行為だって気がする。

  　どうしてこんなことを急に考え出したかというと、原因は今朝起きた出来事にある。

  　水曜日の早朝に、インターホンが鳴り響いた。一度は母親が玄関に向かったものの、怪け訝げんな顔をしてすぐに戻ってきた。

  「庄しよう助すけ、女の子が来ているわよ。あなたに用事があるって。一応、玄関に上がってもらっているんだけど」

  　なんですと？

  　母親に言われて、慌てて僕が玄関に来てみれば、そこにはひとりの女の子が立っていた。

  　指先で髪の毛の手入れをしていた女の子は、僕に気づくと慌てて手を背に回して眩まばゆく笑った。

  　日ひ向なたさんだ。ふんわりとした笑顔と、くりっとした目が今日もすごく可愛かわいい。こんな子と相合い傘なんてしたら、きっとドキドキして死んでしまうだろう。

  「仁じんくん、おはようございます」

  「日向さん、お、おはよう。よく僕の家を知ってたね」

  「生徒会長ですから、生徒の住所もあらかた把握しています」

  　生徒会長すげー。でも個人情報はもっと大切に扱ってほしい。セキュリティは万全にしてほしい。

  「一緒に学校まで行きましょう」

  　早速のお誘いに、僕は狼狽うろたえた。いや、いいことなんだけど、僕はまだ起きたばかりでご飯も食べてなかったりする。

  「でも、まだちょっと早いみたいだけど」

  「そうですか？　たぶん、待ちきれなかったんですね」

  　頰ほおを赤らめて微ほほ笑えむ日向さんを見て、僕は気づいたことがあった。

  「あれ？　寝不足？」

  　日ひ向なたさんは、目の下を手で押さえた。

  「イヤです、恥ずかしい。ご、ごめんなさい、昨日は眠れなくて」

  　一変、眉まゆをひそめて、眠れなかったのはあなたのせいです、と日向さんは頰ほおを膨ふくらませている。

  　曖あい昧まいな笑みを日向さんに見せると、彼女は朗ほがらかな笑顔を返してくれた。隈くまがあったとしても変わらない彼女の美び貌ぼうに見とれてしまう。

  　登校する準備を素早く整えて、彼女とともに家を出ようとする。

  「仁じんくん」

  　日向さんが呼び止める。何かと思うと、ドアを開けた瞬間に、湿った匂においと地面を強く叩たたきつける雨音が僕を迎えた。

  　そうだった。外は雨だ。テレビの天気予報でも、雨だって言ってたじゃないか。

  　日向さんは苦笑しながら、玄関の隅に置いてある傘かさ立てに視線をやる。僕は慌てて傘を手に取り開こうとしたが、なかなかうまくいかずに手間取ってしまう。

  「私が手伝いましょうか」

  　日向さんが僕の傘を手に取って、そのまま、力を込めて開こうとする。だが、鈍い音をたてて傘の骨が折れてしまった。日向さんは申し訳なさそうに俯うつむく。僕は日向さんを慰なぐさめようと声をかけようとして、素早く顔を上げた彼女の瞳ひとみに射い貫ぬかれてしまう。なんでそんなに真ま面じ目めそうな顔で僕を見ているのだろう。彼女は、すっと顔を背そむけると、僕の横を通り過ぎてしまった。外に出て行ってしまった彼女は、啞あ然ぜんとしている僕の目の前で傘を開いた。その傘を、少しだけ僕のほうに差し出す。

  「入ってください」

  　つまり、相合い傘だった。え？

  「だ、誰と誰が？」

  「仁くんって面白いですね。私と仁くんが、ですよ。他に誰かいますか？」

  「いやいや、でもでも、悪いよ、そんな。壊れた傘以外にも、母さんの傘ならあるし」

  　ババくさい、紫色の蝶柄の傘だけど。

  「でも、私が仁くんの傘を壊しちゃいましたから、そのお詫わびも兼ねて」

  　で、でも、としどろもどろになる僕の顔を日向さんが覗のぞき込む。

  「イヤですか？」

  　イヤじゃないです。

  　日向さんから、そんな甘い声と輝くような笑顔で言われて断れる男がいるのであれば、見てみたいし好みを聞いてみたい。

  　まあ、母さんの傘を差して登校するのも、恥ずかしいし。はい、言い訳、ご苦労様。

  　そうして、僕は日ひ向なたさんと相合い傘がさをすることになったのだ。女の子と肩が触れ合うくらい密接な状況は初めてで、雨の匂においに混じって、今まで嗅かいだことのない良い香りが鼻を過よぎった。もう、それだけで僕は「やっぱりいいです、ごめんなさい」と雨の中を走りだしたい気持ちになる。初う心ぶだと馬鹿にされてもいい。僕にはそれだけ、異性との相合い傘は、嬉うれしいと感じるのと同時に恐怖心も存在していたのだ。

  　そんな僕の戸惑いが伝わったみたいで、日向さんが不思議そうな表情で僕を見つめてくる。

  「どうしたんですか、傘と私を交互に見て」

  「え、あ、何でもないよ。ただちょっと、女の子と相合い傘なんて初めてだから」

  　今すぐ逃げ出したい。嬉しいし、ずっと日向さんの傍そばにいたい気持ちもあるけど、こんなのもったいなすぎるよ。そのうち、罰ばちが当たっちゃうよ。

  「そうなんですか！　私も、その」

  　嬉しいです、ともごもご呟つぶやいている。

  　だめだ、こんな彼女の表情を見てしまった以上、逃げ出すことなんてできない。でも、これ以上一緒にいると、緊張しすぎて死んでしまいそうな気持ちになる。黙ってしまった僕を気遣ってか、日向さんが歩む速度を落として、心配そうに僕の顔を覗のぞき込んできた。

  「具合悪いみたいですね、やはり記憶喪失の影響ですか？」

  「あ、そうかもしれない。記憶に関しては、本当にひとつも思い出せなくて、困っているから」

  　本当は、単純に日向さんと一緒にいることで、胸の奥が締めつけられるような想いが止まらないだけなのだが、記憶喪失で気分がモヤモヤしているのも確かなので頷うなずいておく。

  「ひとつも思い出せない？　それは困ります！」

  　日向さんが声を張り上げた。僕は彼女の反応に呆あつ気けにとられて口を開く。いきなり、どうしたんだろう。そんな僕の様子に気づいて、日向さんはすぐに恥ずかしそうに視線を逸そらす。

  「き、記憶喪失にもいろいろあって、心因性、要するに何かショックなことがあったために一時的に記憶をなくすこともあります。もしかしたら、仁じんくんは、心に傷を負ってしまったのかもしれません。私は、仁くんの心が心配なんです。早く、記憶を取り戻せるようにお手伝いしたいです」

  　日向さんはなんて優しい人なんだ。

  「そういえば、仁くん。今度、暇ひまなときでいいので、デートしませんか？」

  　え？

  「遊園地にでも。もし仁くんが望むなら、ご褒ほう美びだってあげちゃいます」

  　日向さんはもじもじしながら、言葉を続けた。

  「……お泊まりもＯＫですよ」

  　ひいっ！　その発言は僕の心臓的にＮＧです！

  「仁くんだったら、一晩くらい私をあげちゃっても……」

  「い、いやいや」

  　どうして、いきなりそうなるのさ。

  「だめですか？」

  「だ、だめだよ。たぶん」

  　少年少女の健全育成上、というか僕の心の準備的に。

  「仁じんくんって、初う心ぶなんですね、可愛かわいい」

  　日ひ向なたさんが小さく笑い声を上げた。

  　どうして日向さんは、そんな余裕な表情なんだよ！

  　先日から、うっすら好意を寄せられているのはわかっていたけど、こうもはっきり彼女の口からデートなどと明確な言葉に出されると、心臓が止まってしまいそうなくらいに跳ね上がる。嬉うれしいんだけど、素直に喜べない。

  　僕が困っているのがわかったのか、日向さんは慌てた声で続けた。

  「あ、ええと、大丈夫です。仁くん、今は記憶喪失で混乱していると思うので、こうして一緒にいられるだけで幸せです」

  　その通りだ。僕は混乱していた。

  「あの、やっぱりこの前の日曜日、何があったのかな？」

  　日向さんは顔を真っ赤にして、それは私の口からは言えません、と返答してきた。うーん、昨日もそうなんだけど、はぐらかされている気もする。

  「仁くん、そういえば」

  　日向さんは、真剣な顔で僕に問いかけてきた。

  「記憶がなくなってから、部屋に見知らぬものがあったりしませんか？」

  「え？　いいや、そういうのはないけど」

  　どうしたんだろう、いきなり変な質問して。

  「それじゃ、鞄かばんの中に見知らぬものがあったりしませんか？」

  「い、いや、そういうのもないと思うけど」

  　質問の意図が読めない。

  「日向さん、どうして、そんなことを僕に聞いてくるわけ？」

  「いいえ、心当たりがないならいいんです。それより、仁くん、デート場所どうします？　一泊二日の旅行でも構いませんけど？　私は」

  「いやあ、そういう問題じゃなくて」

  　どうやって、僕のこの感情を日向さんに伝えればいいんだろう。別にイヤじゃないんだけど、いろんなことがいきなりすぎる。僕は友達から始めたいんだってば。

  　僕がうんうん悩んでいると、着信音が鳴り響いた。

  　彼女の持っている鞄から聞こえる。僕は立ち止まり、彼女が握っていた傘かさを代わりに持ってあげる。彼女は微笑しながら頭を軽く下げると、鞄かばんからスマートフォンを取り出す。そこには、昨日あったストラップがついていなかった。

  　そうだ、彼女が落としたのを僕が拾ったんだった。

  　彼女の電話が終わるのを待って、ポケットからストラップを取り出して彼女に差し出した。瞬間、目に見えるように彼女の瞳ひとみに力が漲みなぎり、頰ほおが弛ゆるんだ。さっきまで柔らかく見えた彼女は、もしかしてそれでも若干緊張していたのかと思ってしまうくらいの、表情の変わりようだった。

  「捜していたんです。仁じんくんが見つけてくれたんですか？　ありがとうございます」

  「その、よくわからない顔みたいなのは、何なのかな？」

  　気になっていたので、聞いてみることにする。

  「これは、ぬらりひょんです」

  　よくぞ聞いてくれました、と言わんばかりに彼女の滑かつ舌ぜつが良くなる。ん？　あれ？　さっきまでの、ふんわりして温かい空気はどこに行ったのだろうか？　日ひ向なたさんは、戸惑い気味の僕に対して、ほんのり隈くまのできた目元を柔らかくして、笑いかけた。

  「私は、昔から『妖よう怪かい』が好きなんです。この学校に来たのも、『妖怪』をたくさん勉強したいからです。かなり思い入れがあるんですよ。中でも、ぬらりひょんが一番好きなんですよ。このフォルムが可愛かわいらしいでしょう」

  　日向さんは本当に嬉うれしそうだ。

  　僕は、どこかで彼女のような姿を見たことのある気がしてならなかった。

  　幡はたヶが谷やさんだ。

  　昨日の彼女も、呪じゆ術じゆつの話題を饒じよう舌ぜつに喋しやべるとき、日向さんと同じような空気を漂わせていた。日向さんと幡ヶ谷さん、容姿も性格も異なる彼女たちだけれども、似ている雰囲気を感じ取ることができる。だったら、実際に彼女たちふたりが交流すれば、もっと親しくなれるのではないだろうか。そこに僕が入り込めば、今までにない関係性を築き上げられる気がする。

  　そうだよ。

  　僕ら三人、先週何があったにせよ、こうして縁があったわけだし。友達なら、二ふた股またなんて問題はないしね。美人二人の友達が一気にできるなんて、両手に花で最高じゃないか！　なくした記憶のことを解決しながら仲良くなって、そこから先のことはあとの楽しみに取っておくのが、一番うまいやりかたなんじゃないか。

  　僕は改めて決意して、日向さんを見た。

  　ところが、彼女の顔と細い顎あごを覆おおい隠す傘かさが視界に入った途端、妙な頭痛に襲おそわれた。

  「あれ」

  　頭の奥底から、耳鳴りのような音が広がっていくような、そのたびに脳みそが振動してしまうような、気持ち悪さを引きずった鈍痛だ。普通の痛みではない。感覚的に、そう思った。

  　僕は目をこすった。痛みを覚えた瞬間、傘かさを持つ彼女の姿が、二重にぶれているような気がしたからだ。

  　そのぶれは、すぐに治まった。頭痛も遠のいていく。

  　目のかすみだったのか？　いや違う、と僕は否定した。今のは僕の記憶の中の映像だ。僕は、誰かと一緒に相合い傘をしたことがある。それも女の子だ。日ひ向なたさんが初めてだと思ったが、それは勘違いな気がする。彼女よりも前に、僕は誰かと。それとも彼女と？

  　掠かすれる声で、僕は日向さんに尋たずねた。

  「僕、前に日向さんとどこかで、今日と同じように相合い傘をしたことがある？」

  　日向さんは、一瞬だけ無表情になったあと、すぐに優しく微ほほ笑えみ返してくれた。

  

  「いいえ、今日が初めてです」

  

  　どうしてか、彼女の瞳ひとみには、何の感情も宿っていないように見えた。こんなに彼女は笑っているというのに。急に読めなくなってしまった彼女の双そう眸ぼう、そして、そんな瞳を宿した彼女自身のことを、僕はほんの少し怖いと感じてしまっていた。

  

  　△▼△

  

  　ドキドキの登校時間が終わり、教室に着くと、違うドキドキが僕を襲った。

  　いつの間にか湿っぽい髪の毛をした少女が隣にいるのだ。髪の毛だけじゃなく、全体的に湿っぽい。表情とか仕草とか、こう醸かもしだしている雰ふん囲い気きもだ。

  　幡はたヶが谷やさんだ。彼女は朝からわざわざ僕の教室までやってきて、クラスメイトと談笑している僕の横に突っ立って、湿った髪の毛をアピールしている。ちなみに、ずっと無言で立ちっぱなしだ。僕はどうしていいかわからなくなってしまっていた。挨あい拶さつはしたけど、完全に無視だったし。僕と喋しやべっていたクラスメイトたちも、とても困惑して僕と彼女を交互に見るもんだから、僕は彼女を見上げながら思いきって話しかけた。

  「ぼ、僕が何かしたかな？　その、できればでいいんだけど、口にしてくれると有り難いんだけど。何かしたのならば、ちゃんと謝るし」

  　何も言われてないのに謝る決意ができてるなんて、僕の謙けん遜そんレベルは並じゃない。だって、幡ヶ谷さん、ただでさえ怖い女の子なのに、今日はことさらヤバそうな気配を出しているしね。

  「本当にわからないの？」

  　声が掠かすれている。少し風か邪ぜぎみなのだろうか。そういえば、ただでさえ白い肌の色が、一層青白くなっている。血管が浮き出て見えるほどだ。よく見ると傘を握っている指ですら、小刻みに震ふるえている。これは大変だ。僕は立ち上がって、彼女を保健室に連れていこうと手を摑つかむが、強い力で振り払われる。衣服がずっしりと重い感触でかなり濡ぬれていたことに目を瞠みはる。

  「今日はたくさん雨が降ったわね」

  「そうだな。今はやんでいるけど」

  「おかげで、髪の毛も服も乾かないわ」

  　つまりこれは、タオルか何かを僕に用意しろというのかな。だが、それでは根本的な解決にならない。これは、ずっと思っていたことを言うチャンスなのかな。言うべきかは迷ったのだが、ここはガツンと彼女のためにも言うべきじゃないのか。

  「え、えっと、ちゃんと、雨の日には」

  「何よ、くだらないことを言ったら呪のろいおぼれ死ぬわよ」

  　呪いおぼれ死ぬって何？　だが、僕はこんな意味不明な言葉には負けない。

  「あ、雨の日には……」

  　頑張れ、僕。彼女の威圧感をやり過ごすんだ。

  「雨の日には、傘かさを差せばいいんじゃないか、な……」

  　はい、威勢のいいことを言ったわりには、弱々しい声を出す僕、お疲れ様です。

  　冷え切った空気とともに沈黙が生じた。僕の周りに彼女の湿った雰ふん囲い気きが浸透してしまったかのようだ。

  「何も知らないくせに」

  　ゆらり、と彼女の周囲から得体の知れない何かが滲にじみ出ているような気がした。悪意とか、嫌悪感とか、そういう感情だと思うが、いまいち正体が摑めない。

  「事情をよく知らない人間からの施ほどこしは受けたくないの」

  　僕は顔をしかめた。

  　頭痛だ。

  　この感覚は、今朝、日ひ向なたさんと相合い傘をしていたときと同じ痛みだ。

  　急に彼女の姿が霞かすみがかる。彼女の姿の上に、同じくらいの身長の女子の影が被かぶさっているように見えた。表情だけがよくわかる。今の彼女のように、静かな怒りの感情を表に出していた。

  　顔を歪ゆがめながら、幡はたヶが谷やさんに尋ね返す。

  「今みたいな会話を、以前、幡ヶ谷さんとしたことが？」

  「初めてに決まってるでしょ。少なくとも今の私にとってはね！　記憶が戻ったようなことを言って、この場をごまかすつもり？」

  　ごまかしたいわけではないのだが。僕はゆっくりと瞼まぶたを閉じて、再び開ける。

  　頭痛がなくなるのと同時に、明めい瞭りように幡ヶ谷さんの姿が見えだした。

  　デジャヴ、という言葉が思い浮かぶ。まさか、そうなの？

  　つまり僕は、先週、彼女と同じようなことで口論したことがあるということか？

  　──君は先週と同じ行動を取っている──藤ふじ森もりさんの言葉を思い出す。

  　でも、だとするとどうして誰も、僕たちが話してたのを見ていない？

  

  　この矛む盾じゆんは何だ？　先週の僕たちは一体、どこで出会ったんだ？

  

  　思わず無言になってしまった僕に対して、さすがに苛いら立だったのか幡はたヶが谷やさんがまくしたてた。

  「こんなことが起こったらまず、もう一回あなたに会わなければって思うに決まっているじゃない？」

  「こんなことって？」

  「お互いの記憶喪失のことよ！」

  　最初はか細かった彼女の声が、徐々に大きくなる。

  「そうすると、あなたの住所を知っている私が、一番話しやすい時間に、あなたの家にやって来ると思わない？」

  　ま、まさか。僕の脳裏に、月曜日、彼女が朝早くに僕の家の扉の前で待ち構えていたことを思い出す。

  「今日は、ずいぶん朝早くに家を出たのね」

  　僕の脳裏に、日ひ向なたさんの淡い笑顔が思い浮かんだ。今日、僕は一昨日おとといとは違って、かなり早めに登校した。何な故ぜなら、それは。

  「私、あなたの家の前で待っていたのに、いつまでたっても出てこないし、しまいには、あなたのお母さんに声をかけてもらって、ようやくあなたが既に登校していたことを知ったのよ」

  　彼女は、どうして自分を置いて先に出かけてしまったのか、と僕を責めているのだ。もしかして日向さんは、幡ヶ谷さんが来ることを見越して先回りして少し早めに僕の家に来たの？　それは邪じや推すい？　悩んでも答えが出るわけもなく、僕は観念して事実のみを伝えることにした。

  「きょ、今日は、日向さんが僕を迎えに来たから、彼女と一緒に登校したんだよ。だから、いつもより早く……そ、その、幡ヶ谷さんが来るとわかっていたら、ちゃんと幡ヶ谷さんのことを待ったし、傘かさにも入れてあげられたんだけど」

  　頼む、怒らないで、幡ヶ谷さん。

  　瞼まぶたをぎゅうと瞑つむる。震ふるえながら、彼女の次の言葉を待った。

  　ところが、いつまでたっても彼女の声が聞こえない。僕はおそるおそる目を開ける。

  　幡ヶ谷さんが驚いたように目を見張った。

  　さっきまで噴ふき出していた怒りの感情ですら、消失していた。幡ヶ谷さんは口を開いて、僕に何かを言おうとしたが、顎あごが上下しただけで声は出てこなかった。彼女は僅わずかに身を引いた。瞳ひとみが困惑に揺れていた。彼女は視線をさまよわせたあと、口を手で押さえた。浅く呼吸しているのが、彼女の肩の揺れ具合でわかる。その瞳の奥には、物静かでありながら、どこか寂しそうな想いが潜ひそんでいるように見えた。気のせいだろうか？

  

  「そう」

  

  　ようやく、それだけ。

  　それだけ幡はたヶが谷やさんは口にした。

  「それなら、仕方がないわね」

  　いつもの無愛想な彼女の表情だった。

  　どうしちゃったんだろう。拍子抜けだった。彼女の性格なら、正直、もう一回目め潰つぶし攻撃をしてもおかしくないと思ったんだけど。もしくは、呪のろいの言葉を連呼するとか。

  「あなたが彼女と親しくなるのは勝手だけど、私はまだ彼女を怪しんでいるんだからね。彼女については、これから調べさせてもらうわ。彼女、高い可能性で、記憶喪失に関わりがあるに違いないもの」

  　だけど、そんな彼女の表情が、再度揺れた。余計な茶々を入れた相手がいたからだ。彼女の視線は、僕の背後に向けられる。僕は緩ゆるやかに振り向いた。

  「君が、幡ヶ谷さんか。お目にかかるのは初めてだね」

  　そこにいたのは、藤ふじ森もりさんだ。初めて、と独り言のように繰り返した幡ヶ谷さんの声を拾い上げ、藤森さんは、喉のどの奥で笑いながら返答した。

  「君の[image: ]うわさはかねがね聞いているよ。だから、お目にかかるのは初めてだと言ったんだよ？」

  　[image: ]、と幡ヶ谷さんは虚うつろな目で呟つぶやいた。僕は幡ヶ谷さんと藤森さんを交互に見る。楽しそうな藤森さんの表情とは逆で、幡ヶ谷さんは迷惑そうに藤森さんを見つめている。

  「うん、そう、ずいぶん面白い[image: ]だ。悪あしき魔女、幡ヶ谷月つく夜よ。君も記憶喪失なんだ」

  　悪しき魔女という単語は、藤森さんから聞いたんだっけ。詳しくは知らないんだけど。首を傾かしげている僕を見て、藤森さんは、肩をすくめた。

  「そうそう、悪しき魔女の幡ヶ谷さん、君に言いたいことがあるんだよ。さっきの君の言葉だよ。仁じんくんが神み谷たに日ひ向なたと接触したことに対して、君は仕方ないと言っていたけど、本当に仕方がないと思っている？　ボクにはそう見えないけどねえ」

  　幡ヶ谷さんの顔が蒼そう白はくだ。何な故ぜ、藤森さんはこんなにも幡ヶ谷さんを刺激するようなことを言うのかな？　それに、悪しき魔女の[image: ]って？　僕は知らないけど、幡ヶ谷さんの顔を見るに、あまり良い内容のものではないことくらい、僕にも見当がつく。

  　なんだか雰ふん囲い気きが変だ。妙にぎすぎすしている。僕は小声で藤森さんに呼びかけた。

  「ちょ、ちょっと、藤森さん」

  「何かな、仁くん。ボクと彼女の重要なコンタクトなんだから、邪魔しないでほしいんだけど」

  「できれば、その、もっと、優しく、言葉を選んで」

  　こんな肌がちくちくする空気は、あまりよろしくないよ。

  「そう？　ボクはそれなりに言葉を選んでいたつもりなんだけど。それは悪かったね」

  　全然悪いなんて思っていない顔をしている。

  　幡はたヶが谷やさん、こんなに藤ふじ森もりさんから挑発されて怒っていないだろうか。そろそろと彼女の様子を見ると、幡ヶ谷さんは藤森さんを不思議そうな目で見ているだけだった。そこには、どうしてこの女が自分に話しかけてくるのだろうといった戸惑いが見て取れる。幡ヶ谷さんは僕の手を引いて、藤森さんと距離を取って、小さな声こわ音ねで話しかけてきた。

  「誰、あの女。何な故ぜ、私に話しかけてきているのよ」

  　何故って、いきなり何を言い出しているんだ、この子は。急に人見知りしだしたんだけど。

  「だって私とあの子、初対面よね。なんで、あの子あんなに馴なれ馴れしいわけ？」

  「そんなことを言ったら、初対面の僕のときだって、幡ヶ谷さん、それなりに馴れ馴れしかった気がするんだけど」

  　どうして、藤森さんのときだけ、まるで小動物のように怯おびえた仕草を見せているんだ。言葉には出さないけど、僕の中に疑問が生じた。幡ヶ谷さんは、僕の表情を見て、一瞬不快そうに目を細めたあと、

  「そういえば、そうね」

  　と深く首を傾かしげたのだ。自分でも、不思議に感じてしまっているようだ。もしかしたら、この子は、僕が考えている以上に人と接するのが下手なのか？　だが、僕に対しての、あの厳しさを見ると、どうにも混乱してしまう。僕にだけ、そんなふうに接してるってことなのかな。

  　日ひ向なたさんと幡ヶ谷さんが話していた状況を思い返した。僕だけじゃない、日向さんに対しても、彼女は人見知りしていない。幡ヶ谷さんは、日向さんにも、いささか攻撃的とはいえ気安く話していた。なのに、藤森さんにはこんな反応だ。僕を盾たてにするかのように、警戒心むき出しのまま、幡ヶ谷さんは藤森さんの様子を窺うかがっていたのだった。

  「とにかく、藤森さんは幡ヶ谷さんに対して変なことを言っているようだけど、気にしなくていいよ。そんなに悪いやつじゃないから。だから近づいて、会話をしても平気だよ」

  　こんなふうに、威い嚇かくする小動物に根気強く話しかける人間を昔のアニメで観たことがある気がする。大丈夫、怖くないってやつだ。あのアニメでは、人間は小動物に嚙かまれても平気な顔をして接することで、小動物の信頼を勝ち取っていたけど、この小動物めいた人間に嚙まれてしまったらひとたまりもないので、僕は永遠に彼女の信頼を摑つかみ取ることはできない気がする。

  　幡ヶ谷さんは低い声を出す。

  「私からしてみれば、あなたがどう言おうと、知らない人間と、私は会話するつもりはないの。あなたが相手しなさいよ」

  　弱々しく、幡ヶ谷さんは首を横に振った。どんな人見知りなんだ。学校生活を送るのが大変そうだな。

  「よくわかんないけど、ボクのことは無視なわけ？　それはそれでいいんだけど」

  　藤ふじ森もりさんは腕を組みながら、苦笑している。僕も、彼女に引きつった笑みを向けた。

  「ごめんね、藤森さん。幡はたヶが谷やさんは、藤森さんと初対面だから話したくないんだってさ」

  「君も大変だね。彼女のお守もりは。それとも慣れてきた？」

  　その言葉は、あんまりに僕たちのことを知っているふうだったので、僕は思わず聞いてしまっていた。

  「あれ？　幡ヶ谷さんのこと、初対面ってさっき言ってたよね？」

  　おそるおそる確認すると、藤森さんは満面の笑えみで、ゆっくりと頷うなずいた。

  「うん、まごう事なき初対面だよ。それがどうかしたの？」

  　それ以上、突っ込むことを許さない雰ふん囲い気きが、彼女の言葉にはあった。

  「どうもしない。それで、彼女に何を言いたいのかな、僕が代わりに伝達するけど」

  　できる限りね。

  　次の瞬間、藤森さんは僕の耳もとで囁ささやく。耳に感じられる彼女の吐息に、顔が熱くなる。

  「それじゃ彼女に伝えてくれたまえ。君は仁じんくんのことを意識していないというが、本当なのかい？　実は、好きなんじゃないかい？」

  　そんな言葉を伝えろというのか。僕は少し悩みながらも幡ヶ谷さんに伝える。

  「藤森さんは、幡ヶ谷さんが」

  　ああ、言いたくないなぁ。この伝言ゲーム、しょっぱなから罰ゲームな感じしかしない。

  「……幡ヶ谷さんが、僕のことを好きなんじゃないかってよ」

  　幡ヶ谷さんの顔が、真っ赤に染まったあと、真っ青になった。色とりどり華やかであり鮮やかだ。うん、ごめんね、そんな表情をさせて。

  「はあ？　あなたのことなんてどうでもいい、その辺に放置してある石ころのような存在だって、あの女に伝えなさいよ。冗談じゃないわ。そもそも、一昨日おととい会ったばかりでしょうが！」

  　想像通りの答えだ。僕もそう思うよ。自分のことだが、別に傷ついちゃいない。いや、本当だよ。僕は嘆たん息そくしながら、藤森さんに伝えた。

  「僕は一昨日会ったばかりの、石ころ同然の存在だってさ」

  「本当に？　それじゃ何をされても何が起こっても、気にしないってこと？　伝えてよ」

  　藤森さんは疑っている。一体、彼女は僕たちから何を引き出そうとしているのか。何がそんなに気になるのか。僕はわからないまま、幡ヶ谷さんに告げた。

  「それが真実なら、何をされても僕のことを意識しないんだよねって確認がきたんだけど」

  「当然よ。たとえ、この男に私の裸を見られようが、何とも思わないくらいに、意識していないわ。塵ご芥みよ」

  　僕の存在レベルが格下げだ。石ころに対して塵芥は、語感的にかなり壁がある。ヤバい、わりと、僕は傷ついている。

  「僕は塵ご芥みなので、たとえ、僕が幡はたヶが谷やさんの裸を見たとしても、彼女的には平気なんだって」

  　もう助けて、不毛すぎる。どうして僕は、自分の声で僕自身を罵ば倒とうしなければいけないんだ。

  　それにしても、果たしてこんな会話が聞こえるような距離で、僕が代弁する必要があるのだろうか。さすがの僕でも疑問に思ってきた。もう直接喋しやべろうよ。僕は幡ヶ谷さんに耳打ちした。

  「幡ヶ谷さん、別に僕が代弁しなくても、彼女の声、聞こえているんだよね。自分で喋ることはできないのかな？」

  「私に命令しないでよ、ふざけているの？　さっき私は、知らない人とは会話しないって言ったわよね？　呪のろい耳に風穴あけるわよ」

  　だから幡ヶ谷さん、いくら呪いが好きだからって、何でもかんでも呪いをつければいいってもんじゃないよ。それに僕も、月曜日の朝の時点で、幡ヶ谷さんからしてみたら知らない人だったはずなんだからさ。

  　藤ふじ森もりさんを見ると、何かを企たくらんでいそうな顔をしていた。彼女の視線は、幡ヶ谷さんに注がれている。

  　瞬間、藤森さんは素早い動きで幡ヶ谷さんの傍そばまで近づくと、衣服を摑つかんだ。幡ヶ谷さんのびびりっぷりはとんでもなかった。一瞬だけ飛び跳ねて、傘かさを持っていない手を大きく広げて激しくもがくことで、藤森さんの手を振りほどき、わーっと教室の外まで逃げていってしまった。

  　しばらくして、幡ヶ谷さんが教室の戸を開けて、ちょこんと顔を覗のぞかせた。藤森さんのことを険悪な目つきで睨にらみつけたあと、ゆっくりと廊下から教室の中に足を踏み入れる。

  　あ、戻ってきた。戻ってきた。

  　僕に対しても、少し距離を取りながら、幡ヶ谷さんは僕たちに近づいてくる。

  「ちょっと、仁じん庄しよう助すけ！　わ、私にいきなり何するのよって、あの女に伝えなさ……」

  「服、濡ぬれているね」

  　藤森さんの言葉に、幡ヶ谷さんが声を出すのをやめた。口元を引きつらせて、幡ヶ谷さんは藤森さんを凝視した。

  「そういえば、君、さっきも仁くんの前で、服や髪の毛が濡れているってアピールしていたね？　何？　着替えればいいと思うのに、何な故ぜ、濡れた服を着たままでいるわけ？」

  　意地悪げな藤森さんの言葉に、幡ヶ谷さんは、口を開閉させるだけで、声を出そうとしない。

  「あ、そうか。気づかなくてごめんねー」

  　藤森さんは、ぽんと、拳を打った。

  「悪あしき魔女もそれほどの存在じゃないな。普通だね。記憶をなくしても気持ちは残っているのかな？　心の奥でこの濡れた服を何とかしてほしい、同情してほしい、そう訴えていたんだよね。そうだよねー」

  　藤森さんは、何度も頷うなずいたあと、声を低くした。

  「ごめんね、仁じんくんより、ボクのほうが先に気づいちゃって。悪あしき魔女として彼を騙だまそうとしていたの？　それとも、彼に無意識にアピールしていたの？」

  　幡はたヶが谷やさんが、舌打ちのような音を出した。と、思うと勢いよく息を吸い込んだ。

  「違うわよ！　失礼ね！」

  　あ、今度こそ、藤ふじ森もりさんと幡ヶ谷さんのファーストコンタクトだ。ようやく、遠い次元を超えて、異なる生き物同士は交流を始めたのだ。同時に、僕の罰ゲームめいた伝言ゲームも終了した。

  「誰が、こんな男に哀れに思ってほしいって？　好きだって？　んなわけがないでしょ！」

  　幡ヶ谷さんは僕を指差して睨にらみつけてきた。

  「私はあなたに対して何も思っていない！　別に同情してほしいわけじゃない！　まさか、勘違いしちゃっているわけ？　もしそうなら、呪のろい殺すわ」

  　え？　いや、まったくそんなことはない。だけど、僕は幡ヶ谷さんの勢いに吞のまれて何も言えない。

  「それならば、なんでずっと濡ぬれた服を着たままでいるわけ？　アピールする以外の用途があるのかな？　……とにかく、濡れたままでいるのが嫌なら、寒いなら、体操服でもなんでも着替えればいいよ」

  「着替える部屋がないわ」

  「ああ、そうだね。ボクも君に対して、言い過ぎちゃったところもあるから、はい、これ、プレゼント」

  　藤森さんはメモ帳を取り出して、すらすらとボールペンで何か書いている。そして、メモを二つ折りにして中身が見えないようにすると、僕に渡してきた。これを彼女に渡せという。僕は中身を見ないまま、幡ヶ谷さんに手渡した。彼女は怯おびえる小動物の如ごとく紙を手に取ると、それに目を通す。彼女の顔色が変わった。メモを見て、教室の時計を見て、そして最後に僕を見て指差してきた。

  「放課後、戻ったら、今度こそ、その、ちゃんと記憶喪失のことを話すからね」

  　幡ヶ谷さんは、慌てた様子で教室を出ていった。彼女はどこに行ってしまったのだろうか。メモに何が書いてあったのだろうか。彼女の背中を見送る僕に、藤森さんが声をかけてくる。

  「着替える部屋がないなら、トイレでもいいのにね。トイレに閉じ込もらざるを得ないという状況になるのが嫌いやなのかな？　便所飯みたいで？　まあ、別にどうでもいいけど」

  「あの、藤森さん。なんで、あんなに幡ヶ谷さんを挑発したんだよ」

  　あとでストレス発散される羽目になるのは、たぶん僕だ。

  「……あの子、本当に君のことを塵ご芥みのような存在だと思っているのかな？　ボクはどうしても疑わしく思っていてね」

  　藤森さんは、直接的な言葉では、僕の質問には答えなかった。僕が無言でいると、やがて彼女が別の話題を振ってくる。

  「そういえば、ひとつ入手した情報があって」

  　情報、と反はん芻すうした僕に、藤ふじ森もりさんは微ほほ笑えんだ。

  「君に関わることだよ。失われた記憶に関してさ」

  「幡はたヶが谷やさんのこと？」

  　藤森さんは、小刻みに肩を揺らし笑いながら、小さく頭を振った。

  「もうひとりの悪女……」

  「は？」

  「神み谷たに日ひ向なたのことだよ」

  

  　△▼△

  

  　僕は、藤森さんに言われて、日向さんのもとへと駆けていた。藤森さんから聞き出したことを日向さんに問いたださなければと思った。藤森さんによると、日向さんは僕のクラスから少し外れた場所にある、空き教室にいるようだ。

  　廊下に人の姿はまばらだ。

  　もうすぐ休み時間が終わってしまうので、みんな教室に戻っているのだろう。僕も、さっさと日向さんへの用事を終わらせて、教室に引き返さなければ。

  　空き教室の扉が見えてきた。僕は力を込めて戸を引く。瞬間、すべてを後悔した。

  

  　幡ヶ谷さんがいた。

  

  　あれ？　日向さんがここにいるんだよね？　どうして、幡ヶ谷さんがいるわけさ？　おかしくない？　日向さん、どこー。

  　幡ヶ谷さんがいたのは構わない。彼女の姿を捉えただけでは気にしない。驚くわけもない。

  　けれど、目が限界まで開かれてしまったのは、彼女の姿が予想を遥かに超えたものだったからだろう。

  　丸見えだった。

  　いや、訂正しよう。少し隠れていた。

  　触れると弾けてしまいそうな、白い柔やわ肌はだ、すらりと伸びた足の先に、黒い靴くつ下したが僅わずかに引っかかっていた。あとは、そうだな。彼女の髪の毛が腰よりも長いので、肌の上に覆おおい被かぶさっているように見える。黒い髪の一本一本の間から、赤ちゃんのような瑞みず々みずしい肌がこんにちは、みたいな感じで見え隠れしているのも印象的だ。

  　黒い靴下が、床に落ちた。彼女の右手が震ふるえている。

  　幡はたヶが谷やさんの首が動いた。僕とばっちり視線が合う。

  「鍵かぎが？　あれ？　私、鍵をかけて……それに、この部屋、鍵がかかるって……」

  　幡ヶ谷さんは無表情のまま、視線をさまよわせた。さっと自分の身体からだを見下ろして、状況を理解したらしく、身体を小さな手で覆い隠して、しゃがみこむ。嫌悪感の入り交じったような、青白いような、恥ずかしくて死んでしまいそうな、様々な色を表情に織り交ぜて、僕のほうをきっと睨にらみつけた。僕は慌てて後ろを向く。

  「なんでっ、あなたがっ、わざわざこんな場所に来ているのよ、最低！　早く……」

  　その怒りごもっとも。僕もこの場は退散したい気持ちでいっぱいなので、そのまま去ろうとした。

  「ま、待ちなさいっ、はっ」

  　は？

  　瞬間、彼女の息を吸い込む音が聞こえた。

  「恥ずかしくない。どうでもいいわ。いくら塵ご芥みに裸を見られようとも意識しない。どうだっていいわ。あなたなんかに興味ないんだから、隅々までガン見されたところで傷つきはしないわ。どうぞ、お好きに見なさいよ！」

  　そう、早口でまくしたてる。

  　ちらりと振り向くと彼女はしゃがんだまま素早く首を横に振りながら、

  「塵ご芥み、塵芥だから……」
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  　唇くちびるを嚙かみしめて、うな垂だれた。目め尻じりには涙がぷっくり浮かんでしまっていた。

  　いや、見ない。これ以上は見ないから。

  　さっさと教室を出る。僕は廊下に出る直前、彼女に背を向けたまま、できるだけ明るい声こわ音ねを意識して告げる。

  「普通は、人に裸を見られたら恥ずかしいに決まっているので、幡はたヶが谷やさんの反応に間違いはないよ」

  「恥ずかしくないって言っているでしょ！　空気を読みなさいよ、そのくらい！　つまり、あなたなんかどうだっていいのよ！」

  　僕は、彼女の罵ば声せいを背中で受けとめて静かにドアを閉めた。

  　藤ふじ森もりさんのことだ。鍵かぎが壊れているのを知ったうえで、この教室を教えたに違いない。同時に僕は、ある藤森さんの言葉を思い出していた。

  

  『……あの子、本当に君のことを塵芥のような存在だと思っているのかな？　ボクはどうしても疑わしく思っていてね』

  

  　まさか、そのことが本当かどうか確かめるためだけに、こんなことを仕組んだのか。そのために、幡ヶ谷さんを無駄に挑発して、着替えるように仕向けたのだろうか？　そして彼女が教室から出ていったタイミングで僕に情報を与えて、僕が偶然に彼女の着替えシーンを目撃してしまうように仕向けたのか？　幡ヶ谷さんのいる空き教室を、日ひ向なたさんのいる場所だと大おお噓うそを教えてまで？

  　なんで藤森さんはそこまで僕たちのことを気にするんだ。意地悪するんだ。

  　やっぱりあいつ、僕らの失われた記憶のことを、何か知っているんじゃないか。

  　僕は彼女の着替えが終わるまで、藤森さんの行動のこと、そして記憶喪失のことについて考えることにする。

  　瞼まぶたを閉じたら、別のことが浮かんできた。網膜に焼きついてしまったかのように、鮮やかな形で。

  　ああ、そう、着き痩やせするタイプ。ああ、そうか。いや、お見事。

  

  　△▼△

  

  　責任を取りなさい、着替えが終わった彼女は、開口一番、僕にそう告げた。

  「う、うん。確かに、僕は誠意を見せなければいけない。そういう状況なのはわかるよ」

  　いいさ。抵抗はしない。ずいぶん、良い目の保養だった。さすがにそれを、本人を目の前にして口にする度胸を持ち合わせてはいないけど。

  　廊下のど真ん中で仁に王おう立だちする幡はたヶが谷やさんは、白い体操服姿だ。やっぱりあの身体からだのラインは服の上からじゃわからないな。

  「付き合いなさい」

  「え、え、どっちなの？　僕は、その」

  　やっぱり責任取らなきゃダメ？　動揺した僕を、幡ヶ谷さんは不審そうな目で見たあと、目を大きく見開いて怒鳴った。

  「そうじゃないわよ！　何度誤解したら気が済むのよ！　あの、怪しさむき出しの生徒会長の正体を暴くのを手伝いなさいって言っているのよ。あの女、月曜日から、どうにもこうにも疑わしい行動が多すぎるのよ！」

  　実はこの時点で、僕は日ひ向なたさんに関する重要な情報を藤ふじ森もりさんから得ている。その情報がある以上、日向さんの怪しさは否定できない。けれども、自分で確かめないうちは、それを鵜う吞のみにはできなけど。

  「そうかも。確かに、僕も日向さんに対しては気になる点がないわけでもないし」

  　あれだけ生徒会長のフォローに回っていたあなたが何な故ぜ？　と怪け訝げんそうな顔をする彼女に僕は、藤森さんから得た情報を話すことにした。

  「藤森さんが教えてくれたことがあって。正直、僕はそれだけの情報じゃわかんないけど、幡ヶ谷さんに教えればもっと面白いことがわかるって」

  　表情を曇らせる幡ヶ谷さんに、僕はゆっくりと告げる。

  

  「日曜日の晩、学校のある資料館に侵入した日向さんを目撃した人がいるんだって。生徒会長の日向さんがまさかそんなことをするわけない、見間違いかもってことで表おもて沙ざ汰たにはなっていないみたいだけど」

  

  　資料館に侵入した？　と幡ヶ谷さんはそのままの表情で反はん芻すうした。確認するような、縋すがるような彼女の眼まな差ざしを受けて、僕はゆっくりと頷うなずいた。どこよ、と彼女が小さな声こわ音ねで問いかけてくる。僕はその資料館の名前を告げた。

  　幡ヶ谷さんが、力を込めて一度だけ足を踏みならした。拳を強く握りしめている。

  

  「私の資料館よ」

  

  　そう、目を丸くして、答えたのだった。

  「モチェの歴史資料館。そこは、私が管理している資料館だわ。あの女、日曜日に私の資料館に侵入したわけ？　何の目的で？　やっぱり仮面の紛失に、あの女が絡んでいるのね」

  　幡はたヶが谷やさんは鼻息荒く告げた。

  「やっぱりあの女は怪しいわ。どうにかして、あの女の周囲を調べられないかしら。動かぬ証拠を押さえたいわ」

  　幡ヶ谷さんは顎あごに手を添えて、考え込んでいる。

  「生徒会室なんて、怪しさ満載よね。侵入する手段はないかしら」

  「生徒会室に侵入するって、ちょっとそういうのは……」

  「できる限り、私はあの女を調べるから、あなたも自分なりに調査なさい。調査結果は明日聞くから、それまでにネタを用意しておきなさいね」

  　期限が明日までとか、ずいぶん無茶を言う。が、さすがに聞かざるを得ない。あんなことがあった後ではなおさら、ね。僕は再度、彼女の姿を頭から足先まで眺めるのであった。

  　うーん、彼女、やっぱり着き痩やせするタイプなんだなあ。
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   第四章…ドン引きの木曜日

  

  　木曜日の朝。週末の到来を今か今かと待ち構えるときであり、まだ二日もあるのだと絶望する日でもある。

  　ただでさえ授業をうける気が起きない曜日なのに加えて、水曜日までの怒ど濤とうのあれこれで僕はかなりへとへとだ。

  　あと、やる気がなかったといえば、日ひ向なたさんの身辺調査だ。実は何もしていない。やはり半日で何かするなんて無理があったのだ。あとでちゃんと幡はたヶが谷やさんに謝罪しないと。

  　昼休みは、空き教室で幡ヶ谷さんと待ち合わせしている。昼食を食べ終わったあとで、向かう予定だ。

  　幡ヶ谷さんは、学校では僕といるとき以外いつもひとりだ。屋内で傘かさを差している人物なので、多少なりとも変わり者だと思われているようだが、それだけじゃないようだ。

  

  「幡ヶ谷？　あいつ、めちゃくちゃ人見知りが激しい女だよな」

  「誰かが話しかけてみたけど、やたら攻撃的に返されたっていう[image: ]うわさだよ」

  「呪じゆ術じゆつに傾倒しているって」

  「例の悪あしき魔女だろ？　知っているよ。いつも無意味に傘を差しているしな」

  「どこか使われていない部屋に引きこもって、呪のろいの儀式しているって[image: ]があるよ」

  「あれ？　俺は、どっかの建物丸ごと自分のものにして、誰かを呪い殺そうとしているって聞いたけど」

  「呪いの館だろ？　うわー」

  

  　おおむね、こんな感じだ。酷ひどい評価だよね。

  　人を近づけない態度と雰ふん囲い気きを、いっさい崩さない女。そんな女の子と僕が気安く話しているもんだから、クラスメイトは珍しがっている。

  　まあ、僕も月曜日からのゴタゴタがなければ、ずっと彼女のことをよく知らないままだったと思うけど。

  　僕は早々に昼食とクラスメイトとの会話を切り上げ、昨日、幡ヶ谷さんのアレやらコレやらを見てしまった例の場所、空き教室へと向かった。歩きながら、廊下の窓から外を眺める。雨は降っていないけれども、空は灰色の雲に覆おおわれている。もう少し低気圧が続くようだ。

  　待ち合わせ場所に行くと、幡ヶ谷さんもちょうど空き教室に入ろうとしていたところだった。相変わらず屋内で傘を差していた。

  「今から生徒会室に行きましょう」

  「いきなり？　理由がないと変に思われないかな？」

  「どうせ理由をつけても私たちでは入れないわ。行けるところまで行きましょう」

  　彼女はさっさと生徒会室のある場所へと歩いて行ってしまう。

  　僕は彼女の背中を見つめながら、クラスメイトたちの言葉を再度思い返していた。変なことばかりする彼女だけど、僕は幡はたヶが谷やさんのことをなんとなく憎めない。表情のバリエーションは少ないし怒ることが多いけど、暗い雰ふん囲い気きをいつまでも引きずっているわけでもない。よくよく見ると可愛かわいいしスタイルもいいし、みんなが言うほどのものじゃないと思うんだけどな。実際に、呪のろいを行おこなっている彼女を目撃したわけでもないし。

  　彼女自身も気付いてないけど、ただの人見知りが激しい女の子なだけじゃないのかな。

  「何よ、どうしたのよ、どうして立ち止まっているの？」

  　幡ヶ谷さんは僕へと振り向いてきた。僕は何でもない、と曖あい昧まいに笑った。彼女を追いかけながら声をかける。

  「そういえば、思い出したことがあって」

  　彼女の歩む速度が落ちる。

  「僕は、火曜日に、幡ヶ谷さんたちと図書室で話し終わったあと、ちょっと用事があって、生徒会室に行ったんだけど、そのとき、おかしなことが起こってさ」

  　その際に出くわした出来事を、一部始終説明する。生徒会室まで行ったのに鍵かぎがかかっていたこと。電気がついていたから人がいるはずなのに声をかけても反応がなかったこと、そして不気味な声が聞こえてきたこと。幡ヶ谷さんは立ち止まって、怒った顔でこちらを見つめてくる。

  「どうして、それを早く言ってくれなかったのよ。いいえ、言い訳はいらないわ。私は許せないから、やっぱり、私の読みどおりね。生徒会長は、品行方正な猫を被かぶってる。みんなの目を欺あざむいて、人に見せてはいけないことをやっているのよ。呪いは、人に見せてはいけない、というのが鉄則だもの」

  　幡ヶ谷さんは僕をしばらく睨にらみつけたあと、耳元にある髪を一度かき上げて、そのまま生徒会室へと歩みを再開させる。無言で僕は彼女についていく。

  　やがて生徒会室前に到着した。

  「気づいてる？」

  　声をかけられたので幡ヶ谷さんを見ると、彼女の視線の先は、天井にあった。僕もつられて彼女の視線を追いかける。

  「怪しいでしょ、あれ」

  

  　監視カメラだ。

  

  　無機質なレンズが僕たちを捉えている。よく耳をすませば、僅わずかな機械音すら聞こえてくるような気がしてくる。先日来たときには気づかなかった。普通、学校にしかもさほど重要でない場所に、監視カメラが設置されているなんて思わないよ。

  「見られてるかもしれないから、早くここを離れましょう。どうせ、この先には入れないのだし」

  　幡はたヶが谷やさんがきびすを返すと、彼女の長い髪の毛がふわりと舞った。ちゃんと手入れしてあるから、艶つややかだし様になるなあ、とつい見とれてしまう。ぼけっとしないでよ、早く来なさいよ、と幡ヶ谷さんが言うので、僕ははっとして彼女のあとを追いかけた。

  　幡ヶ谷さんは歩きながら小声で喋しやべる。

  「生徒会室はいつでも鍵かぎがかかっているし、さっきみたいに監視カメラも設置されている。生徒会の人たち、朝も夕方も生徒会室に引きこもって何かしているみたいだけど、誰も何も知らないし。教師にも聞き込みしたんだけど、どんな反応が返ってきたと思う？　詳しいことはよく知らないなあ……よ」

  　先生にまで聞き込みしたのか、本当にやる気満々なんだな。

  「結論からいうと、生徒会自体が不明瞭だわ。活動内容どころか何人役員がいるのかすら、わからない。何かのボランティア活動をしているっていうのはよく宣伝しているから知っているけど、そういうオープンにしている事柄以外、本当に何も見えてこないのよ。絶対、何かあるに違いないわ。何かやましいことがあるから、隠しているんだわ」

  　悔しそうに幡ヶ谷さんは告げた。

  　それに、と僕は藤ふじ森もりさんから得た情報を思い返した。先週の日曜日に日ひ向なたさんが、幡ヶ谷さんの管理している資料館に侵入したという目撃情報もある。

  「仕方ないから、生徒会長のクラスが体育のときに教室に忍び込んで、彼女の鞄かばんや机を漁あさったわ。だけど生徒会関連のものはまったく見つからなかったのよ」

  　いや、いやいやいや。

  「仕方ない」の領域を超えているよ、さすがにそれは。

  「だけど、唯一ヒントらしきものは手に入れたわ。もしかしたら生徒会は関係ないかもしれないけど、意味不明なことが書かれたメモが、大事そうにお守り袋に入っていたのよ。これよ」

  　僕は彼女にメモを見せてもらう。

  

  　xxxxx@doxxmo.ne.jp　080-XXXX-XXXX　5/25～5/31の記憶なし　第一の犠牲者？

  

  「謎なぞのアドレス、それに電話番号なのよ。誰のだと思う？　心当たり、ないかしら？」

  　幡ヶ谷さんの質問に僕は答えられない。

  「ねえ？　どうしたの？　顔色悪いみたいだけど」

  　このアドレス、電話番号は。

  「黙ってないで何か言ったら？　思い当たる節でもあるの？」

  　僕のじゃないか！　僕の携帯電話の、番号とアドレスだよ！

  　どうして日ひ向なたさんが知っているわけさ！

  　それに、このメッセージは何？　第一の犠牲者って僕のこと？

  　身体からだに力が入らない。僕はよろよろと壁にもたれかかった。

  　こんなものを、日向さんは大事に持っていたというのだろうか。携帯電話番号やメールアドレスは、一体何に使うつもりで？　僕の中にある日向さんの不審度が急上昇だ。

  　じゃあ僕に対しての行為は、全部何か意味があってのことであって、本当に僕に対して好意を見せているわけじゃないの？　じゃあ、僕が彼女に対して抱いだいていた感情は、何もかも無意味っていうわけ？　日向さんは何を考えているの？

  「ね、ねえ、どうしたのよ？　いきなりぼーっとしちゃって。そんなふうにしていると、周りから変な目で見られるわよ」

  　屋内でも傘かさを差している幡はたヶが谷やさんに、そんな台詞せりふを言われてしまうなんて世も末だ。

  「僕の」

  「僕の？」

  「個人情報。電話番号とメールアドレス。やっぱり、彼女は何か隠しているのかな」

  　沈黙が生じた。

  「……そうね、確かに意味ありげね」

  　うん、と頭を振った。

  「仁じん庄しよう助すけ」

  　優しく呼びかけられて、僕は緩ゆるやかに頭を上げる。

  「私の言った通りじゃない。やっぱり、あの女は怪しいのよ。私の捜している仮面に、関わっている可能性が高いのよ」

  　ほら、ごらんなさい、と幡ヶ谷さんは得意満面だ。

  　う、うう、反論できない。

  「安心なさい。あの女の正体を暴きましょう」

  　日向さんが何を考えているのか、その思惑を暴くのは確かに大事だけど、僕は彼女に対して抱いていた幻想が裏切られてしまったことに、少なからずショックを覚えていた。だって、彼女から向けられていた好意は、記憶がなくて困惑していた部分も多かったけど、心地よいと思えていたのだ。

  「あなたの気持ちはわかるわ、騙だまされていて腹が立つのよね。なら、どうにかして生徒会室に入る方法を考えましょう。あの中に、もしかしたら私の仮面も隠してあるかもしれないし」

  　僕は、何とか足を踏ん張って体勢を整える。僕がまじまじとメモを凝視していると、幡ヶ谷さんが顔を覗のぞき込んできた。

  「それで、あなたはあの女について、どんな情報を手に入れたの？」

  　あ、ヤバい。日ひ向なたさんが怪しいというこの流れで、調査を何もしていないなんて、とても言えない。だが、彼女の問いに答えないのも悪い。僕は彼女を刺激しないように言葉を選んだ。

  「ぜ、善処してみたんだけど」

  「善処してみたって何よ？　教えなさいよ、どんな情報を摑つかんだの？」

  　半眼になりつつある幡はたヶが谷やさんを見つめながら、僕は喉のどから声を絞り出す。

  　もう泣きたい。家に帰ってひっそりと涙で枕を濡ぬらしたい。いろいろ傷つきすぎて辛つらい。

  「日向さんの」

  「日向さんの？」

  「髪の毛はいい匂においがした」

  　幡ヶ谷さんの目が据すわってきた。まあ、どうでもいいよね、こんな情報は。僕もそう思うよ。でも僕にも言い訳させてほしい。無理だって、短時間で調査なんて。

  

  「仁じんくん！」

  

  　声がした。その声こわ音ねは、焦あせりを滲にじませつつも、それ以上の喜びが[image: ]あふれているような響きだった。

  　ぎゃあ、今はやめて。会いたくない。

  　その声に聞き覚えがある。日向さんだ。そう、このタイミングで彼女だ。

  　幡ヶ谷さんは身体からだをびくつかせると、素早く僕からメモを奪い取った。背に手を回して、彼女から見えないようにしている。そりゃメモが見つかったら、勝手に彼女の鞄かばんを漁あさったことがばれちゃうもんな。

  「よかった、追いつきました」

  　荒い呼吸とともに笑いかけてくる彼女には隈くまがあった。今日も寝不足気味なのだろうか。

  　走るのをやめて、ゆっくりとした足取りで日向さんが近づいてくる。

  「今日は一緒に登校できなくて申し訳ありませんでした。どうしても外せない用事があって」

  　びくり、と隣にいた幡ヶ谷さんの肩が大きく跳ねた。

  「明日は大丈夫だと思うので、できれば私のことを待っていてくださると嬉うれしいです」

  　そこで日向さんは、ちらりと幡ヶ谷さんのほうに視線を向けた。ようやく、彼女の存在に気づいたようだ。焦しよう燥そうと困惑を表情に織り交ぜながら、彼女にしては早口で言葉を続ける。

  「あー、えーと、幡ヶ谷さんも一緒だったんですか、どうして？」

  「私のことは気にしなくて構わないわ」

  　幡ヶ谷さんの声音が地を這はっている。

  「気にしないでって、そんなこと言われても」

  　日ひ向なたさんは明らかに困惑していた。幡はたヶが谷やさんと日向さんは、無言のまま見つめ合っている。僕はこの隙に、ふたりの前から逃げ出したかった。今はどんな顔をして日向さんを見たらいいか、わからないからだ。日向さんの好意を素直に受け止めて、浮かれてしまっていた僕がいた。もし日向さんが何かの意図があって、僕に好意を向けているふりをしていたのだとしたら、僕の浮わついた気持ちは、どれだけ彼女の目に滑こつ稽けいに映ったのだろう。

  　僕は、知らず知らずに俯うつむいていく。床ばかり見てしまう。

  　視線を感じたので僕は顔を持ち上げた。日向さんが僕のほうを、じっと見ていた。

  　ひい。何なの、僕が一体何したの？　あのメモに書かれているメッセージは何を意味しているの？　日向さんは何を隠しているの？　それを口にすることはできない。幡ヶ谷さんの犯罪もどきを露あらわにしてしまいかねないから。どうすればいいか、ぐるぐるしてくる。気持ち悪くなってきた。

  　日向さんが、そっと僕の頰ほおに手を触れてきた。え？

  「大丈夫ですか？　かなり体調が悪そうです」

  　心配してくれている？

  「顔色も悪いです」

  　僕のことを？

  「保健室に行ったほうがいいと思います。とても辛つらそうです」

  「あ、えと、その」

  　この、目の前で繰り広げられる彼女の優しさは偽物なの？　だけど彼女の手から感じられる優しい熱は、とても偽いつわりのものとは思えない。

  「うん、大丈夫だよ。心配してくれてありがとう」

  　僕の言葉に日向さんは、柔やわらかい笑みを返してくれた。そうだよ、こんなに胸の中が温かくなるように笑える女の子が、僕に酷ひどいことをするわけがない。

  「ところで、生徒会室にわざわざ来てくれましたよね。なんの用事ですか？」

  　そうだ。僕だけならまだしも、幡ヶ谷さんと僕のふたりで生徒会室に来た理由を、どう説明したものか。

  「実は僕ら、今、生徒会のやってるボランティア活動に興味があって。それで、日向さんからいろいろ教えてもらおうと思ってさ」

  　傍そばにいる幡ヶ谷さんが、あんぐりと口を大きく開けているわけだが、一体どうしたのか。

  「生徒会に入りたいんですか？　申し訳ありませんが、生徒会は定員オーバーぎみです。だからこれ以上は、誰も入れられません」

  　は？　と反応に困っている幡ヶ谷さんを見て、日向さんは苦笑した。

  「だけど、安心してください。生徒会は無理にしても、他の部活をご紹介できるかもしれません。ボランティアがしたい理由で興味を持ったのでしたら、別に生徒会に限らなくてもいいわけですし」

  　やっぱり日ひ向なたさんが悪い人には思えない。本当は生徒会に入りたいわけではなかったのに、生徒会を探るような真ま似ねをしたのが申し訳なくなってきた。

  「そ、そうかも。急に尋ねてごめんね」

  「いいえ、ごめんなさい。活動があるのですぐに戻らないと。また何かあれば私に会いにきてください。……そ、その、わ、私から会いにいくかもしれませんが」

  　そんなことを日向さんから恥ずかしそうに言われると、僕も照れてしまう。

  　日向さんは軽く頭を下げると立ち去った。僕は彼女の背に向けて手を振りながら、幡はたヶが谷やさんに告げた。

  「日向さん、なんにも怪しいところないじゃないか。やっぱり気のせいだよ」

  「それ本気で言っているの？」

  　どうして、僕はこんなにも彼女から厳しく睨にらみつけられなければいけないのだろう。彼女の眼力の強さは尋常ではないので、心臓が締しめつけられるような思いがするのだ。幡ヶ谷さんは、そんな僕を追い立てるように指差してきた。

  「あなた、怪しいメモのこと、もう忘れたの？」

  「それは、誰かが彼女を陥れるためにとかさ。きっと何かの間違いだよ。あんなに優しい彼女が、怪しいメモを持っているはずがないよ」

  「何を生なま温ぬるいことを言っているの。私たち、あの女の正体を暴きにきたのよ！」

  　そういうことを大声で喚わめいちゃいけません。あちこちから変な目で見られているでしょうが。昼休みのまっただ中とはいえ、それなりに人通りのある廊下のど真ん中で。

  「これでもわからない？　あの女は、生徒会室になんの用でしたか？って聞いたのよ。それに……タイミング良すぎたと思わない？　彼女が私たちのところにやってきたのが」

  「どういうことかな」

  「どうしようもなく鈍いのね。……監視カメラよ。彼女、監視カメラから私たちの様子を見ていたのよ。だから、私たちが生徒会室の前に来たことがわかったのだし、あんなにも早く私たちに追いつくことができたのよ」

  　今日になって、僕は彼女の感情がわかるようになってきた。彼女は、表情こそ怒るか苛いら立だつか無愛想か無表情だかの四パターンしか用意されていないが、声は違う。彼女は声に関しては、感情を存分に込めているのだ。おかげで、たまに表情と声がちぐはぐなのだが、そんなときは声の方が彼女の素なのだろう。

  「そうだわ。その監視カメラを、生徒会室に侵入するアイデアとして使わせてもらうのよ。放課後、もう一度付き合ってもらうわ、あなたに。逃げちゃだめよ」

  　嬉うれしそうに言った。嫌いやな予感しかしないんだけど……。

  

  　△▼△

  

  　嫌いやな予感はばっちり当たっていたのだ。

  　放課後、僕は生徒会室の目の前で途方に暮れていた。幡はたヶが谷やさんから告げられた指令を思い出しては、つい頭を抱かかえてしまいたくなる。

  　昼休みのときに聞いた幡ヶ谷さんの作戦はこうだ。放課後になったらすぐに、僕がこの監視カメラの前で日ひ向なたさんに会いに来たアピールをすることで、日向さんをおびき出す。そのまま扉の鍵かぎを開けている状態で、うまく日向さんを遠くまで誘導する。誘導に成功したら、携帯電話をワンコール鳴らして幡ヶ谷さんに教える。そして僕が頑張って日向さんをその場に押しとどめる。僕が時間稼ぎをしている間に幡ヶ谷さんが生徒会室に侵入して、情報を盗み出してくるという寸法だ。幡ヶ谷さんと離れていても逐一連絡を取ることができるように、お互いの携帯電話番号は交換済みだ。頑張りようによっては、うまくいきそうなわりかし現実味のある作戦だ。

  　でも、なんでこんなドロボーみたいなことをしなくちゃいけないんだ。

  　罪悪感に駆られるたびに、僕の脳裏に浮かぶ幡ヶ谷さんの姿がある。それは、いつもの彼女の容姿ではない。生まれたままに近い、そう、真っ白くて、綺き麗れいな肌だった……。

  　別の罪悪感が生まれてくる。罪悪感のせめぎ合いだ。

  　つまり結局のところ、僕は幡ヶ谷さんの言葉を無視できないのだ。見るんじゃなかったというのと、見て正解だったという思いがない交まぜだ。いや、九割くらいはばっちり見てしまったことに後悔などしていないのだけど。僕も男だしな。

  　さて自じ己こ懺ざん悔げも済んだところで、作戦開始するか。

  　僕は監視カメラの前に立った。会いたいアピールってどうすればいいんだろう。とりあえず軽く手を振ってみるか。前は声をかけても、出てきてくれなかったわけだしね。

  　よくよく考えれば、本当に監視カメラを日向さんが逐一見ているという条件のうえに、生徒会室に他に誰もいないことが前提の作戦だ。

  　やっぱり無理があるんじゃないかな、これ。幡ヶ谷さんに電話して、大人しく今日は帰ろう。

  　そう思って引き返そうとしたところで、扉が開いた。

  「仁じんくん、もしかして私に会いにきてくれたんですか？　仁くんがノックして声をかけてくれたら、いつでも活動なんてほっぽり出して私、会いにきたんですけど」

  　頰ほおを紅潮させた日向さんが扉の向こうに立っていた。

  　幡ヶ谷さんの仮説は、やはり当たっていたようだ。日向さんは監視カメラを見ていたのだろう。

  「急に来てごめん。ただ、話したいことがあって」

  　ああ、僕は今、日ひ向なたさんを騙だまそうとしているんだ。あんなに僕に優しくしてくれたのに。酷ひどい罪悪感だ。

  「記憶喪失に関することなんだけど。……ここではちょっと」

  　あらかじめ頭の中に用意していた言葉を口に出す。僕は日向さんの腕を引いて、彼女を遠くまで連れていこうとした。この場所から彼女を引き離すためだ。

  　僕が彼女に触れたとき、彼女は少しだけ抵抗した。けれども、結局は素直に僕の言う通りにしてくれた。僕は空いた手で、あらかじめポケットに入れておいた携帯電話を指で操作して、幡はたヶが谷やさんへと電話をかけ、ワンコール鳴らす。これで合図は完了した。あとは幡ヶ谷さんがうまくやってくれることを祈るばかりだ。

  　生徒会室近くにある階段じゃなく、少し離れた位置にある階段を上る。この階段は屋上に続いている。ふたりでずっと階段を上って数分、ようやく彼女を屋上に繫つながる扉付近まで連れてきた。薄暗い空間の中、僕はようやく振り向いて日向さんの顔を見た。

  　日向さんの顔が、一瞬だけ気け怠だるそうな雰ふん囲い気きを携えていたように見えたのは、僕の気のせいなのだろうか。

  「記憶が」

  　ちょこん、と首を傾かたむける日向さんは、いつものおしとやかな日向さんの表情をしていた。

  「戻ったんですか？」

  　だが、どこか陰りがあるようにも思える。日の光が届きにくい場所だからだろうか。

  　ジャストのタイミングで蛍光灯が明滅する。すぐ扉を開けば屋上へと出られるのに、屋上に続くその扉は、錆さびた南京錠がかけられており、絶対に開かないように封鎖されていた。辺りは、カビや埃ほこりの匂においが充満している。時間を稼ぐ場所を間違えたのかもしれないと思い始めてしまう。日向さんはいつも通りに見えるのに、僕の心が場の雰囲気に流されて、むやみやたらに緊張感してしまっている。

  「記憶が戻ったというかなんというか。僕は今、日向さんとお話をしたくて」

  「なんの話ですか？　もし記憶が戻ったのでしたら、私もいろいろと仁じんくんにお聞きしたいことがあります」

  「記憶は戻っていないけれど」

  　そうだ、このタイミングだ。このタイミングで僕は彼女から先週のことを聞き出せばいいんじゃないか。ちょうどふたりきりだし、幡ヶ谷さんがいるよりはもしかしたら話しやすいのかもしれないし。僕は話を切り出すことにした。

  「先週、何があったのか教えてほしくて」

  「教えてもいいんですけど、代わりに私のお願いを聞いてくれたら」

  　あれ、進展があったぞ。僕はごくりと唾つばを飲み込んで、日向さんの言葉を待つ。

  「今週の日曜日、仁じんくんの都合は空いていますか？」

  「あ、空いているけど」

  「それじゃあ、お母様の都合は空いていますか？」

  「は？」

  「おふたりの都合が空いているのであれば、私、今週の日曜日、仁くんのお母様に挨あい拶さつに伺おうかと思いまして」

  「な、なんでよ」

  「仁くんをお婿むこさんに貰もらってもいいか、お母様にご了承をいただこうと……」

  　いやいやいや、ちょっと待った。

  「ついでに、仁くんの部屋に入ってもいいですか？」

  　え？　ん？ 　日ひ向なたさんは何を言っているんだ。女の子を僕の部屋に誘うなんて。……はっ、まさか、そういえば先日、彼女は僕と一緒に泊まりたいなんて言っていた。まさか、僕の部屋で、あんなことやこんなことを企たくらんで？　いやいやいや！

  「私、考えたんです。私の初めてを奪ったんだから、仁くんに責任を取ってもらおうとばかり思い込んでいたけれど、実は逆じゃないのかなって。だから勇気を出して、私からご挨拶しようかと。気が利かないお嫁さんでごめんなさい」

  　いつ日向さんを嫁にしたんだ、僕は。また彼女のペースだ。だから、こういうのはまずい。

  「記憶を失ったままの状態で、そういうのは良くないよ。だって日向さんが好きだったのは」

  　ちゃんと言わなければだめだ。この言葉を避けていたのは、僕の勇気のなさだった。息を大きく吸い込んで吐き出す。

  

  「先週までの僕であって、今日の僕じゃないから。だから友達から……」

  「私は友達じゃなくて、恋人がいいです。もし、仁くんが記憶をなくしたままでも、そのままずっと取り戻さなくても、構わないと言ったらどうしますか」

  

  　強い瞳ひとみで、真っ直すぐに僕を見つめてくる。

  　え？　だって、記憶のない僕なのに？

  「これで」

  　日向さんは、目を細めて僕に微ほほ笑えみかけた。

  「仁くんが、私を受け入れない理由はなくなりましたね？　どうしますか？」

  　当然、僕が日向さんを受け入れるといわんばかりの、余裕と自信に満ちあふれた態度だ。

  　僕が、憧れで少なからず好意も持っている日向さんを受け入れることができなかったのは、僕自身が彼女に対して告白した記憶をいっさい持っておらず、後ろめたさがあったゆえにだ。だけど日向さんが、そんなの気にしないって言ってくれている。

  　僕は？　僕はどうしたいんだろう？

  　彼女との距離を縮める、その一歩が踏み出せない。

  　それを自覚した瞬間、痛みを覚えた。

  　頭を押さえた。脳の奥から、鈍い痛みが広がりはじめた。この痛みには覚えがある。最近、デジャヴを感じるたびに、発生するものだ。

  　日ひ向なたさんの姿が薄くなり、別の誰かの影が覆おおい被かぶさっていく。長い髪の女の子だ。僕はその女の子に対して、僕自身の気持ちを伝えようと口を開いては、何度もやめたのだ。自信もなければ、僕の気持ちを受け入れてくれるとも思えなかったからだ。

  　え？　僕は過去に、誰に何を伝えようとしていた？　どうしてそれが、今、日向さんの気持ちに応えようとするタイミングで僕の視界に現れるんだ？

  　日向さんの姿がかき消えて、代わりに見覚えのある女の子がくっきりと浮かび上がった。

  　その女の子は、幡はたヶが谷やさんだった。

  　幡ヶ谷さん？　僕は彼女に、何か大切なことを伝えようとしていたの？　でも、できなくて何度もやめたの？

  

  　今、僕が自分自身の日向さんへの気持ちを伝えようとしていたように、過去の僕は幡ヶ谷さんへ自分の気持ちを伝えようとしていたの？

  

  「仁じんくん？」

  　日向さんの声で我に返った。デジャヴめいた幻覚は、さっと僕の視界から消えていく。

  「大丈夫ですか？　息が荒いですけど。……ごめんなさい、答えを急せかしましたよね。仁くんの気持ちを考えもしないで」

  「あ、いや」

  　そうだ、幡ヶ谷さんはどうしたのだろうか。

  　彼女のことが心配になってきた。彼女と連絡を取りたい。

  　僕は日向さんを一いち瞥べつした。彼女は眉まゆ根ねを寄せて、不安に瞳ひとみを揺らして僕を見ている。

  　やっぱり日向さんを騙だましてまで、勝手に生徒会室に侵入するなんて間違っている。それをもっと早くに言うべきだったんだ。デジャヴはともかくとして、幡ヶ谷さんの行ゆく方えが今は気になる。

  　僕は、日向さんにトイレに行きたい旨を告げ、少し待ってくれるように頼んだ。多少強引だったが了承してくれたので、一番近くにある男子トイレの個室に入った。そこで幡ヶ谷さんに電話をかけることにする。彼女の様子を窺うかがうためだ。

  　ところが、だ。

  　電話をかけても、コール音が鳴り響くばかり。

  　彼女の身に何があったのだろうか。

  　それとも、もう生徒会室に？

  　僕は、幡はたヶが谷やさんと友達になりたいと思っている。だからこそ、こんな泥棒みたいな真ま似ねはだめだよと、友達として止めてあげるべきだったんだ。

  　そう思いながらも、同時に日ひ向なたさんについても、過去の僕が絡んだことじゃなくて、今の僕で親しくなりたいと考えている自分がいる。過去を明らかにしたうえで、今の僕を彼女に見てほしい。

  　日向さんには、ちゃんと後で謝ろう。幡ヶ谷さんの様子を見たあとでダッシュで戻って、土下座でも何でもすればいい。だけど幡ヶ谷さんは日向さんと違って、今、どういう状態であるのかいっさいわからないんだ。取り返しのつかないことになる前に、幡ヶ谷さんを捕まえて、生徒会室に侵入するのはやめようって言ってあげたい。

  　日向さん、ごめんなさい。僕は再度心中で彼女に謝罪した。

  　トイレから出て、そのまま生徒会室へ急いで向かうことにする。生徒会室まで階段を駆け下りる。

  　生徒会室のプレートが見えてきた。電気はついている。人の気配はない。

  　僕は、生徒会室の扉を開いた。

  

  　汚きたなかった。

  

  　僕の部屋のほうが綺き麗れいだった。

  　足の踏み場もない。衣服やダンボール箱があちこちに置かれていた。衣服は、制服がほとんどだが、なかにはどう見ても私服としか思えないものがある。とくにダンボール箱が多い。壁の四隅に積み上げられるようにして置いてあるし、他にもカートつきのスーツケースが、無造作に置きっぱなしになっている。机はあるにはあるのだが、薄い書物で埋め尽くされているため、全体像が見えてこない。ノートパソコンが三台、床や机や本の上に無造作に置いてある。床にはこれまた本やら紙屑やら、さらにはスナック菓子類の袋や空箱が散乱していた。

  　とにかく物が多すぎるのだ。空間の許容量をとっくに超えてしまっている。

  　生活感が[image: ]あふれるのはいいのだが、こんな場所で果たして生徒会活動ができるのだろうか。どう見ても、仕事ができるような場所ではない。辺りに散乱したゴミが気になって、作業どころじゃない。

  　幡ヶ谷さんは、もうこの部屋にはいないのか。じゃあ、一体どこに？　もしかしたら、僕が気づいていないだけで、大量に積み上げられているダンボール箱の陰に隠れている？　目の前の現状があまりに衝撃的すぎて、僕は冷静な判断ができなくなっていた。

  　よろよろと、ダンボール箱の山に近づいてみる。

  　床に散乱した本に足を取られて転びかけた。ダンボール箱に手をついてしまった衝動で、ダンボール箱が倒れてしまう。

  　箱の口が開いて、中から大量の本が零こぼれ出てしまった。アニメや漫画みたいなキャラクターの絵が表紙になっている本が、ダンボール箱の中にぎっしり詰め込まれている。普通の漫画よりはサイズの大きい本だ。片付けなければ、本を手に取ったひょうしにページが開いた。

  　すぐさまページを閉じた。

  　エロ本だった。

  　しかも、僕が理解できないタイプだった。新しい世界に突入しそうだった。見間違えかもしれない。だから僕は再度本を開いてみるのだった。今度はチラ見ではなく、しっかり見て確認するのだ。

  　片方が人間じゃなかった。人間と化け物が交わっていた。一応化け物に性別は用意されているようで、そうだとすると同性同士でそういう行為をしていることを意味する。あ、化け物の性別は雄な。人間も雄なので、雄同士の交わりか。

  　今度は隅々まで見る。こんなものがあるだなんて今まで知らなかった。ストーリーは、人里離れたところに住んでいるキツネの妖よう怪かいの家に人間が移り住んできて、交流していくうちに妖怪が人間にほだされていくという、よくあるストーリーだ。まあ、最後にくんずほぐれつになっている辺り、まったく新境地なのだろうが。

  　最初は驚いてしまったが、片方が女のように描かれているので、とある部位さえ気にしなければ、わりかし受け入れることができる。もしかしたら、他の本もこんなエロ本なのだろうか。

  　これが日ひ向なたさんの過ごしている生徒会室？　生徒会って一体？

  　とてつもなくがっかりクオリティなものを味わった気分だ、ええと、日向さんにね。

  　だってそうだろう、あんなに美少女で優等生なのに、こんな一面があったなんて。僕の幻想は粉々に砕け散ってしまっている。嫌いになったり、軽けい蔑べつしたりはしないけど、それとこれと僕の憧れは別問題だ。僕の内面は意外とナイーブにできているのだ。

  　薄い本だから数分で読み終えることができる。すぐ手に取れるぶんだけざっと読んでみる。僕は気づいたことがあった。つい、声が出てしまう。

  「そうか。全部に共通点があるんだ、それは」

  「妖怪」

  　かけられた声に、僕はぞっとした。単純にトーンを落としただけではない。深くドロドロとした感情を押し潰つぶして、奥底まで溶け込ませたうえに、さらに異物を織り交ぜたら、こんな音になるんじゃないか。そう思わせるような声質だ。こんなものを僕は今まで聴いたことがなかった。

  　そう、それでいて、誰の声か明確にわかるのだ。それは。

  「日ひ向なた、さん」

  　僕は振り向いた。

  「ずいぶん、ゆっくり本を読んでいるんですね？　私のこと、待っていてくださったんですか？」

  　声音と違い、彼女の表情はいつもの通りだった。だけど視覚と聴覚のズレが一番怖くて気持ち悪い。目の前で動いているものが一体何なのか、わからなくなってしまうからだ。日向さん、なんだよな。だけど声が、そう、声がひどくざらついて。

  「……あの女と結託していたわけではなかったんですね。ひとりで侵入するとは思いませんでした。逆に稚ち拙せつすぎて想像しませんでした。逆に言うと、こんな幼稚な作戦でも通用するって思われていたってことですよね、私」

  　日向さんは、僕ひとりで侵入と告げている。幡はたヶが谷やさんはここに来なかったということなの？

  「結局、通用してしまったわけですけれど。そう、あなたが無駄に時間さえ潰つぶしていなければ。アホとか馬鹿とかそういう次元を突き抜けて、どうしようもないほどに駄男だということでしょうか？　それとも、これは遠回しに馬鹿にされているんでしょうかね、この私が？」

  　声も口調も、普段の日向さんとはかけ離れすぎていてリアクションできない。

  「それとも、ここにある本がどういうものか知って、驚きのあまり、どうしようもできなくなったとか？　あ、そっちのほうが近いのかもしれませんね。どうなんですか、仁じんくん。感想は？」
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  「ひ、日ひ向なたさん、幡はたヶが谷やさんは」

  「あの女？　ああ、知りませんけど、少なくとも、そうですね」

  　日向さんはスマートフォンを手にして、しばらく画面を見つめた。

  「この領域には来ていないと思いますけど。あ、校内の監視カメラの映像はネットに転送していて、スマートフォンでいつでもアクセスできるようにしているんです。だから、あなたのことはすべてお見通しだったわけです」

  　逆に言うと、だからこそ日向さんはすぐに僕の侵入を察知することができたというわけか。しかしそれならば、本当に幡ヶ谷さんはどこに行ってしまったのだろうか。どうして、電話に出てくれないのだろう。こうなってしまった以上、幡ヶ谷さんの立てた作戦は失敗なんだろうけど。あ、いや、僕が生徒会室に入れたから一応成功なのかな。

  「人の心配をするなんて余裕ですね。それよりもご自分の心配をしたらいかがですか？」

  「あっ、いや、そのっ」

  「私にばれようが、そんなこと気にしないって？　そうですね。あなた、何でもかんでも気にしなさそうですものね。ところが」

  　うわ、また一オクターブ、音程が下がったんだが。

  「私のほうは、ばれてしまったことを気にしないわけにはいかないんですよね」

  　これ以上どうやったら下がるの、と言ってしまいたいくらい声こわ音ねが低すぎだ。

  「それで再度質問ですけど、いろいろ見てしまったご感想は？」

  　日向さんが何か隠していると思っていたけど、それはこういった変な趣味を隠していただけだったのか。僕の記憶喪失とは関係なかったのか。

  「いや、方向性としてはアリだと思うよ」

  　いや、ダメだろ。

  　まったくごまかしきれてない感ありありだ。

  　日向さんは浅く息を吐き出した。そして僕を上目遣いで見つめてくる。

  　ちょいちょい、と手を上下に振った。

  「ちょっと、近くに来てくれますか？」

  　そんな低い声で穏やかな笑みをされたら、大人しく従うしかない。力なく彼女に歩み寄る。

  「ほんの少しばかりのモテ期でしたけど、いかがでした？　だいぶ、上手にできていたと思うんですけど」

  　え？　モテ、期……？

  　ぐらり、と僕の視界が傾かしぐ。

  　上手に、できていたって？　もしや、今までの、僕に対しての好意は？

  　視界が徐々に暗くなっていく。僕が彼女の隠していたメモを見たときに、もしかしたら、と思った僕の勘は、ある意味、間違っていなかったのか。

  　身体からだから力が抜けていく。立っていられなくなりそうだ。

  「あ、あれ、演技だったの？」

  　幡はたヶが谷やさんが日ひ向なたさんを怪しい怪しいと連呼していたけど、ある意味、彼女の直感は正しかったのか。そして僕の浮かれていた姿は、日向さんの目にかなり滑こつ稽けいに映っていたのかな。

  「さてどうなんでしょう。私の一挙一動に、いちいち可愛かわいらしいマジな反応をしてくださるあなたを観察するのは、とても愉たのしかったですけど」

  　愉しかったと告げてくる辺り、隠す意図がまったくない。この辺の、狼狽うろたえている僕の反応も、愉しんでいらっしゃるのだろうか。

  「ただし、先週のあなたが私にしでかしてしまったことは事実です」

  「だから、な、何をしちゃったのかな」

  「私がとても傷ついてしまうことです。そういうのって、ちゃんと自分で思い出してこそだと思いませんか？　だって、あんなことをされてしまったのに、私ひとりだけ覚えていてあなたはすっかり忘れているだなんて。無責任でしょう？」

  　そ、その通りなんだけど。思い出せないものは仕方ないわけであって。

  「方法を変えます。いろいろばれてしまいましたし、この状況下、もう一度モテ期を作ったところで、あなたを絡め取れるとも思えませんし」

  「絡め取れるって何を」

  　日向さんは僕の問いに答えない。

  「不法侵入、ですよね、今、仁じんくんの行為って。もしこの状態で私が悲鳴を上げれば、どうなると思います？」

  　日向さんは囁ささやくように告げてくる。

  「私がブラウスのボタンを少し外して、悲鳴を上げながら廊下に逃げ出したら、どうなると思います？　品行方正な私が仁くんに酷ひどいことをされそうになったって、先生に言ったら、仁くん、どうなると思います？」

  　ま、まさか。

  「仁くんが勝手に生徒会に入ったのは、監視カメラにばっちり映っています。そんな状態で、どれだけ仁くんが否定しようと、先生は私の言うことを信じるに決まっています。……ねえ？」

  「ひ、日向さんは、僕を脅迫しているの？」

  「はい。だから、仁くんが私の言うことを聞かないっていうんだったら、私にも考えがあるということです」

  「ひ、日向さん、そ、それは困る。ぼ、僕はどうすれば」

  「はい。……正直、このタイミングで私のことがばれようがばれまいが、どちらにせよ結果は私の思い描いていた通りになるのですから、ちょうどよかったのかもしれません。だから」

  　日ひ向なたさんは、軽やかに笑い声を上げた。

  

  「今すぐ、私の奴ど隷れいになりなさい」

  

  　目は笑っていなかった。

  「とりあえず、目を瞑つむってください」

  　いきなり何なの。一体、先週の僕が何をしでかしてしまったのかはわからないけれど、それに加えて、生徒会室に不法侵入してしまった挙げ句に、彼女の秘密を知ってしまったのだ。何をされてもおかしくない状況ではある。ええい、ここは漢おとこを見せて、何をされようともすべてを大人しく受け入れよう。僕は固く瞼まぶたを閉じた。

  　しばらくの沈黙のあと、やがて僕の手にペンのような物体と紙片が握らされる。

  　目を開けていいですよ、と許しをいただいたので僕はおもむろに瞼を開いた。

  「叩たたかれると思いました？」

  「あ、いや、その」

  「それとも、こんな状況でも、キスされるとか？」

  　き、キスなんて期待していないけど、そんなふうに悪いた戯ずらっぽい笑みを浮かべながら告げられると、思わずキスしている日向さんと僕を思い浮かべちゃったりして、顔を真っ赤にしてしまう結果になった。

  　日向さんは、穏やかな笑えみを浮かべた。ダンボール箱を指差してくる。

  「この部屋にあるダンボール箱、全部、同人誌ショップに売っちゃういらないものなんですよ。こういう漫画って、どうしても作者の趣味が露骨に出ちゃうぶん、ジャンルとカップリングが一緒でも当たり外れが激しくって。当たりは大事に保管しておくけど、外れだったらさっさと売っちゃうのが妥当なんです。好みでない人間のところにいるより、ちゃんとした読者のもとにたどり着くようにしてあげたほうが、その漫画のためでもあるでしょうし」

  　日向さんが宇宙言語を喋しやべっている。つまり、彼女の話している言葉の意味が理解できない。

  「なかなか漫画を整理する時間がなくて困っていたところなんで助かります」

  　な、何が、助かるわけ？

  「ダンボール箱をガムテープで閉めて、それからこの送り状に届け先のお店の住所を書いて、箱に貼り付けてくれませんか？　今日中にお願いしますね」

  「ど、どうして、僕がやるのかな、聞いていいかな」

  　呆ぼう然ぜんとしている僕に対して、とっとと私の言うように作業なさい、と日向さんは命令してきたのだった。

  

  　日ひ向なたさんに命じられてから、どのくらい時間がたったんだろうか。重い物をたくさん運んだので腕や足はガクガクである。時計を見ると、一時間半ちょっとしか過ぎていなかった。噓うそだろう。正直、三時間は働いたように、身体からだは疲れ切っていた。

  「こんなに売ってどうするのかな、この送り状の宛あて先さきは本屋さん？　そこに売るんだよね」

  　作業に飽きてきた僕は、何となしに思ったことを口にする。

  「同人誌ショップって教えてあげたじゃないですか。といっても、わかりませんか。そうですね、本屋さんみたいなもんですね。これだけ売れば、なかには高価なものも交じってますから十数万円になるかもですね」

  「そんなに！」

  　振り向いて日向さんを見ると、日向さんはパソコンのキーボードを操作している手を止めた。顔を上げて僕に笑顔を向けてくる。あ、これは、お喋しやべりしないでさっさとやれっていう気配だ。

  「ちなみにそれが終わっても次の作業がありますから」

  　ようやく最後のダンボール箱に取りかかった僕に、無情の一言が投げられる。

  「当然です、まだ時間はたっぷりありますし安心してください。ちょうど暗くなるくらいには帰宅できるんじゃないでしょうか」

  　いけない、泣きそう。僕、だいぶ疲れているんだけど。大体、ダンボール二十箱くらいはあったぞ。

  「池袋に買い物に行ってくれませんか？　住所は今、仁じんくんが腐るほど書いた送り状の宛先です。学校から歩いていける距離ですので、日が沈む前には戻ってこられると思います」

  「え？　僕？　今から？　今から池袋に行くの？　ふたりでお買い物？」

  　という名のデートかな。

  「それともひとりでお買い物？」

  　という名のパシリかな。

  　答えは何となくわかっているけど。心中で突っ込んでいて惨みじめになってきた。

  「ひとりですよ。何を言っているんですか？　頭の中、大丈夫ですか？」

  　パシリだった。だ、だよねえ。

  　日向さんはとても愉たのしそうだ。もう、その笑顔だけで癒いやされる気持ちになってくるね！

  「一応メモは渡しておきますから、この通り買い物をしてください。わからないことがあったら店員さんに遠慮なく聞いてください。あなたが男でも気にしないと思うので、あなたも気にしないでください。店内には地図もありますので、そんなに迷うことはないはずですから」

  　メモには、買い物をする店の名前と簡単な地図、そして『新刊で表紙が良さそうなの全部、創作系、表紙に妖よう怪かいが描かれているもの全部』と書かれてあった。

  　あ、曖あい昧まいすぎるんだけど……。これで、僕にどう買い物をしろと。

  「さっきも思ったけど、日ひ向なたさんは妖よう怪かいが好きなのかな」

  　日向さんもそれ系か。幡はたヶが谷やさんと一緒で、歴史に興味があってこの学校に入ってきたクチなのか。

  「好きですよ。見たらわかりませんか？」

  　い、いや、そりゃ、確かに見たらわかるけど。明らかに普通の好きと違う気がするのだ。

  「べ、別に嫌いやな言い方をしたいわけじゃなくて。日向さんみたいなタイプは初めてだったから」

  「仁じんくんは勘違いしています。私みたいなのは、どこにでもいますよ。堂々とできないから、隠れているだけです。普通の人に私のことがばれたらどうなるかわからないから、身内で楽しんでいるだけです」

  　日向さんは、ノートパソコンのウィンドウを僕のほうに見せてくれた。そこにはシンプルな色合いをしたデザインのＨＰが映し出されている。

  「これは私の好きなサイトです。ＩＤ請求制なんです。そうやって秘密を守るんです」

  　ＩＤ請求制ねえ。そんなことをする理由はわからないが、とにかくサイトを見たいという日向さんの熱意は理解できたよ。

  「私は、この方の作品が大好きなんです。だから私、必死に感想を書いていたんです。でも、うまく文章がまとまらなくて、自分の必死な感情が見苦しく思えて、それでも私がその方のサイトを神サイトと崇あがめる感情を伝えたくて、ずっと頭を悩ませて……。二日徹夜して、さっきようやく、メール送信し終えたんです」

  　ああ、だからここ最近の日向さんの目の下に隈くまができていたのか。別に生徒会の仕事が忙しいわけでも、以前彼女が「隈ができたのは仁くんのせいですよ」なんて言ってたけど噓うそだったんだね。憧れの女の子が××くんのことが気になって眠れない、なんて言ってくるシチュエーション、そうそう都合よく起きるわけがないよね。うん、僕の純情返せ。

  「とにかく、別に男同士のあれこれ、エロイのが見たいわけじゃないんです。それだけじゃないんです。私は、いつまでも追い求めていきたい。熱情でこの身を満たしていきたいだけなんですよ。妖怪だったらなんでもいいんです」

  「だから、いろんな歴史知識が学べるこの学校に入ったのか」

  　そうです、と日向さんは強く頷うなずいた。

  「妖怪、呪じゆ術じゆつ……何な故ぜ、人は自分にない能力に惹ひかれるのか、そしてその特別な能力は存在するのか」

  　陶とう酔すいした表情で呟つぶやく彼女は、今まで見た日向さんとはまるで別人だった。というか、別人だと信じたいレベルだった。

  「まあ、僕も今上映している妖怪ものの映画は観みに行ったし、僕もそれは面白いと思ったから、日向さんの気持ちが何となくわかるよ」

  　うすらぼんやりだけど、わかる気がする。

  「そうですか！　そう言ってくださると嬉うれしいです」

  　日ひ向なたさんは、満面の笑みを浮かべた。

  　あれ、すごく無防備な表情だ。

  　いつもの彼女は、穏やかながらも感情を自制しているような面があったから、とても新鮮に感じられた。

  　でもどうして、趣味に理解を示しただけで、そんなにも嬉しそうな顔をするんだろう。趣味なんて誰にでもあるものなのに。僕にはその辺が理解できないけど、まあ日向さんが笑ってくれているので、いいか。何だかんだで日向さんは可愛かわいい。がっかり美少女なことが判明したけど。

  　僕への説明を終えた日向さんは、再びパソコンの画面を自分のほうに向けた。

  　それからパソコンに夢中になった日向さんは、僕のほうを見ようともしなかった。

  

  　とはいえ、気になるのは幡はたヶが谷やさんのことだ。彼女の行ゆく方えは、作業をしている途中も気になっていたので、買い物に行く前に彼女の教室に寄ることにした。ちょうどクラスに女子が何人かいたので、適当に声をかけてみることにする。彼女を見かけなかったかどうかについて、だ。

  　すると、思いがけない言葉が返ってきた。

  「幡ヶ谷さんなら、午後になってすぐ早退したよ」

  「たぶん、いつものやつだよね」

  　いつもの早退ってどういうことだ、と聞き返すと、女子たちは互いに顔を見合わせて微妙そうな顔をした。

  

  「幡ヶ谷さん、すぐに早退するから」

  「理由は知らないけど、しょっちゅうだから。今日に限ったことではないよ」

  

  　早退したのか。それならばそうと連絡をくれればいいのに。僕は寂しい気持ちに満たされながらも、自分の携帯電話を取り出した。電話番号は彼女に教えてある。けれども彼女からの着信はないようであった。

  　瞬間、訪れた喪失感に僕は自分でも驚きよう愕がくした。彼女とは最近知り合ったばかりなのだから、ちょっとくらい彼女の知らない部分があるのが普通だ。それに、彼女には彼女なりの事情もあるのだろう。

  　でも。僕は下を向いて考える。どうしてこんな気持ちになるんだろう。幡ヶ谷さんのことをよく知らないというだけで、何か大切なものをなくしてしまったような、取り返しのつかないことをしてしまったような気持ちになる。

  　顔を上げたところで、僕は、僕のことをずっと見つめている女子たちの視線に気づいた。彼女たちは嫌悪感の入り交じった、複雑な表情をしていた。僕は不思議に思って、何か言いたそうな彼女たちに向かって、どうかしたの、と口にする。彼女たちはお互いに顔を見合わせて、ゆっくりと僕に告げてきた。

  

  「彼女に関わらないほうがいいと思うよ。彼女が早退するのは、強い呪のろいをかけているから」

  「彼女が呪っているとき、彼女に近づいたら、さらに強い呪いをかけられてしまうんだって」

  「実際に、彼女が早退した次の日に、彼女を馬鹿にした生徒が熱を出したなんて[image: ]うわさもあったし」

  「下手に近づいたら呪われるよ」

  

  　それきり、彼女たちは、顔をしかめたまま、僕の前から立ち去ってしまう。

  　一体どうしてだろう。僕の見ている幡はたヶが谷やさんと、彼女たちの見ている幡ヶ谷さんは、どこか違うんだろうか。首を傾かしげたところで、答えは出てこないのであった。

  　そう、だって。まだ僕は幡ヶ谷さんのことをよく知らない。

  　彼女が早退してばかりいるってことも、今、初めて知ったくらいなのだから。

  

  　△▼△

  

  　池袋での出来事は割愛する。あえて言うことがあるとしたら、僕の存在レベルが塵ご芥みからゴキブリに進化したくらいだった。僕は初めてだよ。あんな目で女子から見られるのは。そして、女子しかいない店に入るのも、だ。とりあえず、単純に進化できたことを喜びたい気分だ。ムリだけど。

  

  　△▼△

  

  　帰ってきた僕を、てっきり「おかえりなさい、仁じんくん、ありがとう！」と出迎えてくれるとばかり思っていた日ひ向なたさんの姿は、どこにも見つからなかった。

  　あれ、彼女はどこにいったんだろう。鍵かぎは開いていたし、人の気配も物音も感じられるので、生徒会室に潜んでいることは違いないだろうけど。

  　そこで、僕はとんでもないものを見てしまった。部屋の隅に何かがいる。妖よう怪かいだ、じゃなかった、日向さんだ。日向さんが、部屋の隅で体育座りをして薄い本を読みふけっている。周囲には、ポテトチップスやらペットボトルのジュースやらの残ざん骸がいが散乱していた。それだけじゃなく彼女の左右には、彼女を隠すように薄い本が高く積み上げられている。

  「おう、これはフルーティーなパッション。それでいてちょいとセンシティヴ」

  　男言葉になっている。かなり声こわ音ねは低い。そして意味不明な単語を発している。フルーティーって、一体、何？

  「この作者は俺的に当たりだった。チェックだ、チェック。サークル名は何だ。メールアドレスはないのか、もし書いてあるなら、俺のこのバーニングでフルーティーでスイーツなパッションを三時間以上かけて送り込む、今日、絶対やる、誰にも邪魔はさせん、絶対にだ」

  　なんで急に口調が様変わりしているんだろう。と、いうか、ニヤニヤ、だらしなく頰ほおを弛ゆるめているのは、一体誰なんだろう。彼女の口から発せられる、ヤバそうなカタカナの単語は、聞いているだけで、とても不安になってくる。

  　うん、わかっている、日ひ向なたさんだ。僕の心が認めたくないだけだ。

  　ちなみに、日向さんの穿はいているスカートは短めだ。

  　つまり、見えている。

  　羞しゆう恥ち心しんという感情が吹き飛んでしまったかのように丸見えだ。どうにも、僕が帰ったことにも気づいていないくらいなので、それだけ本に集中しているだけなのかもしれないけど。

  　だめだ、申し訳ないけど、そもそも、僕は今の彼女に近づきたくない。

  　だって、ずっと男言葉でぶつぶつ呟つぶやいているし。

  「やっぱり友達から借りたやつは当たりが多いな。これはきっと、あの子と俺のジャストフィットなシンパシー」
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  　ああ、こんな日ひ向なたさんを見ることになろうとは。ふっと、身体からだから力が抜ける。どうやら、思っていた以上に疲れていたみたいだ。僕は壁に寄りかかろうとして思わず、高く積まれている漫画に手を置いてしまう。はずみで本の山が崩れ落ちてしまった。

  「あれ？」

  　日向さんは、物音で僕の存在に気づいたようだ。声も、今まで僕が聞いていた彼女の少し高くて儚はかなげな感じだ。ああ、もう安心した。日向さんがこっちの世界に戻ってきてくれた。

  　日向さんは立ち上がり、膝ひざについた埃ほこりを払った。ゆっくりと僕に近づいてくる。

  　そして、僕は彼女のパンツが見えなくなったことにも安心した。同時にもったいない気持ちもわき出てくる。正直者な僕だ。

  「おかえりなさい、私の待ち望んでいた、夜のお供！」

  　僕に対しての、おかえりじゃないんだ。いや、わかっていたけど、少しはねぎらいの言葉をかけてほしかったよ。そもそも、何を夜のお供にするの？　僕の買わされたものは、やっぱりエロ本なの？

  　だめだ、残念すぎる、もったいない。

  　僕が心中で頭を抱えていると、日向さんが僕の顔を、無表情に窺うかがっている。どうしたの、と聞くと、彼女がにこりと笑んだ。

  「ずいぶん酷ひどい顔をしていましたね」

  「え？」

  「今日、私と過ごしてわかったでしょう？　私みたいなのと、あなたたちとは違う人種なんです。だからあなたも、私に対してドン引きしたんでしょう？　どうせ」

  「ど、ドン引きって、何が？　僕と日向さんと、どう違うわけ？　確かに、僕は日向さんみたいに妖よう怪かいをものすごく好きってわけじゃないけど。そこが、僕と日向さんの違いっていうこと？　でも、僕は日向さんが妖怪好きだからって、ドン引きしたりはしないけど」

  　残念には思っているけど。

  　日向さんは、また僕に対して興味を失ったようで、すぐにさっきまで座っていた位置に戻った。今度は体育座りのような危ない座り方をしていないので、ちゃんと守るべきところは隠されている。

  　そんなときに、バイブレーションの振動音が鳴り響く。僕は鞄かばんの中から、自分の携帯電話を取り出した。幡はたヶが谷やさんだ。

  「きょ、今日は」

  　電話に出るなり、幡ヶ谷さんの慌てた声が聞こえてきた。

  「今日は、そのっ、ご、ご……ごっ」

  「ご？」

  　豚の鳴き声みたいな音がするな。

  「な、なんでもないの！　用事が今、終わって」

  「なんの用事なの？」

  　怒っちゃいないけど、気になったので聞いてみることにする。

  「それは……言えないの」

  　口ごもるように告げた彼女は、いつもの彼女より勢いが大人しめのように思えた。

  「と、とにかく、それだけなの。それじゃ、ええと、また明日の朝に」

  　明日の朝？　僕が聞き返すと幡はたヶが谷やさんは早口で一言だけ告げたあと、すぐに電話を切った。

  　幡ヶ谷さんの最後に言い残した一言に、僕は引っかかりを覚えていた。

  　ふと、視線を感じたので顔を上げる。

  　日ひ向なたさんが、本を読むのをやめて僕をじっと見つめていた。話しかけてくると思ったのだが、日向さんは僕に何を言うともなく、ビー玉のような瞳ひとみを、ただひたすらに向けてくる。沈黙に耐えかねて、僕から日向さんにどうしたの、と話しかけた。

  

  「今の電話、幡ヶ谷さんですか？」

  

  　日向さんは僕の問いには答えずに、逆に質問し返してきた。そうだけど、と答える僕に、日向さんは目元を柔らかくして、無言で微ほほ笑えんできた。なんなのだろう。言いたいことがあるなら言ってほしいのだけれど。僕は、その思いを口にしてみるが、反応は返ってこなかった。

  「今日は、もう帰っていいですよ。私はもう少し、このプライベートルームにいますから」

  　生徒会室＝日向さんのプライベートルーム、なのか。

  「プライベートルームって言ってもさ、ここは生徒会室だから先生も入ってくるよね」

  「入れませんよ。私は品行方正、学校の模範的存在、生徒会長ですから。まさか、こんな私が生徒会室を私室にしているなんて誰も思いません。先生をこの部屋に入らせないようにするなんて、少し理由をつければあっという間に解決です」

  　やりたい放題な生徒会長の姿を見ても、あまりがっかりしなくなってきた自分自身にびっくりする。慣れてきたのかな。

  　ひとり帰ることにして生徒会室から出た瞬間、背後から先日聞いた怪しい笑い声が聞こえてきた。もしかして、あの奇妙な声は、日向さんのものだったのか。けどまあ、楽しそうならそれはそれでいいんじゃないかな。

  　それよりも僕は、幡ヶ谷さんが電話で言い残した言葉を、再度思い返してみる。

  

  『騙だまされちゃダメよ。生徒会長があなたを誘惑しているのには裏がある。例の怪しいメモのこともあるし』

  

  　そう、日ひ向なたさんの正体はとんでもないオタクだった。だからといって彼女の謎なぞが、すべて明らかになったわけではないのだ。それを、僕は幡はたヶが谷やさんの言葉で実感している。
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   第五章…デレられた金曜日

  

  　修羅場なんて、きっと誰にだって経験がある。

  　例えば、僕が最近経験した修羅場は高校受験だ。今、僕が通っているこの学校は、かなり偏差値が高い。どうして僕がこの学校を選んだのかというと、歩いて通える距離だからだ。試験が難しいのはわかっていたけど、それでも電車通学が面倒だったので、頑張って勉強した。受験間際まで絶対合格できないくらい低い偏差値だった僕は、七日間くらいほとんど寝ないで、知識を頭に詰め込んだのだ。それが一夜漬けならぬ、七夜漬け。僕にとっての一大修羅場であった。

  　だが、記憶をなくして五日目、金曜日の朝。僕は今まで迎えた修羅場とは意味の異なるものに出くわしてしまっていた。

  　僕の家、狭い玄関で、日ひ向なたさんと幡はたヶが谷やさんが僕を待ち構えていた。ふたりとも、わざわざ僕を迎えに来てくれたのか。嬉うれしいと思う半面、朝からどうしてこんなピリピリした空気を味わわなければいけないのだろうと、冷や汗を流してしまうのであった。

  「おはようございます、仁じんくん」

  　日向さんは、昨日の夕方とは異なる優しい表情で僕に挨あい拶さつしてきた。

  「さあ、今日も思う存分、私にご奉仕をお願いしますね」

  　あ、違った。昨日と同じバージョンだった。おかしいな、一日たてば昨日見た彼女の姿が少しは変わるかなとも思ったのだけれど。しかも完全に遠慮がなくなった日向さんは、今までの思わせぶりな態度から、完全に女王様的な態度にシフトチェンジしてるし。

  「今日も思う存分？」

  　幡ヶ谷さんが、日向さんの発した微妙なワードに反応している。日向さんは、ニコニコとした表情を幡ヶ谷さんに向けた。

  「ええ、今日も、昨日と同じように」

  「昨日？」

  「そう、昨日です。……ああ、そうですよね、幡ヶ谷さんは知らないんでしたっけ」

  　蔑さげすみを込めた瞳ひとみで、日向さんは、幡ヶ谷さんを嗤わらった。

  　ちょっと待った。何な故ぜ、急に日向さんは幡ヶ谷さんに喧けん嘩かを売り出すんだ。幡ヶ谷さんはというと、ものすごく驚いた顔をしていた。そりゃそうだ、昨日までの日向さんは、こんなに攻撃的ではなく、どちらかというと幡ヶ谷さんを優しくフォローしていた側だったのだから。

  「知らないなら、それはそれで私は構いませんよ。ね、仁くん。ある意味、私と仁くんふたりだけの秘密ですものね」

  　言うなよ、昨日のことばらしたら殺すぞ。日向さんの目は静かにそう訴えていた。いや、言いませんけど。僕だって命は惜しいですし。しかも日ひ向なたさん、腕を絡めてくるんですけど、どういうことなの。

  「ちょっと、どういうことよ仁じん庄しよう助すけ。あなたは私と」

  　生徒会長の正体を見抜き、記憶喪失の謎なぞを解き明かすんじゃなかったの、幡はたヶが谷やさんの瞳ひとみは、激しく怒りに震ふるえていた。いやわかってますけど、僕にもいろいろ事情があってね。

  　ふたりの少女から目で訴えられて、僕は恐怖に身を縮めるしかない。ち、違うんだ。僕の望んでいる状況はこんなものじゃないんだ。もっと、三人でお互い情報を共有し合って、記憶喪失事件を解決したいんだ。

  「え、えっと、やっぱり僕は思ったんだけど、記憶喪失に関しては、三人で協力し合ったほうが、早く解決するんじゃないかなって。だから三人でさ」

  「イヤよ」

  「協力するとしても、私と仁くんのふたりきりです」

  　まだ最後まで言い終わっていないのに。ふたりともそんなに強く拒絶することないじゃないか。

  　日向さんの言葉に、幡ヶ谷さんが大きく反応した。彼女の肩がびくりと跳ね上がる。日向さんは、微ほほ笑えみを崩すことなく言葉を続ける。その視線は、しっかりと幡ヶ谷さんへと向けて。

  「はっきり言っておきますね。幡ヶ谷さんが一緒なのはイヤです」

  　日向さんの畳みかけるような言葉に、幡ヶ谷さんはすぐに唇くちびるを嚙かんで沈黙した。そして苦々しい表情で、日向さんを睨にらみつけながら口を開いた。

  「仁庄助は私とふたりきりで行動するのよ、あなたには渡さないわ」

  　え？

  「いいえ、彼と一緒に秘密を共有するのは私だけです。あなたこそ邪魔です」

  　え？　え？

  　どうして、幡ヶ谷さんと日向さんが、火花を散らすように睨み合っているわけ？　まるで僕の取り合いみたいになっちゃっているわけ？

  「……そうね、その秘密とやらよ。だから、何なのよ、それは？」

  　幡ヶ谷さんが僕のほうを、きっと睨みつけてきた。

  「ちょっと、仁庄助、教えなさいよ！　どういうことよ。あなた、私のいないときに、一体、あの女と何をしたのよ！　何があったのよ！」

  　え？　そこで、僕を責めるの？　攻撃対象が違うんじゃないかな？

  「仁くんを追求しても無意味です。もう、彼は私の奴ど隷れいなんですから」

  「は、はあ？　奴隷？」

  　幡ヶ谷さんが青ざめている。どうして、僕のことなのに、彼女がショックを受けている様子を見せているんだろう。

  　幡はたヶが谷やさんの眦まなじりがつり上がり、瞳ひとみは暗く淀よどむ。そのまま、僕の肩を強く摑つかんできた。

  　いや、いやいや、だからそこで、どうして僕に怒りの矛ほこ先さきが向かうわけさ！

  　日ひ向なたさんが挑発しているわけだから、攻撃対象は日向さんにしてくれないかな。

  「ど、どういうことよ！　どういうことなのよ！」

  　彼女が勢いよく僕の身体からだを揺らしてくるので、僕の首が、がくんがくん、と上下する。

  「奴ど隷れいって、何の話よ！　あなた、一体、何をしたのよ！」

  「な、何も……どちらかといえば、その、僕が日向さんにされたというか」

  「だ、か、ら、曖あい昧まいに言葉を濁すのはやめなさい！　あなたの意志で奴隷になっているの？　それともあの女に何かされたの？」

  　幡ヶ谷さんは身体を揺らす手を止めて、僕に顔を近づけてきた。は、鼻息が荒い。

  「いや、だから、僕は」

  　さっきも言ったように日向さんのせいなわけで。だけど、それを詳細に説明できないわけで。

  　僕はどうにか今の気持ちを幡ヶ谷さんにわかりやすく伝えようと、口を開こうとした。

  「仁じんくーん？」

  　日向さんの猫なで声に、僕はびくりと身体を震ふるわせた。

  「奴隷はご主人様の言うことを素直に聞けばいいだけって、わかりますよね？　余計なことは口にしませんよね？　私が秘密にしてほしいって言っているんだから、ちゃーんと私の言うことを優先して聞いてくれますよね？」

  　日向さんの言葉に、幡ヶ谷さんの鼻息がさらに勢いを増した。

  「ちょっと、仁庄しよう助すけ！　だからなんで、あんな女の言うことを素直に聞いているわけ？　呪のろい殺すわよ！」

  「の、呪うのは、やめてくれないかな……」

  「じゃあ、祟たたり殺すわ！」

  　顔を真っ赤にしながら、僕に向かって怒鳴ってきた。祟るのもやめて。

  　それに、急にそんなこと言われても、僕はどう答えればいいのかもわからないよ。

  「ほーら、仁くん、困っているじゃないですか。怒鳴れば言うこと聞いてくれると思っているんですか？　女の子なら、もっとこういうことしないと」

  　日向さんは僕に密着してくる。ふとももで、僕の足を挟み込んできた。

  　ちょっと、そういうのをいきなりしてくるのは、ギリギリアウトだって！

  　幡ヶ谷さんが顔を強こわ張ばらせた。あ、額ひたいに、見事なまでに青筋を立てている。ピースサインをしてくる。傘かさを脇に挟んで、器用に、両手でピースサインだ。やめて、僕の目は四つもないから。あ、違う？　もしかして、日向さんもターゲットに入っているから、四本なの？

  「ま、待って、こういうのは、話し合おう、頑張ろう」

  　頑張るのは、僕のことな。

  　誰か助けてほしい。

  　前回の修羅場は、僕が受験に合格することで終わりを告げた。

  　今回の修羅場は、何を達成することで終わってくれるんだろうか。

  

  　△▼△

  

  　登校途中の話は割愛させてほしい。結論からいうと、思い出したくもないことばかりだった。血を血で洗うような惨劇にならなくてよかった。

  　学校に到着して下駄箱で靴くつを履き替え、そのまま自分の教室に向かおうとした僕を日ひ向なたさんが引き留める。耳元で近くにいる幡はたヶが谷やさんに聞こえないように、

  「まだ授業開始まで時間がありますよね、プライベートルームの掃除をしてください」

  　と命令してきた。

  　幡ヶ谷さんは、今にも呪のろい殺しそうな目で僕を見つめている。日向さんじゃなく僕のほうなのが、ポイントな。

  「だ、だけど、ほら、だって」

  　僕は日向さんと幡ヶ谷さんを交互に見やりながら、引きつった笑えみを浮かべた。

  　だって、日向さんには逆らえないんだもの。

  　そういうことが素直に幡ヶ谷さんに言えればいいんだけど、当然無理なわけで。

  　幡ヶ谷さんは、怨おん念ねんを蓄えた双そう眸ぼうで、僕を見つめながら唇くちびるを開いた。

  「だってもくそもないじゃない。生徒会長に何を言われたのか知らないけど、あなたは生徒会長の言われるがままに行動しようとしているわ。それに噓うそも偽りもないでしょ。見たままでしょ、事実でしょ」

  　登校途中はあんなに激怒していたのに、今の彼女の感情は冷え切っている。怒りを通り越して、たどり着いちゃいけない領域にまで達しちゃったみたいだ。

  　静かに、しずかーに、それでいてどうしようもなく、幡ヶ谷さんは怒っちゃっている。

  「あなたは生徒会長の奴ど隷れいになってしまったの？」

  　口ごもって答えられない僕に、幡ヶ谷さんは半眼になった。

  「じゃあ、私はあなたを呪いのわら人形にするわ」

  　うわ、また物騒なことを言い出したよ。

  「え？　え？　どういうこと？」

  「そのままの意味よ。呪いのわら人形をあなたに見立てて、丑うしの刻こく参まいりを行うのよ」

  「ほ、本当にするの？」

  　僕の言葉に、幡ヶ谷さんは僅わずかに沈黙したのち、緩ゆるやかに首を横に振った。

  「しないわ、そんなことはしない。単なる例え話よ。そういうことをしたいくらいには、腹を立てているというだけのことよ。大体、本当にするんだったら、こんなふうに口にできないし、してしまった時点で終わりよ。呪のろいはすべて己おのれに返って来ちゃうわ。呪いというのは、本来、人にばれないようにして行うのがセオリーなんだから」

  　幡はたヶが谷やさんは、難しそうな顔をしてはっきりと告げてきた。

  「本当に呪いたいなら、絶対に口にしちゃだめなんだから」

  　でもそれって……、幡ヶ谷さんは普段、呪う気なんて全然なくて本気じゃないから、口癖のようにたやすく呪いの言葉を連呼していたってこと？

  「さっきから、仁じんくんにばかり話しかけているみたいですけど」

  　日ひ向なたさんが声を弾ませて、幡ヶ谷さんに話しかけた。

  「仁くんは私の奴ど隷れいであり所有物です。だから、まずはご主人様である私にお伺いを立てるべきなんじゃないですか？」

  「あなた程度の人間に、話すことなど何もないわ」

  　幡ヶ谷さんは、日向さんの言葉をきっぱりと断ち切った。

  「そもそも、私は、仁庄しよう助すけがあなたの所有物だなんて認めていないもの。その時点であなたの言っている前提条件は崩れるわ。……だからあなたが、他人が同じく他人である仁庄助に何を言おうとどうでもいいわ。仁庄助については、私が仁庄助本人に直接聞くわ」

  　幡ヶ谷さんの瞳ひとみが、真っ直すぐに僕に向けられる。

  

  「だから、ごまかさないで答えなさい。昨日、生徒会長と何があったの」

  「仁くん、答えちゃだめです。ぜーったいに、だめですからね」

  

  　同時に、日向さんから、語気を強めた言葉で追い詰められる。

  　僕はどうしたらいいの？　ふたりの女の子から相反することを言われて、どう対処すればいいわけ？

  　黙り込んでひたすら汗を流している僕を見て、日向さんは勝ち誇ったような笑えみを幡ヶ谷さんに向けた。ま、まあ、そうだよね、僕は何も言っていないわけだから、日向さんとの約束を守ったように見えるよね。実際は、ただ僕が混乱して何もできなかったっていうだけなんだけどね。

  「さて、じゃあ、仁くんが私の奴隷だということが証明されたので、仁くんは私と一緒に大人しく生徒会室に行きましょうね」

  　わざわざ、そうやって幡ヶ谷さんを挑発しないでほしいな、日向さん。

  　日向さんに無理やり生徒会室に連れられていく僕の姿を、幡ヶ谷さんは無言のまま目で追いかけていた。

  　ひとり残された幡ヶ谷さんは、唇くちびるをゆっくり動かしてぽつりとひと言何かをつぶやき、僕に背中を向けた。

  

  　生徒会室に着くと、ダンボール箱がいくつかなくなっていたので、昨日見たときよりは広く感じられた。わざわざ宅配便の人を学校まで来させたのだろうか。彼女ならやりかねない、と僕は日ひ向なたさんを見る。

  　それでも、まだ部屋には物が散乱している。足の踏み場は昨日よりはできているけれども、まだまだ歩き回るには危なっかしい。

  　彼女は、床に直接敷いたマットレスの上に寝そべって、ノートパソコンを開いてマウスを握っていた。

  　ダンボール箱が片付いたといっても、この部屋はまだ汚い。衣服が散乱して、足の踏み場がなくなっているのもそうだが、掃除機をかけていないのか埃ほこりが堆たい積せきしている。だが、それも仕方ないとも思う。そもそも、掃除機をかけるスペースすら存在しないのだから。

  　僕は嘆たん息そくした。日向さんを見る。日向さんは生徒会の仕事をしているのだろうか。それとも趣味の世界に生きているのだろうか。きっと後者なのだろうな。

  「でもさ」

  　僕は、当たり前のことを口にしてみる。

  「どうして、僕が掃除しなきゃいけないのかな、日向さんの代わりに」

  「奴ど隷れいは口ごたえしません」

  　ディスプレイから目を離すことなく、淡々とした口調で返答した。

  　日向さんが掃除をしろと言っているのに、酷ひどい他ひ人と事ごとっぷりだ。いっそ、清すが々すがしさすら覚える。

  　だけど、僕はそれでもいいかなと思った。

  　日向さんのことは嫌いじゃないし、こうして素の自分を見せてくれるということは、僕に少しは心を開いてくれた証あかしなのだろうから。

  　同じように、幡はたヶが谷やさんも僕に心を許してくれたらいいんだけど。せっかく友達になれたと思ったのにな。

  

  『裏切り者』

  

  　先ほど日向さんに連れられていく前に、幡ヶ谷さんが呟つぶやいたであろう言葉を思い出した。同時に彼女の表情も。無表情ながらも肌は青白くて、唇くちびるは小刻みに震ふるえていた。やっぱりショックを受けちゃったのかな。幡ヶ谷さんに酷い誤解をされてしまっているみたい。とはいえ日向さんに強く言われると、気弱な僕としては大人しく従うしかないわけで。しかも、彼女に対して酷ひどいことをしでかしているみたいだし。どうにもこうにもならないのが現状だ。

  　だけど、幡はたヶが谷やさんとの縁をここで切りたくない。

  　幡ヶ谷さんに裏切り者なんて酷いことを言われても、そして日ひ向なたさんからいいように扱われても、僕はそれでもふたりと仲良くしていきたいと思っているし、この状況はこれでいいんじゃないかなとも考えている。だってほら、先週の記憶がなくても今週の僕が今の時間で築き上げてきたものなんだから。

  　なんだかんだで楽しいし。

  　もしかして僕は新しい何かに目覚めちゃったのかな。

  　自覚がなかっただけで、ドＭだったのかな。だから、こんなに酷い状況でも、どこか気持ちよさを感じちゃっているわけなのかな。

  　実は、下駄箱前で幡ヶ谷さんと別れた直後、彼女から携帯にメールが届いていた。日向さんの手前、まだ読めてはいないが、あとでちゃんと確認しなければいけない。

  　このまま、仲がこじれたままなのは嫌いやだから。三人で新しい関係を築き上げるためにね。

  　まずは掃除だ。正直、寝っ転がっている日向さんが一番邪魔なのだが、あえてそれは口にしないことにする。

  　僕が必死で掃除をしていると、突然、日向さんが呻うめき声を上げ始めた。その、あまりに人を超越した声こわ音ねに僕は驚いてしまう。怖々と彼女のほうを向くと、日向さんも僕を見つめていた。

  「ど、どうしたの」

  「これを見ろ」

  　あ、男口調になっている。あ、このバージョンの日向さんはちょっと関わり合いになりたくないな。まだ、この彼女への対応に慣れていないからね。

  　日向さんは、パソコンの画面をこちらに向けてきた。そこには、鉛筆書きのような線で書かれた漫画が映っていた。縦長の、十コマくらいの短い内容だ。

  「スクロールバー、仕事しろって思うだろうが！」

  「え？」

  「だから、スクロールバー！　この漫画、とても面白い内容なのに、中途半端に終わっちゃっているんだっての。もしかしたら続きがあるかもしれないのに、スクロールバーがこれ以上、下がってくれないんだよ、仕事してくれないんだ！」

  　ようやく僕は理解した。この、日向さんの男口調は、深層心理にまでオタク心が入り込んでしまった結果、こんな感じで人格変化してしまうんだろう。それだけ物事に熱心になってしまうのか。我を忘れてしまうほどに。うん、そういうことにしてほしい。この男口調の日向さんこそが、素の日向さんだなんて、信じたくないから。いや、素なのかもしれないけど、そうだとしても、もうちょっとこの日向さんを理解する時間が欲しい。

  「いや、今、自分で中途半端に終わっているって言ったじゃないか。じゃあ、それはそれで終了なんだろ。続きがあるかどうかは、作者次第なんじゃないかな？」

  　なんて、僕は適当なことを言ってみる。

  「じゃあ、全裸になれよ」

  　僕は耳を疑った。当然だ。

  「ど、どうして？」

  　僕の疑問も当然だろう。だって、いきなり掃除の途中に何を言い出すんだ、この女の子。

  「わざわざ説明しないとわからないのかよ！」

  　半ば切れ気味で日ひ向なたさんが立ち上がり、僕に向かってノートパソコンの画面を押しつけてくる。

  「ここには、好きなイラストに閲覧者がそれぞれ思うがままに自分の気持ちを表わした『タグ』をつける機能がついているんだよ。で、今、俺はもんのすごくこの作品の続きが見たいんだ。その気持ちを表現するタグに『暑くなってきましたね』とか『続きを全裸で待機』とかいうのがあるんだ。まさに、今、俺は全裸で待機したい気持ちなんだよ。だから」

  　日向さんの目は据わっている。

  「誰かに全裸で待機してもらわないと困るんだよ。当然、俺も全裸になるけど、ひとりだけじゃ足りないかもしれないだろ？　だからおまえの力を借りたいんだ」

  　目が血走っちゃっている。

  「全裸で待機しろ、この野郎」

  　ダメだ。完全にあっちの世界に行っちゃってる。

  「続きがあるかどうかが作者次第だというのであれば、読者の熱い気持ちが作者に少しでも伝わるように、言い出しっぺの俺とおまえが全裸待機するのが筋だろうが！」

  　もう無茶苦茶だ。そんなことできるわけがない。言い出しっぺの俺とおまえ、ってどうして僕も入ってるんだよ。僕が全力で拒否すると、日向さんは半眼になり喉のどの奥で呻うめいた。

  「だが、誰かが全裸で待機しなければいけないんだ！」

  「誰も全裸にならなくていいよ、なんでそうなるんだ！」

  「おまえにはわからない理屈だ。ええい、離せ、脱がせろ！　そして写真をうｐで誠意を見せるんだ！」

  「ダメ、脱衣、ダメ、うｐ、絶対！」

  「脱衣、絶対、ミッションコンプリート……ええい、邪魔をするな！」

  「邪魔するよ、絶対にミッション阻止するよ、お願いだから、脱がないでくれ」

  　たいへんな画像が流出しちゃうよ！

  「解げせぬ」

  「解してよ！　お願いだから、もう動かないで、じっとしていてよ！」

  　日ひ向なたさんと格闘したあと、どうにも彼女を口で止められないとわかった僕は汗まみれで、彼女に告げた。

  「わかった、じゃあ僕が代わりに脱ぐから」

  　お願いだから、もうやめて、じたばたしないで。

  　汗だくになった日向さんは、息を整えながら僕を凝視した。

  「本当だな、おまえが代わりに脱いでくれるんだな、約束だぞ。約束破ったらただじゃおかないからな」

  「う、うん、もう、どうにでもして」

  　だって、それで日向さんの気が治まるなら！

  　僕は自分が裸になることを、迷わず選択するのであった。

  　ってあれ、なんかおかしくないか？

  

  　僕はパンツまで脱いだ。

  

  　当然、全裸になったからといって、何かが変わるわけでもなかった。日向さんは、パソコンの画面を食い入るように見つめている。彼女の、マウスを動かす手の速度が尋常ではない。日向さんは、全裸になった僕に気づいていないのか気づいていて無視しているのか、僕のほうを見ようとはしなかった。いや、まじまじと見られても困るのでこれはこれでいいのだが、掃除することができないでいるのは辛つらい。

  　そろそろ授業が始まる時間も近づいてきたし寒くなってきたしどうしたものか、と悩んでいたところ突然、生徒会室の扉が開いた。

  「神み谷たに、いるんでしょ、そろそろ教室に戻りなよ」

  「先生来ちゃうよ、ちゃんと朝礼には参加しないと」

  　真ま面じ目めそうな容姿の女子ふたりだ。彼女たちが顔を覗のぞかせながら、日向さんに声をかけている。この部屋に入ってこられるということは、生徒会メンバーだろうか。この部屋に平気で入ってこられるってことは、日向さんの趣味を共有しているということかな。

  　まあ、そんなことは置いておいて。うん、今入ってこられるのはとてもまずい。

  　空気が凍りつく。

  　彼女たちの視線が、僕の股こ間かんに集まっているからだ。静寂のなか、ようやく日向さんがパソコンから顔を離して、やってきた女子ふたりへと視線を向けた。そして、僕へも。

  　ぎゃっと、日向さんが叫んだ。

  「な、なんで、本当に全裸になってるんですか？　助けて！　汚きたない！」

  　汚いって言われた。

  　僕は女の子に汚けがされてしまった。

  

  　そのあとの顚てん末まつは割愛するよ。要約すれば、僕のレベルがゴキブリから性犯罪者になったくらいかな。グレードアップだね。やったね、逮捕されないのが不思議なくらいだね。死にたい。

  

  　日ひ向なたさんは、着替えの最中、いっさい、僕のほうを見ようとしなかった。うん、別にいいけど。まじまじと見られたいわけじゃないし。着替えをしながら日向さんを一いち瞥べつすると、彼女は、僕に背を向けて女子たちと穏やかな表情で会話している。表面上取り繕つくろっている日向さんでもがっかりな日向さんでも、その両方を知ってもなお友達になってくれている人が、彼女の傍そばにはいるようだった。それはとても喜ばしいことだと僕は感じる。できれば僕もそのなかのひとりに入れてもらえないかとも考える。

  　ふと、幡はたヶが谷やさんのことが過よぎった。同時に、彼女に対するクラスメイトの反応も。

  　いろいろな人が彼女のことをあまりよく思っていないようだった。

  　そういえば、幡ヶ谷さんのメールをまだ読んでいなかったな。

  　ちゃちゃっと着替えを終えて携帯を取り出し、彼女から届いたメールを見ることにする。

  『私は、別に嫉しつ妬としているわけじゃないわ。私が生徒会長に敵意を抱いだいているのには、理由があるのよ。わかっていると思うけど、もう一度だけちゃんと言っておくわ』

  　そんなとき、日向さんの友人が僕を指差して声を上げた。
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  「あ、思い出した。どうもこの男の子、見覚えがあると思ったら、最近、幡はたヶが谷やさんと一緒にいる子でしょ」

  　僕は身体からだを強こわ張ばらせた。僕は今、その幡ヶ谷さんから来たメールを読んでいる。

  『私の管理している資料館から、展示品であるモチェの仮面が紛失した。タイミング的にも、なくなったのは間違いなく先週の日曜日しかない。その日曜日、生徒会長は資料館に侵入している。そして私の記憶は先週丸ごと抜けてしまっている。また、生徒会長は仮面について知っているようなメモを残している。だったら生徒会長が仮面を盗んだんじゃないかって怪しむのは当然よね？』

  　彼女がずっと気にしていた、日ひ向なたさんが彼女の管理する資料館に侵入した件だ。

  「一体どこで、どうあの子と知り合ったの？　あの子、おかしな言動ばかりするし、笑ったところなんて一度も見たことないし、早退もたくさんするし、それでいて学校からは特別扱いされているみたいだから、他人に対してあまりよい対応しないみたいで、悪い[image: ]うわさしか聞かないし」

  『関連性を疑わないほうがおかしいでしょ。その、なくなった展示品は、私にとって大事なものだったの。だから、ちゃんと見つけたいのよ。そのためには、あの女の秘密をどうにか暴かないといけないのよ。別にあなたと生徒会長の仲に口出ししたいわけじゃないのよ』

  「呪のろいとか、まじないだとか、わけのわからないことも口にするから、正直、言っていることも信用ならないことで有名だし」

  『お願い、私に協力して。本当はこんなことも、きちんと会って話すべきなのも理解しているわ。でも、会ったらまた喧けん嘩かしちゃいそうでイヤだったのよ。だから』

  　メールは、そこで終わっていた。

  　女子の話も、ちょうど途切れたところだった。

  　幡ヶ谷さんは笑ったことが一度もないという。僕も短い間ではあるが、彼女と交流をしてきた。確かにいっさい彼女の笑顔を見たことはない。

  　瞬間、頭痛がした。またか。また、例のデジャヴの前兆か。

  　周囲の景色が溶け込んだかのように淡く、ぼんやりした色彩に変化する。眼前に鮮やかな色彩を伴った人間の姿が急に見えだした。

  　その人間は幡ヶ谷さんだった。

  　彼女の頰ほおは、優しく弛ゆるんでいた。

  　あんなふうに笑うのか。だけど、僕にはそんな彼女を見た記憶なんかない。どこにもない。けれど、彼女は僕の目の前で微ほほ笑えんでいた。

  　眼前に映し出された景色は、あっという間に消えてなくなる。元の生徒会室の景色に戻っていく。今見た光景は何だったのか。僕の過去の記憶だったのか。だが、取り戻したような感覚はない。まるで誰かの伝記を模した映画を、観客席で眺めているような感じだ。

  

  　先週の僕は、幡はたヶが谷や月つく夜よの笑顔を見たことがあるのか？　どうやって、そこまで彼女と交流できたのか？　今週の僕は、こんなにも彼女との仲に手こずっているのに。

  

  　日ひ向なたさんが黙り込んでしまった僕の表情を見た。

  「幡ヶ谷さんのことなんて、どうでもいいじゃないですか」

  　僕と女子たちに微ほほ笑えみかける。

  「非オタでも、ここまで理解してくれるなんて。私は生徒会メンバーには、理解の得られない人はなるべく入れないでおこうと考えていたんですけど」

  　そこで、日向さんは僕を一いち瞥べつした。

  

  「あそこで脱ぐなんて、普通できる行為ではありません」

  

  　日向さんは上ずった声で僕に話しかけてくる。この、[image: ]あふれ出る感情が形になって見えてくる表情に、僕は覚えがあった。

  　日向さんの言葉を嬉うれしく思いながらも、僕はやはり幡ヶ谷さんの言葉に引っかかりを覚えていた。どうでもいいで片付けたくない。

  　僕はたどたどしいながらも、ちゃんと思っていることを口に出す。

  「幡ヶ谷さんは悪い子じゃないし、僕は別に困ってもいないよ。みんな、彼女のことを誤解していると思うんだ」

  　むしろ、どうしてみんな彼女のことをあんなに忌いみ嫌うのだろう。変な女の子だけど、少しでも彼女と交流すれば、それだけじゃないってわかるはずなのに。確かに、僕も最初はおかしな子だと思ったけどさ。

  　とたん、日向さんの表情が能面のように変化した。

  　それがとても印象的だった。

  

  　△▼△

  

  　次の休み時間、短い時間だが、幡ヶ谷さんと直接話をしようと彼女の教室に向かった。

  　ところが、幡ヶ谷さんはまたもや早退してしまったようだ。わざわざ幡ヶ谷さんを訪ねてきた僕が珍しいのだろう。クラスメイトたちからの、全方位不審者的ものを見る視線を受け止めながら、僕は幡ヶ谷さんの教室から出る。

  　力なく廊下を歩き、自分の教室に戻りながら、僕は途方に暮れていた。メールで返事をしてしまえば早いのはわかっているのだが、今はとにかく彼女と直接会って話がしたい。

  

  「運や縁は、どうしてもその人の背負っている業ごうに縛られるものだ。業が重ければ重いほど、縛られていればいるほど、どれだけその業に抗あらがおうとも、どうにもならないものさ」

  

  　この意味ありげな言葉を吐いてくるのは。

  「君の顔からは、どうにもならないほどに重苦しい業が視みえるよ。ずいぶん落ち込んでいるみたいだけど、しょせん業は人の思惑ではどうにもならないから、潔いさぎよく諦あきらめるがいいだろう」

  　自分の教室の戸を開けようとしている僕に話しかけてきたのは、やっぱり藤ふじ森もりさんだった。彼女の手には本があった。読みかけだったようで、可愛かわいらしいピンクの押し花のしおりが挟んである。

  「そ、それは、僕を慰めてくれているの？　それとも」

  　あまり、いい意味じゃないのかな。

  「慰めてもいないし、馬鹿にもしていないよ。ただ単に事実を告げているだけさ」

  　藤森さんは飄ひよう々ひようとした仕草で髪をかき上げた。

  「君と幡はたヶが谷や月つく夜よと神み谷たに日ひ向なたが、一緒に登校したこと、それなりには[image: ]うわさになっているみたいだよ。珍しい組み合わせだってね」

  「僕が前から薄々感じていることを、藤森さんに言っていいかな？　藤森さんは、僕たちに起こったことを知っているんじゃないかな。だから、そんなふうに意味ありげな言葉を言ったり、僕たちをからかったりしているんじゃ……」

  「知らないよ」

  　即答された。僕と藤森さんは無言で見つめ合う。先に顔を背そむけたのは僕だった。だって、藤森さんのよくわからない気迫みたいなの、怖いし。最近、女の子に負けてばっかりいるような気がするよ。

  　どうも、三人の女の子たちは、僕に何か大切なことだけをそれぞれ隠しているんだ。それがわからないからこそ、こうして僕はよくわからない現状でもがきがならも、取り残されてしまっているんだ。本当に困る。そういうの。

  「じゃあ、もういいよ。あのさ、僕は幡ヶ谷さんに会いたいんだけど、なんで早退したのか知らないか？　やっぱり家に帰っているのかな」

  　藤森さんは鼻で笑った。

  「……ああ、そう、先週の君には教えていて、今週の君には教えていないことがあったね」

  　藤森さんは僕を指差して、指の先をぐるぐると回した。

  「幡ヶ谷がモチェの資料館の管理人をしているのには、きちんとした背景があったみたいでね。彼女のご両親が、この学校の発展に深く貢献したようで、ここの理事長がそれをとくに感謝に感じているみたいでね」

  「親の七光りなの？　彼女が言うには、自分の勉強が認められたという感じだったけど」

  　藤ふじ森もりさんは肩をすくめた。

  「もちろん、それもあるだろうけど、それ以上に学校に協力した彼女のご両親が事故で亡くなったのも大きいみたいでね。彼らの功績をできる限り配慮した形で残したいというのが、学校側の考えだったみたいだよ」

  　僕は沈黙して、その事実を受け止める。それで終わりか、と問いかける僕に藤森さんは首を横に振った。まだ大事なことを教えていない、と。

  「……君たち、仲が良かったんじゃないかな？」

  　藤森さんの言葉に、僕は首を傾かしげて、誰と誰が、と聞き返した。

  「君と幡はたヶが谷やだよ。君は先週ずっと、彼女の管理している資料館に、通い詰めだったらしいよ。足繁く健けな気げに、一日も欠かすことなくね」

  　ああ、だからクラスメイトたちは、僕と幡ヶ谷さんの接触を見ていなかったのか。僕たちは、モチェの資料館で交流していたのだ。

  「仲が良いとは限らないじゃないか。用事があっただけなのかもしれないし。僕が通い詰めだった理由までは、藤森さんも知らないんだろう？」

  「……」

  「それとも、知っているの？」

  「いいや、知らないよ。だけど、ほら、彼女の管理しているモチェの資料館は、彼女がいるからこそ、誰も寄りつかない場所だったからね。だからこそ、君がずっと通っていたという事実がおかしいんだよ」

  　僕はため息交じりに、藤森さんに聞いてみた。

  「藤森さんも、もしかしたら幡ヶ谷さんに良い印象を抱いだいていないの？　彼女のことを変人と思っているから？　だから彼女に対して、そんなふうに言うわけ？」

  　僕が告げると、藤森はきょとんとした顔つきになった。

  「幡ヶ谷が変人だって？」

  　藤森さんは腹を抱かかえて爆笑した。

  「幡ヶ谷の変人なんて、太だ宰ざい治おさむの変人度に比べたら大したことないよ！」

  　彼女は、持っていた本の表紙を見せてきた。太宰治の『走れメロス』だ。

  　太宰がどれだけおかしいのか知っているかい、と藤森さんは頰ほおを紅潮させた。

  「太宰治はお金もないのに店で高い天ぷらを注文して、払えなかったから、そのうち必ず払うって告げて親友の檀だんくんを借金の代わりに差し出したんだよ。けれども、結局、太宰治は帰ってこなかった。さすがの檀くんも腹が立ってね、太宰治が帰っているであろう東京に戻ったわけさ。そうしたら太宰治は井い伏ぶせ鱒ます二じと将棋していたんだよ。檀くんは怒ったわけだよ。おまえなんなんだよ、と怒鳴るくらいにね。太だ宰ざい治おさむはどう返したと思う？　待つ身が辛つらいかね、待たせる身が辛いかね。つまり、君を待たせている自分だって辛かったんだって言い訳したわけさ。のちに、この自分の行為を自己弁解するために書かれたのが、走れメロスという作品なんだけど。友人に対してこんなに酷ひどい態度を取れる太宰のほうが、頭がどうかしてる」

  　えっと。

  「つまりそれは、幡はたヶが谷やさんを藤ふじ森もりさんなりに、フォローしているの？」

  「フォローっていわれてもね。事実を告げただけさ。……彼女の受けが悪いのは知っているよ。けど、だから何なのかな？　そんなこと、ボクにとってはどうでもいいことさ」

  「そう、よかった」

  　僕の頰ほおが弛ゆるんだ。そんな僕の表情とは裏腹に、藤森さんが小さく顔を歪ゆがめた。

  「何がよかったって？」

  「藤森さんに、幡ヶ谷さんのことを相談したことだよ。藤森さんは、他のクラスメイトと違って、彼女を悪く思っていないってことが、こうしてわかったから。それだけでもすごく価値のあることだ。これからも、幡ヶ谷さんのことを相談するかもしれないけど」

  「よろしくねって言いたいのかな？」

  　僕の言おうとした言葉を取られて、僕は啞あ然ぜんとした。

  「面白いことを言うね」

  　何が、と尋ねる僕に、藤森さんは薄く笑った。

  「先週、同じことを君から言われたよ。幡ヶ谷さんを差別しないボクに、彼女のことを相談してよかったってね。君は本当に記憶のないわりに、先週と同じことを繰り返すんだね。面白いったら」

  　面白いといわれても、どう反応すればいいのやら。

  「あ、面白い、で思い出したことをもうひとつ。幡ヶ谷さんの管理する資料館がモチェの歴史にまつわるものだって知っているかい？」

  「うん、知ってる。知りたくないくらいに知っちゃってる」

  「だったら、これも知ってる？　彼女の研究テーマが呪じゆ術じゆつってことも。彼女は呪術全般に興味を持っているけど、そのなかでもご両親が研究していたモチェに深く傾けい倒とうしているってことも」

  「……知ってる、けど」

  「君の記憶喪失、もしかすると呪術が関わっているかもしれないね。仮にだけど。もし、モチェの呪術が関わっているのだとしたら、とんでもないことになるよ」

  　藤森さんが清すが々すがしい笑みを見せてくる。

  「モチェの呪術は生いけ贄にえを要求するからね。君、死なないといいね」

  　だから、藤森さん。どうして余計なことを言い捨てるかな。面白くもないし。

  

  　△▼△

  

  　昼休み、僕は昼食も食べずに、幡はたヶが谷やさんの管理する資料館の前にやって来ていた。幡ヶ谷さんのモチェの歴史の資料館は、どちらかというとマイナーな分野のようだ。モチェについては幡ヶ谷さんが、べらべらと蘊うん蓄ちくを垂れ流ししていたようだが、よく内容は覚えていない。インディジョーンズに出てくるような秘宝が存在するっぽいところくらいの把握で構わないだろう。

  　モチェの歴史資料館は、時代に取り残されたかのような赤あか煉れん瓦がで建築されていた。緑色の蔦つたがあちこちに装飾品のように巻かれているので、一層古めかしい印象を与えてくる。

  　ここに、先週の僕が一週間、放課後にずっと通っていたという。どこか見覚えがあるような気がするのは、過去に本当にそういう事実があったからだろうか。

  　先週の記憶なんて興味はない。けれども、先週の僕がどんな想いでこの資料館に通っていたのかには興味があった。そして、そんな僕がどのような幡ヶ谷さんを見たのかを。

  　先週の僕は、彼女の笑顔を見たことがあったようだ。けれど今の僕にそんな記憶はない。

  　扉を開けようとしたのだが、鍵かぎがかかっていた。ここの鍵は幡ヶ谷さんが所持しているのだろうか。彼女が管理人だというのであれば、その可能性が高い。

  　やはり、幡ヶ谷さんと会う必要があるのだ。だが、今日、彼女は学校を早退してしまったという。明日も学校に来るかどうかわからない。どうしたらいいものかと悩んでいた最中に、携帯のバイブレーションが振動した。着信だ。

  　日ひ向なたさんからだった。

  「今、どこにいますか？」

  　とてつもなく不機嫌な声だった。

  「せっかくの昼休み、私のために使っていただこうと思っていたんですけど！　教室まで迎えにいったのにいないですし」

  「モチェの歴史資料館にいるよ」

  「今から私もそこに行きます！　ちょっと待っていてくださいねー」

  　含み笑いを残して電話は切れた。やがて、そんなに時間も経たないうちに、日向さんが走ってやって来た。

  「記憶が戻ったんですか？」

  　日向さんは息を荒らげながら、期待に満ちた目で尋たずねてきた。

  「え、違うよ。だけど、彼女のことを深く知りたいならば、まずは失った僕自身のことを理解するのもひとつの手だと思ってさ」

  「彼女とは、幡ヶ谷さんのことですか？」

  　日ひ向なたさんは真剣な瞳ひとみで見つめてくる。

  「私より彼女のほうが気にかかるんですか？　本当に記憶は戻っていないんですか？　少しは記憶を取り戻したから、ここに来たんじゃないんですか？」

  　質問ずくめだ。

  「ここに来たのは、人から先週の僕がこの資料館に通っていたことを聞いたからだよ。入ろうとしたんだけど、鍵かぎがかかって入れないから困っていたんだ」

  　僕は、日向さんに微ほほ笑えみかける。

  「つまり、記憶が戻ったわけじゃないんですね。走って損しました。……でも、モチェの歴史資料館に入りたいと思うくらいには、興味を持ってしまっているんですね」

  　僕の言葉に、日向さんは複雑そうな表情を見せた。

  「まあ、いいです。記憶を取り戻したわけでもないなら、今すぐ生徒会室に行きましょう。あなたに頼みたいことがあるんです」

  　頼みたいことだって？

  「あなたにモデルをしてもらいます」

  「も、モデル？」

  「そうです、今の私は読む専ですけど、それだけじゃなくて、創ることにも関わりたいと思っているんです。さすがに本を出すのは敷居が高いけど、イラスト投稿サイトくらいだったら、気軽にチャレンジできると思ったんです。だけど男同士のあれこれを描くには、何の資料もない状態なんで、私のスキルが足りません。だから実際にモデルを見て、いろいろ練習しようと考えているんです」

  　なんで、そこで男同士なんだろう。普通に男女の関係でよくない？

  「だから、仁じんくんにはあれこれさせようと思っているんです。実際に見て描いたほうが、早いです。とにかく、仁くんにたくさんのあれこれを！」

  　あれこれって何かな？　深く突っ込んじゃ、だめ？

  　そんな僕の困惑した表情を受けて、日向さんは何を誤解したのか頰ほおを赤く染めて、素早く手を振った。

  「ち、違います。ぜ、全裸はなし、全裸はなしですから！」

  　恥ずかしい、と日向さんはぽつりと呟つぶやく。

  「そういうわけなので、今すぐ私と一緒に生徒会室へ……」

  「え、ちょ、待ってくれ。日向さんがここに来たっていうことは、資料館について何か知っているからであって」

  　日向さんが目を大きく見開いたあと、すっと細めた。指で唇くちびるに触れて淡い笑みを見せてくる。

  「いつもはガタガタぶるぶる震ふるえている子犬ちゃんみたいな存在なのに、今回は嚙かみついてくるんですね。甘嚙み程度ですけど」

  　あれ、今ものすごく酷ひどいこと言われなかったかな、僕。

  「まぁ、もしかしたら私がある程度の情報を与えることで、あなたの刺激になるのかもしれませんから、少しだけならお話に付き合ってあげます」

  　ここから何か盗み出されたらしいんだけど、詳細を知っているか、と尋たずねようとしたがやめることにした。直接対話しても彼女の場合、するりと躱かわされそうだ。ならば、ここは逆に遠回しに攻めていったほうが良策かもしれない。

  「僕の電話ひとつでここまで来たってことは、モチェの歴史資料館を知っているし、興味あったっていうことかな？　よく、こんなマイナーなところにと思うんだけど」

  「仁じんくんこそ、私の抱かかえている想いをまだ理解できていないみたいですね。別に、私はモチェの歴史資料館だけに興味を持っているわけではありません。前にも言ったでしょう？　私が、今、研究したいと思っているテーマは『妖よう怪かい』です。例えば、鬼という存在を取り上げるとしましょう。日本では鬼も妖怪の一種と考えられる場合が多いですが、中国や台湾では、鬼とは人間が死んでなるものです。また、タイでは、そういった存在は『ピー』と呼ばれています」

  　え、だから何なのかな。

  「つまり『鬼』の単語ひとつを取っても、世界でいろんな解釈をされているんです」

  　だ、だから？

  「ここから、私は不思議な要素を含む存在を、すべて『妖怪』と定義することにしたうえで、日本で云われている『妖怪』という要素は海外全域に存在しているのではないかと考えたんです。だから私は、今、海外の歴史、不思議な要素すべてに興味を持っています」

  　じゃあどうしてモチェに、と僕が尋ねると、日ひ向なたさんは難しい顔をした。

  「今度、展示される予定の出土品として『モチェの仮面』というのがありました。正式名称をネコ科動物神像付き仮面。その名の通り、ネコ科動物の顔を模しています。金メッキ銅で造られた仮面です。ネコ科動物は、古代のアメリカ文化でほぼ共通して、力と能力の象徴として描かれます。この仮面も例外ではなく、不思議な能力を持っていると云われています。だから、私も興味を抱いているんです」

  　え、待って、それってもしかして、幡はたヶが谷やさんが喋しやべっていた仮面のことを言っていないかな？　紛失したといわれる仮面の話だ。僕はごくりと唾つばを飲み込んで、ゆっくりと尋ね返した。

  「ふ、不思議な力って、やっぱり」

  　それは、と日向さんは口ごもった。戸惑いの色も露あらわにして、緩ゆるやかに口を開いた。

  「記憶を操作する力です」

  　！

  　やっぱり、日向さんは、仮面の持つ能力のことを知っていた。

  　やっぱり、日向さんは、僕たちのことに深く関係している。

  　このことは、早く幡はたヶが谷やさんに知らせたほうがよくないか？

  　幡ヶ谷さんは、学校を早退しているとのこと。彼女に会うには、彼女の家に直接向かう必要があるのだ。明日まで待っていることなんて、今の僕には到底できない。

  　狼ろう狽ばいしている僕を、日ひ向なたさんは薄い笑みを浮かべて見つめている。

  「でも、勘違いしないでください。私は何もしていません。仮面とあなたたちの記憶がなくなったのは事実で、それは何な故ぜなのか。それを知りたいだけなのです」

  　そんなこと言われても、今の僕には信じられない。やはり、日向さんは、僕の記憶喪失に、なんらかの形で関わっているのだ。

  　ただのオタクなんかじゃない。

  

  　△▼△

  

  　しばらく悩んだ末に、僕は学校をサボることに決めた。

  　そりゃそうだ。日向さんが仮面の力のことを話していたなんて重大なことを知ってしまったわけだ。どうにも僕たちの記憶喪失に関する手がかりは、モチェの歴史資料館にあるみたいだ。だからこそ、どうにかして幡ヶ谷さんに会って話をして、お互い情報交換しなきゃいけない。

  　それにしても、モチェの仮面、記憶を操作する力を持つ呪じゆ術じゆつ道具か。

  　ちなみに僕は、不思議な力なんて信じてはいない。だけどこんな僕でも、モチェの歴史資料館に記憶喪失してしまった原因が隠されているのではないか、という推測くらいは立てられる。例えば、強く頭をぶつけてしまった、とかさ。記憶は戻らないとしても、そこで何があったか、その事実を知ってしまえば、どうにでもなると僕は考えている。

  　とにかく、僕は幡ヶ谷さんに会うために、彼女の家に向かうことにしたのだ。

  　鞄かばんに押し込んでいた僕の彼女へのラブレターを見て、住所は知ることができた。

  　このラブレターの切手には消印がない。先週の僕は、わざわざ幡ヶ谷さんの家に赴おもむいて、直接、手紙をポストに投函したのだ。

  

  　だからだろうか。彼女の家に向かう途中の景色に、ずっと頭痛とともに既視感デジヤヴを覚えるのは。

  

  　学校から徒歩二十分弱。やや強くなってきた日光に、肌をじりじりと焼かれながらも、僕は幡ヶ谷さんの家に到着した。広い庭のある平屋で年代を感じさせる瓦かわらが、趣おもむきのある良い色をしている。

  　周囲は、木造の柵で囲ってあった。なので、外からでも庭を観察することができる。庭はよく手入れされており、緑鮮やかな低木や花や草が生けられてあった。

  　僕はどうにかして中の様子を見ることができないか、柵に近づいて首を伸ばす。もしここに幡はたヶが谷やさんがいなければ、骨折り損のくたびれもうけだからだ。

  　人がいた。縁側の椅い子すに座って涼んでいる老婦人だ。小柄で痩やせた体格だが、目に宿る力はしっかりしている。

  　幡ヶ谷さんの親族だろうか。だが、彼女の両親は事故で亡くなったと聞いている。

  　おばあちゃん、と声がした。幡ヶ谷さんの声だ。慌てた表情をして、彼女が老婦人のもとに駆けてきた。私服姿の彼女は、学校で着ている真っ黒な服装とは違って、単色のシンプルな服だ。彼女によく似合っている。学校での彼女の服が嫌いなわけではないのだが、普段とは異なる彼女は、かなり新鮮みを感じさせた。

  　僕は息を潜ひそめた。柵と縁側の距離はわりと近い。

  　幡ヶ谷さんは老婦人に、体調を悪くしてしまったのだから外に出てはだめだと説き伏せていた。老婦人は部屋にいると辛しん気きくさくなると抵抗をしていたが、そのうち彼女の肩を借りながら、よろよろと部屋の奥へと引っ込んでいった。どうやら老婦人の足は悪いようだ。

  　しばらくすると、幡ヶ谷さんが出てきた。疲労の濃い表情をしている。縁側に座り込み、虚うつろな瞳ひとみで庭を眺めていた。彼女は腕にはめていた時計を見た。時間を見て深く嘆たん息そくしたようだった。僕も携帯を開いて時間を確かめる。

  　今から学校に行くにしても中途半端な時間だった。ちょうど休み時間ではあるけれども、この距離だと学校に到着するまでには授業時間に入ってしまうしな。

  　もしかして、だ。彼女はひとりで祖母の世話をしているのか。祖母の具合が悪くなるたびに学校を早退して家に戻っているのだろうか。僕は彼女の両親が亡くなったことくらいしか、家の事情をよく知らないから、見たままの事実を受け入れることしかできない。それ以上は、何も言えない。

  　見てはいけないものを見てしまったのか。それとも見なければいけなかったのか。よくわからなかった。だけど今目の前にいる、切なげに目元を震ふるわせる彼女に、声をかけようにも、かけられない、得体の知れない躊ちゆう躇ちよが、僕の胸の中に生まれてしまったのを感じていた。

  　幡ヶ谷さんは携帯を取り出した。どこかに電話をかけようとしているようだった。耳元に電話をあてている。

  　僕の携帯のバイブレーションが振動した。僕は驚いて振動音がこれ以上鳴り響かないよう、鞄かばんの中にある自分の携帯を握りしめた。今出てしまったら、僕がこの場所にいることがばれてしまうからだ。

  　幡ヶ谷さんの表情が、徐々に険悪なものと化していく。哀愁と憎悪がない交ぜになった表情だ。僕が電話に出ないからか。

  　ど、どうしよう、出たほうがいいのかな。だけど、出ちゃったら、こうして覗のぞき見をしてしまうことが彼女にばれちゃうんだよな。わりと間近にいるから、いくらひそひそ声を出しても、勘づかれてしまいそうだし。だけど、無視し続けたら彼女の機嫌を損ねかねない。

  　そんな感じでおろおろしていたら電話が切れてしまった。諦あきらめてくれたらしい。

  　幡はたヶが谷やさんが、勢いよく携帯電話を庭に放り投げた。

  「馬鹿！」

  　小さな声だった。部屋にいる老婦人に聞こえないようにだろうか。

  「ちょっとくらい、電話に出てくれたっていいじゃない。メールの返事をしてくれたっていいじゃない。どうしてうんともすんとも言わないのよ。そんなに、あの女のほうがいいの」

  　背を丸めて、足を抱かかえ込む。

  「馬鹿は、私よ。何を期待しているのよ」

  　幡ヶ谷さんは俯うつむいた。重たい沈黙がある。しばらくして、引きつるような声が彼女から発せられた。これはもしや、いや、もしかしなくとも彼女の泣き声だろうか。徐々にその声は大きくなってくる。

  　こ、これは、まずい。このまま放置すると、せっかく友達になりかけていると思った僕たちの仲が、とんでもない方向に行ってしまうのではないか。僕は、鞄かばんから携帯を取り出して、指で操作する。

  　庭に放り投げられた彼女の携帯から、着信音が鳴り響いた。幡ヶ谷さんは素早く顔を上げて音の出所を探る。それが、庭からだとわかると、裸足はだしのまま、駆けだした。四つん這ばいになって手や足を土まみれにして、携帯を捜していた。

  　幡ヶ谷さんは電話を見つけ出すと大事そうに両手で抱えて、安あん堵どした様子を見せている。

  　見つけてくれたのはいいが、どうして電話に出てくれないのだろうか。幡ヶ谷さんは、抱えた電話を凝視したまま、微み塵じんも動こうとはしなかった。ディスプレイで、僕からの着信だとわかるだろうに。

  「もし出たとしても、私は何を言えば。また、喧けん嘩かするの？　どうせ言い合いで終わるんでしょ？　だったら、出ても無駄……」

  　もう僕は我慢できない。柵から顔を覗のぞかせた。

  「いいから、出てほしいよ。電話してるんだから」

  　僕は柵の向こうから、幡ヶ谷さんに声をかけた。幡ヶ谷さんは、信じられないものを見るような目で、僕を見つめている。唇くちびるをわななかせて、彼女は僕に怒鳴った。

  「あなた、なんでこんな場所にいるのよ！」

  　そんなに怒鳴ったら、部屋にいるおばあさんに聞こえちゃうけど大丈夫なんだろうか。

  「僕もどうして、こんな場所にいるんだろうなと思い始めているよ。あ、ストーカーじゃないよ。幡ヶ谷さんの住所は、僕が幡ヶ谷さんに出したラブレターから調べたんだからな」

  「聞いてないわよ、そんなこと。何しに来たのよ、学校はどうしたのよ！」

  「さ、サボっちゃった」

  「はあ？」

  　そ、そんなに怒らなくていいじゃないか。

  「サボりだよ。あえて理由を言うとしたら、重要なことがひとつ判明したから」

  「重要なことって何よ」

  　僕が、日ひ向なたさんが仮面の能力を知っていたことを説明すると、幡はたヶが谷やさんは不機嫌そうな表情を見せてきた。あれ？　驚くとばかり思っていたんだけどな。

  「別に大したことじゃないわ。あの女が怪しいって最初から、私、言っているでしょ。その程度の情報、あの女が知っていたところで不思議ではないわ。……まさか、その程度で私に会いに来たのかしら」

  「ち、違うよ！」

  　僕は慌てて否定した。

  「幡ヶ谷さんがあんな長文メールを出したからなのもあるよ。気になって仕方ない。早退しちゃうしさ。だから、一回ちゃんと顔を合わせて話をしたかったんだ」

  　幡ヶ谷さんは啞あ然ぜんとしながらも表情を強こわ張ばらせていた。おかしい、もう少しまくしたてられるとばかり考えていた。

  「そんなことのために」

  　重く深い息とともに、言葉を吐き出す。

  「わざわざ、私のところに？　学校をサボってまで？」

  　間違っちゃいないので、僕は頷うなずいておく。彼女の表情から、みるみるうちに力が抜けていった。幡ヶ谷さんは立ち上がり、腕や膝についた土を手で払って縁側に腰掛けた。

  「どこまで見てたの？　私がおばあちゃんの世話をしていたところから？」

  　僕が再度頷くと、幡ヶ谷さんは手招く。こっちに来なさい、と声を出さずに口を動かした。

  

  　幡ヶ谷さんは、縁側に僕を座らせると、目の前に立った。腰に手を当てて、深く嘆たん息そくした。身長の低い彼女なので、座っている僕とちょうど視線が合う感じだ。幡ヶ谷さんは僕を睨にらみつけてくる。

  「サボりはよくないわよ」

  「僕だってわかっているよ」

  「わかってないわ」

  　幡ヶ谷さんは、声の調子を変えた。刺とげ々とげしさがない。

  「……ここに来たことも、あまり人には言わないほうがいいわよ。変な[image: ]うわさが広まっちゃうかもしれないから。あなた、自分の立場をかなり悪くしているのよ、わかってないでしょう？」

  　幡ヶ谷さんは僕を心配しているのだろうか。彼女の声こわ音ねは、耳に心地よいくらいに、柔らかくなっていた。無表情なのに、彼女の声で僕は彼女の感情を感じ取る。

  「それは」

  　僕はゆっくりと彼女から目を逸そらした。だけど、すぐに顔を持ち上げる。

  「それは、悪あしき魔女だとか、幡はたヶが谷やさんが呪のろいをするとかどうとか？」

  　幡ヶ谷さんは、一瞬だけ痛ましい表情を見せたけれども、即座に顔から感情を消した。

  「そうよ、彼らの言葉は本当よ。私は呪いを信じているし、実際に呪じゆ術じゆつについて研究しているわ。だから、呪いに深く傾けい倒とうしているのは、事実よ」

  　僕は少しだけ考え込んだあと、顎に手を添えて首を傾かしげた。

  「でも、実際に誰かを、呪ったことはないんじゃないかな？」

  　幡ヶ谷さんは一度、ゆっくりと瞬まばたきした。

  「どうしてそう思うのよ」

  「今の、幡ヶ谷さんの言い方だよ。本当に呪ったことがあるなら、呪いが存在しているかどうかなんて、結果を見ればその時点でわかるはずだし、わざわざ『呪いが本当に存在するのかどうか、もしくは実在する可能性が高い』ことについて、研究する必要はなくなるよ。僕の勝手なイメージなんだけど、研究って研究対象が不確かなものだから、疑わしい部分が残っているから、行うものなんじゃないの？」

  　違うのかな。幡ヶ谷さんの言い方もそうだけど、火曜日、化粧鏡を手にしてぼんやりしていた幡ヶ谷さんの行動や、呪いを連呼しながらも、本当に呪いをするのであれば口にしないと言い切った彼女の言葉を振り返るに、彼女は一度たりとて、呪術を行ったことはないんじゃないかなーと推測したんだけどな。

  　幡ヶ谷さんは僕の言葉を聞いて俯うつむいたのちに、息を吸い込んだ。

  「あなたの言う通りよ。私が覚えている限りでは、私自身が呪術を行ったことはないわ」

  「じゃあ」

  　僕は相手に向かって笑った。

  「やっぱりみんなは、幡ヶ谷さんのことを誤解しているだけだ。だったら僕は、幡ヶ谷さんと一緒にいたことを隠すつもりもないし、これからも隠さないよ。そんなの意味がないよ」

  　本当の幡ヶ谷さんとは関係ない話だし。[image: ]うわさは[image: ]だ。好きに放置すればいい。僕が笑っているのに、幡ヶ谷さんは口元を弛ゆるめようともせず、警戒心を双そう眸ぼうにひそませて、僕をじっと見た。

  「私が怖くないの？」

  「なんで？　サボったことを怒ってくれる幡ヶ谷さんは、どちらかといえばいい人の部類に入ると思うよ」

  　やっぱり、幡ヶ谷さんは怖くないよ。

  「呪のろいなんて、本当にあるかどうかわからないし、どちらかといえば、信じちゃいないし。興味がないから。そんな[image: ]があっても、気にならないよ」

  　僕は、はっきりと告げる。

  「幡はたヶが谷やさんは、幡ヶ谷さんだよ。悪あしき魔女じゃないよ」

  　それでも、幡ヶ谷さんに呪うだのなんだの連呼されると怖いけどね。とはいえ、それも最近、だんだん慣れてきた気がする。口癖だと思えば、聞き流せる気がするし。

  　僕の言葉を聞いた幡ヶ谷さんは、呆ぼう然ぜんとして突っ立っている。口を僅わずかに開けて、信じられないといった様子で僕を凝視している。その表情があんまりにも、いつもの彼女と比べてアホっぽい感じだったので、逆に僕のほうが驚いてしまった。

  「ど、どうしたの？」

  　僕の声に、幡ヶ谷さんは反応しない。

  「は、幡ヶ谷さん？」

  　声をかけても、幡ヶ谷さんは沈黙したまま微動だにしない。

  「ぼ、僕、変なことを言った？」

  　三回目の僕の問いかけで、ようやく幡ヶ谷さんは反応を示した。

  　幡ヶ谷さんは、ぺちり、と自分の頰ほおを叩たたいた。

  「い、いいえ、いいえっ」

  　幡ヶ谷さんは、素早く首を横に振った。長い髪の毛が、左右に揺れ動く。

  「ふ、ふーん、そう、気にしないのね。確かに、あなたの言う通り、私は私よね、そうよね」

  　彼女が頰ほおを手ではたいたからだろうか、僅わずかに彼女の頰が紅潮しているようだった。

  　幡ヶ谷さんは、躊躇ためらいがちながらも僕の隣に座った。

  「ただ、それでも今日のことは秘密にしてちょうだい。私の家のことを、あまり他人に知られたくないから」

  　ついでに変なことを聞いていいかしら、と幡ヶ谷さんは僕に聞いてきた。

  「あなた、最近、どんな夢を見ているかしら」

  「どうして、そんな質問をいきなり？」

  「前にも言ったような気がするけど、最近、夢を見るのよ。記憶を失ってから、毎日、同じ夢を。あなたも、私と同じ記憶喪失なら、もしかしたらって思ったのだけど、前に聞いたときは、夢は見ていないって言っていたわよね。今でもそうなの？」

  　僕は昨日のことを思い返したが、やっぱり見た夢なんて覚えていないので、夢は見ていない、と返答した。

  「どんな夢を見るの？」

  「私がひとりぼっち、暗いところで泣いてしまう夢よ」

  　悪夢か。聞かないほうが良かったかも。

  「雨が降っているの。いつもは気にならないのに、すごく雨の匂においが鬱うつ陶とうしくて、気持ち悪いの。いつもは大丈夫なのに、雨に濡ぬれた身体からだが、ひどく冷たくて寒くて苦しいの。辺りは真っ暗くら闇やみで、どこにも何も見えないの。すごく嫌いやなことがあって、私はそのことをいつまでも気にしているの。心がとても重たくて吐き気がするのに、言葉すら口から出てこないくらいに呼吸が難しいの。誰かに迎えにきてほしいのに、私のことを慰めてほしいのに、誰もどうせ来てくれないって思っているの。思いきり涙を出したいけど、そんなことしても誰も聞いてくれないのはわかっているから、我慢しているの。それでも、最後は耐えきれなくて、ボロボロ、馬鹿みたいに泣き出してしまうの。私が泣いてしまったっていうのに、やっぱり、私が思っていた通り、誰も私を助けてくれないの。だから、私はいつまでも泣き続けるの。……そんな夢を、ここ数日、毎晩見てしまうのよ」

  　話の最後の辺りは、幡はたヶが谷やさんは喘あえぐようにして喋しやべっていた。あまり思い出したくもないみたいだ。

  「私の記憶喪失と関係あるのかしら」

  「関係ないんじゃない？　だって、僕はそんな悪夢を見ていないわけだし」

  　そうね、と幡ヶ谷さんは目を伏せた。

  　ただ、僕は悪夢の代わりに、頭痛とデジャヴが頻発している。

  　それを口にしようとしてやめた。今は下手に彼女を心配させるようなことを言わないほうがいいと思ったから。

  「うん、だから、気にしなくていいよ」

  　それに、と僕は言葉を続ける。

  「僕は夢の中にまで手出しはできないけれど、現実でなら、どうにかできると思う。もし、現実で幡ヶ谷さんが、そんな悪夢みたいな出来事に出くわしたのなら、僕は幡ヶ谷さんのために頑張りたい」

  「無責任なことを言わないでちょうだい。別にあなたなんかに頼らなくても、私はひとりでなんとかできるもの」

  　幡ヶ谷さんは、一呼吸置いてぽつりと告げた。

  「……でも、少しだけ信じてあげるわ、一応ね」

  　幡ヶ谷さんは暗い面おも持もちだった。

  　やっぱり彼女は笑わないな。いつかのデジャヴで見た、彼女の笑顔を思い出した。

  　僕が現実の彼女の笑顔を見る機会は、いつか訪れてくれるのかな。

  

  　しばらく、僕は幡ヶ谷さんの傍そばにいた。サボりはいけない、早く学校に戻りなさい、と告げていた彼女も、僕がもう学校に戻っても先生に怒られるだけだから嫌だとしつこくつっぱねると、諦あきらめてくれた。それから、ずっと、他愛たあいない話ばかりしている。

  　幡はたヶが谷やさんは縁側に座ったまま、傘かさを差していた。彼女がいつも学校で差しているものだ。真っ黒いけれども、細かく蝶ちよう柄のレース編みの刺し繡しゆうが施ほどこされていて、上品さをかもしだしている。僕は彼女の横に座って、傘と彼女を交互に見つめていた。

  「今日は天気がいいわよね」

  　幡ヶ谷さんは空を見上げている。傘の布を通して太陽の光が丸く見えた。

  「この傘はね、お母さんが私の誕生日に買ってくれたものなの」

  　僕は、彼女の両親が事故で亡くなったのを知っている。だからこそ、その彼女の言葉の重みも同時に理解できていた。

  「だからどうせなら、できる限り汚さないで綺き麗れいな形で、みんなに見てほしいと思うのよ」

  　僕が事故のことを知らないと思っているはずだが、あえてそのことは語ろうとしない。

  「お母さんは、この傘をプレゼントしてくれたときに言ったわ。この傘は、どの傘よりも、日光を吸い込み、雨粒を弾く。晴れでも雨でも風が強いときでも、ちゃんと頑張れる。そんな傘をあなたに贈るから、あなたもこの傘みたいに、負けないで頑張りなさいって」

  　彼女の言葉は、過去形だった。

  「私は、そんなお母さんの言葉を守れないと思ったの。当時も、よく苛いじめられていたし。無理だと首を振った私に、お母さんは告げたわ。じゃあせめて、ありがとう、ごめんなさい、を人に言えるようになりなさい。そうすれば、どうにかなることもあるのだからって」
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  　幡はたヶが谷やさんは沈黙した。長い髪で彼女の表情が隠れている。やがて、ゆっくりと顔を上げる。彼女の口が、ゆっくりと開こうとしている。何か言おうとしているのだろうか。

  　強風が吹いた。

  　突然の風に、彼女も油断していたのか、傘かさを手放してしまう。傘がふわりと浮かんで、庭に転がった。僕は傘を目で追いかけた。幡ヶ谷さんから顔を背そむけて、遠くに吹き飛んだ傘に手を伸ばした。

  　ごめんなさい、来てくれてありがとう、と彼女の声が聞こえた気がした。

  　え？

  　僕は幡ヶ谷さんのほうを振り向いた。彼女は無言で立ち上がると、僕の横を通り過ぎて、傘を追いかけていく。さっき彼女の声を聞いた気がするのだけど、空耳だったのかな。

  　幡ヶ谷さんが、傘を手にして戻ってきた。

  「あなたと、これから調査することに関してだけど」

  　幡ヶ谷さんは、再度、僕の隣に座った。

  「できる限り一緒に協力するけど、早退することもあるから、先に言っておくわ。おばあちゃん、私以外の世話を嫌いやがるから、具合が悪くなったら、私が帰るしかないのよ」

  　幡ヶ谷さんは、果たして自分で気づいているのだろうか。傘やおばあさんの話をするたびに、苦しそうに顔を歪ゆがめている自分の姿を。そんな彼女の姿を見ていると、自然に言葉が出ていた。

  「うん、一緒に頑張ろう。僕もできる限り、協力するから、ちゃんと」

  　一緒に頑張ろうとか、そういうのを明確に言葉にしなくても、僕はいつでも僕なりに彼女に協力してきたつもりだけど、言葉にすることで安心することもあるよね。

  「一緒に、ね。それは、ほんとに、ほんと？」

  「うん」

  「……最初も、あなたにそんなことを言われた気がするけど、あのときよりは、やる気があるみたいね。なら私も、全面的に協力してあげる」

  　幡ヶ谷さんはようやく歪めていた表情を和やわらげた。

  「それから、さっきも言ったけど、私と付き合うと、いろいろ[image: ]うわさを立てられるかもしれないから」

  「僕は気にしないけど、幡ヶ谷さんは少しその[image: ]に対して、その」

  「何よ、はっきり言いなさいよ」

  「そ、その、ちょっとネガティブに捉えすぎじゃないかな。僕は、幡ヶ谷さんは幡ヶ谷さんなりにいいところがあると思うし」

  　告げてから、僕は彼女の下着姿を思い出してしまい、赤面する。いやいやいや、どうしてそこで、真っ先に彼女のそういう姿を連想するかな！

  「ど、どうして、顔を赤くしているのよ。私の何がいいっていうの？」

  　僕の次の言葉を急せかす幡はたヶが谷やさんも赤面している。

  「どうしたのよ、黙ってないで、言ってみなさいよ」

  　幡ヶ谷さんが虚うつろに唇くちびるを震ふるわせた。答えられるわけがない。僕は彼女から思いきり顔を背そむけた。

  「ほら、ごらんなさい！　やっぱり私にいいところなんて、どこにも」

  　気のせいか、彼女の瞳ひとみが潤んでいるようにも見える。あ、やばい、泣き出しそうだ。違う、僕は、彼女のそういう表情を見たいわけじゃないんだ。ほとんど反射的だった。大きく息を吸い込んだ僕は言葉を舌に乗せた。

  「幡ヶ谷さん、スタイルいいよ」

  「……」

  「可愛かわいかった」

  　あと、ついでに下着のセンスも良かった。パンツ可愛い。

  「僕はバッチリ見た。この目で。今もよく覚えている。忘れるわけがない。すごかった」

  　僕の言葉を聞いて、幡ヶ谷さんは瞼まぶたを閉じて頭を抱かかえた。

  「今のあなたに、何を言っても無駄みたいね。私から言えるのはこれだけよ。……忘れなさい」

  「何を？」

  「変態馬鹿セクハラ！　そんなことまで私にはっきり言わせないで！　つまり、裸よ、裸、私の裸のことよ！　どうして、今さらそんなことを蒸し返すの、恥ずかしいのよ、私が！」

  　顔を赤くし、半なかば涙ぐんで告げてくる。

  　あ、ご、ごめんなさい。別に、そういう話題を引きずりたかったわけじゃないんだ。ただ、僕は幡ヶ谷さんに、自分の良さに気づいてほしかっただけなんだよ。さすがにこれ以上は、なんだか僕が彼女を苛いじめているみたいなので話を逸そらすことにした。

  「メールにあった、幡ヶ谷さんの資料館の話なんだけど」

  「そうね、その話をちゃんとしなければいけないわよね。私は、生徒会長がモチェの仮面を盗んで所持しているんじゃないかと考えているのよ」

  　だから、別に、あの女とあなたの仲について嫉しつ妬ととか……、と幡ヶ谷さんは口ごもっていた。言いたいことがあるなら、この際はっきり言えばいいのに。

  「その可能性は高いかもね。日ひ向なたさん、仮面に少なからず興味を持っていたようだから」

  　僕は、幡ヶ谷さんの考えには賛同しておく。

  「とにかく資料館に入ってみたいな。詳しく調べたら痕こん跡せきが残っているんじゃないかな」

  「私も調べたけど、何もないと思うわよ。関係のない部屋まで探したもの、事務室とかも含めて、全部よ」

  「第三者が見ることで、違った発見もあるかもしれないよ。ない、と決めつけるのはよくない。それに、もし盗まれたのだとしたら、余計、犯人を示す何かが残されているかも。幡はたヶが谷やさんは、資料館の管理人だから、鍵かぎを持っているよね？　一緒に行こうよ」

  　それは別に構わないけれど、と幡ヶ谷さんは俯うつむいて、何やら考え込む素振りを見せていた。

  「第三者……そうよ。監視カメラにでもアクセスできれば……、でもあの女が協力するとも思えないし」

  　アクセスできる人間を僕はひとり知っている。日ひ向なたさんだ。幡ヶ谷さんは日向さんのことを言ってるのだろうか。

  

  　△▼△

  

  　ようやく学校も休みになった土曜日、夜もいい具合にふけた頃、僕は何をすることもなく机に座って、金曜日のことを回想していた。

  　僕は嘆たん息そくした。記憶喪失やら、不思議な力を持つといわれる仮面やら、いろいろ情報が錯さく綜そうしていたけれども、本当のことはわからない。女の子三人が、手持ちのカード、しかも切り札を披ひ露ろうしないからだよ。しかも日向さんと幡ヶ谷さんの仲が悪すぎる。どうにかできないものか。彼女たちが少しでも、お互い心を開いて話し合えば、またいろいろとわかることが出てくるはずなのに。

  　さてどうしたものかと考え込んでいると、携帯電話にメールが届いた。日向さんからだった。

  　モチェの資料館に興味があるなら、あの女を頼らなくても平気です、どこか都合のいい時間に、資料館に忍び込みましょう、侵入手段知っていますと書いてあった。自分で先週の日曜日に侵入したと主張しているのと同じなのだが、隠す気が見えてこないのは問題ないのだろうか。僕だから気にしていないのだろうか。

  　とはいえ、さすがに侵入するのはまずいだろう。幡ヶ谷さんから鍵を借りられれば、それで済む話だからだ。だけど正直、日向さんが素直に幡ヶ谷さんとの協力を承諾してくれるとも思えないし僕も強く言えない。

  　考え込んでいる間に、時間はどんどん過ぎていく。いい返信方法が思いつかない。そうこうしているうちに幡ヶ谷さんからもメールが届いた。

  

  『モチェの資料館、日曜日なら学校も休みだし誰にも邪魔されずに調査できるわ。一緒に行きましょう』

  

  　ん？　待て？　僕はメールを見直す。その次に日向さんから来たメールを。

  　これだ！

  　僕は心の中で万ばん歳ざい三さん唱しようした。これはきっと神が与えてくれたチャンスに違いない。ならば、できうる限り生かさなければ。

  　僕は、いそいそと、ふたりに返信することにした。

  　明日の日曜日こそ、勝負の日となる。
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   第六章…月が綺き麗れいな日曜日

  

  　日曜日。清すが々すがしいくらいに真っ青な空と爽さわやかな風が吹く中、僕の目の前ではそんないい天気を台無しにするかのように、緊張した状況が繰り広げられていた。

  　資料館待ち合わせ場所に、ちょっと遅れてきた僕を待ち構えていたのは、険悪な雰囲気を携たずさえたふたりの、厳しい眼まな差ざしであった。いや、それなりに可愛かわいらしい女の子から、同時に睨にらまれるっていう機会はなかなかない。貴重だよね。

  　貴重だけど、あんまり経験したくはない。帰りたい。

  「何を考えて、こんなことをしでかしたのよ。怒らないから言いなさい」

  　幡はたヶが谷やさんは頭を抱かかえつつも、僕を睨みつける眼力を弱めようとはしない。そんなこと言ってるけど怒る気満々だよね、彼女。

  「私に嫌いやがらせですか？　そんなにパシリさせられたことが気にくわなかったんですか？」

  　日ひ向なたさんは微ほほ笑えみながらも、目が明らかに笑っていなかった。

  「待ってくれ、僕の考えを聞いてほしいんだよ」

  「どうぞ、お好きなように」

  「いいです、聞きましょう」

  　ふたりの声が重なる。僕は引きつった笑顔を浮かべながら言った。

  「まずは、ふたりが仲良くして協力してほしい。それからお互いの情報交換をしてくれたら、僕が助かる……」

  　幡ヶ谷さんはスパン、と傘かさを閉じた。日向さんはというと、額に手を添えて頭を軽く横に振っていた。彼女の唇くちびるは笑みの形に刻まれたままだけど、どこか歪ゆがんでいるようにも見える。

  　幡ヶ谷さんは指を二本立てて、僕ににじり寄ってきた。目め潰つぶしする気だ、この子！

  「何でもかんでも、呪のろい目潰しするのはよくないよ！」

  　僕の説得に幡ヶ谷さんが、渋々と傘を脇に挟もうとした動作をやめた。

  「……わかったわ。あなたがそう言うんなら、やめにしてあげる。感謝しなさい！」

  　僕は心中で安あん堵どの息をつく。

  　僕たちを眺めていた日向さんが、ぼつりと呟つぶやいた。

  「さっきから見ていて思ったんですけど。あなたたち、ちょっと距離感、短くなってませんか？　何か、あったんです？」

  　どきり、と僕は身体からだを強こわ張ばらせた。

  「き、きききき、気のせいじゃないかなあ！」

  「どう見ても気のせいに思えないので、その態度は苛いら立だつだけです」

  「ふーん、内緒事されると、やっぱり気になるんだ。優秀な生徒会長さんでも」

  　幡はたヶが谷やさんが日ひ向なたさんに声をかけた。日向さんは硬い笑顔のまま、幡ヶ谷さんに向き直る。

  　幡ヶ谷さんは、日向さんを真正面から見み据すえている。

  　日向さんも幡ヶ谷さんの視線を逃げずに受け止める。そして余裕めいた表情を崩さずにゆっくりと告げた。

  「何があったのか知りませんけど、私と彼の間にも、あなたが知らないものが存在します。あなただけ有利に進んでいると思ったら大間違いですよ」

  「だから何よ。言っておくけど、仁じん庄しよう助すけは私と記憶喪失について調査するの。記憶喪失でもなんでもないあなたには関係のない話だわ」

  　幡ヶ谷さんの言葉を聞いて、日向さんは喉のどもとで笑った。そのまま冷たい眼まな差ざしで僕を一いち瞥べつした。

  「いいえ、関係あります」

  「あなたの奴ど隷れいで所有物？　そんなもの、私は認めないって言ったでしょ」

  　そうですね、と日向さんは幡ヶ谷さんの言葉に目を細めて笑った。

  「それもありますけど、私は彼が本当に好きですもの」

  「は？　そんなの噓うそよ、何を……」

  　幡ヶ谷さんが小さく呻うめく。

  「噓じゃありません。彼に私は、少し形の変わった愛し方をしているだけ。あなたがそれを理解できないからって、私に押しつけないでくれます？」

  　は、と息を浅く吐き出した幡ヶ谷さんの反応を、日向さんは明らかに面白がっている。

  「私は、彼に少なからず興味を持っています。ちゃんとしたお付き合いをしても構いません。彼も私のことを少なからず想っているからこそ、生徒会の仕事を手伝ってくれるわけですし」

  　そう言う日向さんの目からは、ちっとも僕に対する好意は見えてこない。

  　どうして今さら、幡ヶ谷さんを怒らせるようなことを口にするのかな。それに生徒会の仕事って掃除だけじゃないか。あと、パシリ。そうか、あれ、生徒会の仕事なんだ、一応。

  「あなたはどうなんですか？　彼はあなたのお願いごと、ちゃんと聞いてくれます？」

  　日向さんの冷え切った声音に、幡ヶ谷さんが狼ろう狽ばいの色を見せて呻いた。

  「そ、それはっ」

  　幡ヶ谷さんは動揺の感情も隠さず僕を見た。

  「ど、どうしたの、幡ヶ谷さん。僕に何か」

  　僕が尋たずねると、幡ヶ谷さんが嚙かみつかんばかりの勢いで、僕にまくしたててきた。

  「僕に何か、じゃないわよ！　そうよ、あんな女の言うことは素直に聞いたくせに、どうして私があなたに頼み事したら変なことするのよ！」

  「な、何の話かな」

  「モチェの歴史資料館に同行することよ！　私はこんな形で望んじゃいないわよ！　どうして、余計なことをするわけ！　普通、ああいうメールの内容だったら、人数書いていなくても、ふたりきりでしょうが！　なんで、こいつを誘っちゃうわけよ！　それに、誘うにしても事前に三人一緒だって伝えるでしょ！　伝えられても困るけど！　一体、あなたの思考回路はどうなっているわけ？　ずっと壊れているの？　いつまで壊れているの！」

  　ぎゅう、と携帯を握りしめている。そんなふうに力を込めたら壊れちゃうよ。

  「まあ、私は幡はたヶが谷やさんと一緒でも構いませんけど。別にあなたがいようがいまいが、関係ありませんし？」

  　日ひ向なたさんが僕の腕に自分の腕を絡めて、身体からだを密着させてきた。

  　お願いだから、幡ヶ谷さんを挑発するためだけの、心臓に悪い接触は控えてほしいな。

  「ちょっと仁じん庄しよう助すけ、その女から離れなさいよ！」

  　僕に言うのか、それを。

  　苛いら々いらしながら僕と日向さんを見つめていた幡ヶ谷さんは、ふと無表情になる。日向さんに意地悪そうな視線を向けた。

  「ああ、でもそうね。どうせいつかは、あなたにコンタクトを取らなければいけなかったから、ちょうどいいのかもね。そういう意味なら、でかしたわ、仁庄助」

  

  　幡ヶ谷さんに案内されてやって来たのは、資料館にある管理室だった。ディスプレイがいくつも設置されており、資料館の様々な場所を確認できるようになっている。多くのボタンが配置された、ディスプレイを操作する端末が目の前にはあった。幡ヶ谷さんは、慣れた手つきで端末の上で指を走らせた。

  「……もしかして、監視カメラの映像？」

  　日向さんの声こわ音ねが凍り付いている。

  「そうよ。あなた、特別権限で学校の監視カメラにアクセスできるらしいじゃない。よく知っているでしょう？」

  　幡ヶ谷さんの声には余裕が見える。館内地図を僕たちに見せてきた。そこには監視カメラの設置場所も記されてあった。

  「もし盗まれていたのであれば、このカメラに犯人がばっちり映っているはずだわ」

  　幡ヶ谷さんは端末を指差した。

  「これを見たら、何が起こったのか、すべてわかるはずよ。……あなたがそんなふうに、顔を青白くしている理由も、生徒会長」

  　立場が優勢になったからって、愉たのしそうに目を細めたりしちゃって。だけど、これですべてが解明されるのであれば、僕としては大歓迎だけど。

  「過去の映像を見るにはＩＤとパスワードが必要なのよ。管理者権限を持っている人間のものがね。……生徒会長。やましいところがないのなら、当然、操作してくれるのよね？」

  「何な故ぜ、私があなたの言う通りに……」

  「はっきり言うわね。私は、あなたが仮面を盗んだ犯人だって思ってる。だから、監視カメラにその証拠が映っていると信じているわ」

  　幡はたヶが谷やさんは軽く首を横に振った。

  「断るなら別にそれでも構わない。そしたら、勝手に私たちが、やっぱりあなたが犯人なんだって決めつけるだけだから。ね、仁じん庄しよう助すけ？」

  「う、うん、僕も無意味に日ひ向なたさんを疑いたくないから、その、無理を承知で頼むけど、協力してくれると嬉うれしい」

  　日向さんは沈黙している。やがて端末を操作し始めた。しばらくの機械音ののち、一台のディスプレイに映像が映り始めた。

  

  　僕は映像を見ながら日向さんを垣かい間ま見た。彼女の表情は変わらない。どこか、瞳ひとみには覚悟の色が見て取れた。間違いなく、カメラに何か映っているんだろうな。結果がどう転ぶにせよ、それが真実なら僕は受け止めなければいけないと内心決意する。

  　そしてその決意を、あとでものすごく後悔する羽目になるのだ。

  

  　監視カメラの映像に、人影が映っていた。

  　日時は、先週の日曜日午後九時ちょっと過ぎ。場所は、『モチェの仮面』が展示されるところから、少しばかり離れたところだ。カメラの役割としては、目玉である『モチェの仮面』と、すぐ横にある展示品を監視していた。

  　最初の人影はひとりきりだった。その人影は、カメラの視界から外れたりまた現れたり、を繰り返している。やがて完全に人影が消えたかと思うと、今度の人影はふたりに増えた。カメラの端にいるせいでよくわからないけれど、ふたりは抱ほう擁ようしているようにも見えた。やがて、ふたり同時に、床に倒れ込んだ。

  　ふたりの人影は、覆おおい被かぶさった状態だ。倒れ込んだことで、ふたりの姿がはっきり見えるようになる。男と女が床の上で抱き合ってキスをしていた。

  　男は、どう見ても僕だった。

  　もうひとりは。

  「どんな気持ちですか？　幡ヶ谷さん」

  　日向さんは勝ち誇った表情で告げる。

  「映像には、私がモチェの仮面を盗んだ証拠なんて、どこにも映っていません。代わりに映っていたのは、過去の私と仁じんくんのイチャイチャっぷりでした。真相はこれです。先週、人ひと気けのないここで、いろいろしてたんですよ、私たち。ただ、それだけのこと。私を犯人だなんて決めつけて、酷ひどい無ぶ様ざまを晒さらしたのはあなたのほうで……」

  　幡はたヶが谷やさんは何も言わない。蒼そう白はくな表情で画面を凝視している。日ひ向なたさんとの逆転現象だ。

  　僕はというと、そうだな。記憶にないことを、こう外側から眺めていても。実感がわかない。本当に僕なのかな、これ。いや、姿形はどれだけ薄暗かろうが、間違いなく僕なわけだが。

  「……何を言っているの。この映像こそ動かぬ証拠じゃない」

  　え、と日向さんが幡ヶ谷さんの言葉を聞いて、小さく声を漏らした。

  「イチャイチャしてたってことは、あなたたち、そういう仲だってことでしょ。つまり最初からグルだったってことじゃない」

  　幡ヶ谷さんが、端末の上に拳を叩たたき込む。

  「どうして気づかなかったのかしら。そうよね、都合よく仁庄しよう助すけの記憶が、私と一緒で七日間失うなんて偶然、あるわけがない。つまり、私の記憶を消したのはあなたたちの仕し業わざなの？　全部仕組まれたことだったの？　モチェの仮面を盗んだのはあなたたちだったの？　それなら、噓うそのラブレターまで使ってもう一回、私に近づいた理由は何？　私を実験台にして呪のろいの効果を確かめようと？」

  　幡ヶ谷さんが憤ふん怒ぬの炎を目に宿している。

  「いや、僕は、その、何がなんだか。ただ、そういうことをした覚えは。幡ヶ谷さんの言葉も、そのカメラも」

  「あなたの言葉なんて聞きたくない！」

  　幡ヶ谷さんは、目尻に涙を滲にじませて、日向さんを指差した。

  「この悪魔！　どんなに罵ば倒とうをしても言い足りないわ。人の資料館を土足で踏みにじった挙げ句、ふしだらな行為をして、仁庄助と組んで私を騙だまそうとしていたなんて！　人間として最低最悪ね」

  「別に、あなた程度の人間にどれだけ罵ののしられようとも、痛くも痒かゆくもありません。というか、実験台ってなんの話ですか？」

  　日向さんは、穏やかな表情ながらも、困惑しながら告げてきた。

  「とぼけないで！　そうやって、また私を騙そうとして！　もううんざりだわ！」

  　幡ヶ谷さんの頰ほおがこれ以上ないくらいに引きつった。

  「あなたみたいに優秀で友達の多い人から見れば、ひとりきりの私を騙すのなんてとても容易だし、記憶をなくして狼狽うろたえている姿なんて面白かったでしょうね。誰も頼れる人がいないから、どうすればいいかわからないでいる私なんて滑こつ稽けいだったでしょうね！　だからって、やっていいことと悪いことがあるわ」

  　と幡ヶ谷さんが苦しそうに喘あえいだ。

  「モチェの仮面は、私にとってとても大切なの。返して！　返しなさい！」

  「だから私はそんなことしない。取ってないって……」

  　日ひ向なたさんが幡はたヶが谷やさんの勢いに押され、口ごもりはじめた。

  「生徒会長は、本当は人を騙だますような、人を追い詰めるような最悪な人間。あなたの上っ面つらなんかには騙されない。これからも、好きに猫を被かぶっていればいいのよ。私だけが、あなたの本性を知っているもの、それだけでいいわ」

  　とうとう、ふたりの口論は、監視カメラの映像や記憶喪失とは関係ないところで繰り広げられた。幡ヶ谷さんの、触れてはいけない心の部分に触ってしまったらしい。

  　日向さんは幡ヶ谷さんの言葉に何も言えないでいる。

  「逆に、私はあなたに聞きたいわ？　そんなふうに無意味に演技や猫かぶりして、何が楽しいのよ。私にはちっともわからない。私は、そんなことまでして生活することなんてできない」

  「ちょっと、私は無意味に猫かぶりをしているわけじゃありません」

  　日向さん、猫かぶりしていることを認めているけど、大丈夫なの？

  「猫かぶりしていない私のことを、ちゃんと知ってくれている人がいます。仁じんくんもそのひとりです。仁くんは、私のことをちゃんと受け入れてくれています。私は、ただ、見せる人を選んでいるだけです。仁くんは私が仮面を盗んでいないことを信じてくれますよね。そうですよね、仁くん？」

  　そ、そんなことを急に言われても、どう返していいかわからない。

  「あ、えっと、それは」

  　僕の言葉に、どうしてか日向さんが愕がく然ぜんとした表情を見せた。

  「仁くん？」

  　日向さんが狼ろう狽ばいしはじめる。幡ヶ谷さんは、そんな日向さんを厳しい眼まな差ざしで見つめている。

  　三人の間に緊迫した空気が流れている。

  　どうしたもんか。それに、僕はふたりの口論もそうだが、もうひとつ気になっていることがあった。それは映像の続きだ。映像は時間とともに刻々と変化していく。ふたりは言い争いに夢中のようで、そのことに気づいていない。

  　気になってしまう。何な故ぜだろう。初めて見る映像なのに。

  　映像には、もう僕と日向さんの姿は映っていない。ふたりは慌てた様子で、ディスプレイの外へと消えてしまった。だが、すぐにひとりの人影が現れた。

  　その人物は。

  「もう、いいわ」

  　生気のない双そう眸ぼうで、幡ヶ谷さんは呟つぶやいた。彼女の顔から表情が消え失せる。

  「あなたたちなんかに、関わらなければよかったのよ。最初からひとりぼっちでいいわよ。あなたたちがどんなに隠そうとも、私はひとりでモチェの仮面を見つけ出してみせるんだから」

  　え？　あれ？　ちょっと待って。ふたりとも口論をやめて、僕を見つめている。ふたりは、僕に怒りの矛ほこ先さきを向けていた。

  　幡はたヶが谷やさんの瞳ひとみから静かに一筋、涙が零こぼれ落ちた。彼女ですら、気づいていないようだった。

  　僕は息を吞のんだ。頭に痛みが走る。幡ヶ谷さんの泣き顔も、僕はどこかで？

  　彼女は、僕たちの横を走って通り過ぎていった。僕が止める暇ひまもなかった。

  　残された日ひ向なたさんが、ゆっくりと僕のほうに首を向ける。

  「……ごめんなさい。私、今は、仁じんくんにどんな顔をしていいかわかりません。けど、どうして、さっき私が仁くんに問いかけたとき、返事をしてくれなかったんですか？」

  　強こわ張ばった笑顔が、顔の表面にこびりついている。

  「それは」

  　狼ろう狽ばいして何もできなかったのは事実だ。言い訳ができない。

  「……そうですか」

  　日向さんが目で見てわかるほど消しよう沈ちんしている。

  「今のあなたが今の私に対して、どう思っているのか、よく理解できました」

  　唾だ棄きするように、日向さんは言葉を紡つむぐ。待て、これはものすごくよくない傾向だ。

  「ごめんなさい、しばらく考える時間をください」

  　日向さんは僕から顔を背そむけた。そのまますたすたと管理室から出て行ってしまう。静寂の中、激しく扉を叩たたきつける音だけが聞こえてきた。

  　ん？　あれ？　ふたりとも、僕の目の前からいなくなってしまった。

  　さっきまで、ここに確かにふたり存在していたはずなのに。

  　喪失感と無力感だけが残されている。何かできるはずだったのに、いろいろと取り違えて、何もできないまま終わってしまった。おかしい、と首を捻ひねる。せっかく三人で仲良く過ごせる機会を作ったはずなのに、絆きずなを築くどころか、粉々に打ち砕いてしまったようだ。

  　全部、壊れた。たぶん、何もできなかった僕が原因で。

  　無音で薄暗い部屋に、監視カメラの映像だけが延々と流れている。そういえば、もうひとりの人影が映り込んでいたんだった。僕は視線を映像へと移した。

  　幡ヶ谷さんだった。

  　彼女が僕と日向さんがキスしていた場所で、背を丸めて座り込んでいた。映像の中の彼女は、ぴくりとも動く気配を見せなかった。

  　ん？　あれ？

  　僕は自分の目をこすった。この角度からじゃないけれど、僕は確かに映像の中にいる彼女に強く見覚えを感じている。

  　頭痛がした。今までとは比較にならないくらいに激しい頭痛だ。目め眩まいなのか、熱に浮かされているのか、ふわふわとした感覚も同時に抱いだいたまま、僕は映像を凝視する。

  　このカメラの映像は、僕の記憶に関係あるのか。だから、こんなにも頭が痛いのか。

  　いつまでも変化しない彼女。そんな彼女の続きが知りたくて、僕は映像を早送りした。

  　一時間過ぎても、彼女は同じ場所にいた。

  　二時間過ぎても、彼女は同じ場所にいた。

  　体勢を変えることもなく、ずっと、ずっと。

  　どうして、先週の彼女はこんな行動を取っているのだろう。この行動にどんな意味があるのだろう。どうして、僕と日ひ向なたさんのいた場所で、ずっと床と睨にらめっこしているのだろう。何な故ぜ一度も顔を上げようとはしないのだろう。

  　彼女の表情が見たい。

  　生まれ出た感情に、強く馴な染じみのある自分にも驚く。僕は確かに、過去に同じ感情を抱いたことがある。映像の中の彼女を見つめながら、今と同様に焦こがれるような焦しよう燥そうの入り交じっているような、不快感を。

  　だから僕はもっと早送りする。彼女が立ち上がるまで。これ以上、彼女のこんな姿を見たくない。やがて彼女が立ち上がる。倒れそうになりながらも、前へ進む。

  　彼女の姿が画面から消えると、次の彼女の姿を求めて、僕は他の監視カメラの映像を手当たり次第に確認する。時間がわかっていれば、大して苦労することはない。すぐに彼女を見つけることができた。

  　ふらふらと身体からだを揺らめかせながら、幡はたヶが谷やさんはどこかに向かっているように見えた。

  　はっきりした記憶が蘇よみがえったわけではないが、僕は過去にも同じように彼女のあとを追っている。彼女に知られないように、彼女に見つからないように、この重苦しい気持ちを引きずって、同じように重たくなった自分の足を引きずって。

  　やがて、幡ヶ谷さんはひとつの部屋へとたどり着いた。

  　カメラの映像はそこで終わっていた。僕は次の映像を探す。館内地図と監視カメラの設置場所と映像を見比べて、僕はようやくその部屋に監視カメラは設置されていないことに気づいた。

  　過去の彼女を辿たどれないのならば、今の僕が彼女を追いかければいい。

  　僕は管理室を出る。

  　彼女が入った部屋の位置は、大体わかっていた。

  　事務室だ。息を荒らげながら、僕は目的地に到着する。額に温ぬるい汗が流れ落ちた。

  　僕は扉を開けようとした。先週の彼女と同じように。

  　しかし、できなかった。僕の手はドアノブを少しだけ回して、僅わずかなドアの隙間を作ったに過ぎなかった。

  　瞬間、さらに激しい痛みに変化する。僕は思わず呻うめき声を上げてしまう。

  　どうしてこんなに躊ちゆう躇ちよしてしまうのだろう。僕は、激しく震ふるえる手を他ひ人と事ごとのように見つめている。不快感を伴う悪寒は、止とどまることを知らない。気持ちの悪い汗が、背中を濡ぬらしていく。やがて、視界が白昼夢のようにぼやけだす。

  　ああ、痛い、頭が痛いよ。

  　ドアの隙間から、幡はたヶが谷やさんの長い髪の毛が見える。僕は知っている。これは今の映像ではない。過去のものだ。

  

  　先週の僕が目撃した彼女の姿だ。

  

  　幡ヶ谷さんは、事務室の机の上に置いてあるダンボール箱を封じているガムテープを、乱暴にはぎ取っていた。

  　現実にある事務室には誰もいない。理解できているはずなのに、僕は確かに過去の幻影を視界に映していた。先週の僕と同じことをしているからだろうか。そういえば今までも同じようなことが、頭痛とともに起こっていた気がする。先週の僕の行為と重なったことをすると、記憶がおぼろげにでも映像として脳裏に浮かんでくるのか。

  　幡ヶ谷さんは、小さな声でぶつぶつと呟つぶやいている。彼女は手に何か持っているようだが、よく見えない。ダンボール箱に入っていたものだろうか。

  　やがて彼女の動きが静止する。

  　彼女は、近くにあった棚から冊子を取り出した。激しく腕を動かしながら、ペンを走らせている。無茶苦茶でがむしゃらで、それでいてどこか切なさを覚えるような仕草だった。しばらくして、その動きすら止まる。荒い呼吸音が聞こえてきた。

  　同時に引きつった音も。

  　この音に僕は聞き覚えがある。過去でも、現在でも。

  　彼女は泣いている。

  　幡ヶ谷さんは、冊子から紙を引きちぎった。丸めてゴミ箱に捨ててしまった。

  　彼女が振り向いた。僕のことは気づいていない。仮面を手にして部屋から出ようとしているようだ。僕は後方に退いた。この場から逃げなければ。彼女に今まで見ていたことを気づかれてしまう。僕は近くにあった展示品の陰に隠れようとして気づいた。動きを止める。

  　ここに彼女はいない。

  　幡ヶ谷さんだけでなく、日ひ向なたさんも。

  　僕は、ひとりだった。

  　今まで見ていたのは過去の僕の記憶で、今のことではない。

  　既に、頭の痛みはなくなっていた。

  　この幻覚はやばいな。現実との境目がわからなくなる。

  　気を取り直して、僕は再び事務室に入ることにした。事務室は綺き麗れいに整せい理り整せい頓とんされている。

  　さて、ゴミ箱だ。僕はその中に手を突っ込んだ。幡はたヶが谷やさんもゴミ箱までは調査していなかったようで、かなりのゴミが詰まっていた。破り捨てた紙片らしきものを探していく。

  　見つけた。

  　僕は、くしゃくしゃになった何枚もの紙を広げて、目を通した。

  

  　×月×日　月曜日　二名　晴れ

  　男の子がやってきた。知らない人なので思わず無視してしまったけど、呪のろいの館と[image: ]うわさされている資料館に入ってくるなんて、どうしてかしら。でも、私にとっては初めての利用者だから、ちゃんと対応してあげないといけないけど、恥ずかしくてできない。あの子は私の[image: ]を知っているのかしら。

  

  　どうやら、先週の幡ヶ谷さんが書いた日報のようなものだ。その日の資料館の来場者数も書いてある。ふたりのうちひとりは幡ヶ谷さんのことなのだろうか。ひとりしか来ていないのか。それもそうか、こんなマイナーなところ、普通の人間なら興味を持ちはしない。

  　無視されてしまった男の子は、きっと僕だ。

  

  　×月×日　火曜日　二名　晴れ

  　また彼が来た。私に、世界史の宿題のネタ探しで来たから資料を探してほしいと、頼んできた。私は無視していたのに、男の子はそんなこと気にしないで話しかけてきた。こんな、同情や嫌悪感なしで話しかけられたのなんて初めてだった。私の[image: ]について、男の子にさりげなく聞いてみたけど、男の子は何も知らないようだった。もし男の子が私の[image: ]を知ったら、態度を変えてしまうのかしら。

  

  　これは幡ヶ谷さんの気持ちなのかな。僕が知っている幡ヶ谷さんに比べ、ずいぶん素直に思える。

  

  　×月×日　水曜日　二名　晴れ

  　今日も来た。男の子は、今日も私に話しかけてくる。モチェの歴史を世界史の宿題の題材にしたいらしいから、わからないことがあると、とにかく私に質問してくる。ちょっとお馬鹿さんなところもあるけど、私の話を熱心に聞いてくれる。こんなに私の言葉をちゃんと受け止めてくれる相手、初めてな気がする。今まで私と交流した人は、私が歴史や呪いについて話そうとしたら、嫌いやそうな顔をしていたから。そうか、私、好きなことをちゃんと口にしても許されるんだ。……嬉うれしい。

  

  　悪いことをしたな、と僕は思った。僕も、最初、呪のろいについて喋しやべる幡はたヶが谷やさんを見たときに、ドン引きしてしまったから。今度からは、そういう話でも、ちゃんと最後まで聞いてあげよう。

  

  　×月×日　木曜日　二名　曇り

  　来るとは思ってなかったけど、今日も来たみたい。まだ宿題が終わっていないと言っている。明日も来てくれるようだ。彼は、資料館を整理していた私の仕事も手伝ってくれた。重い荷物を代わりに持ってくれた。私は、自分の宿題があるだろうから、そんなことしなくていいって拒否したのに、彼は気にしないで、と言ってくれた。そういう親切を受けたのも初めてだった。私のこと、手助けしてくれた人なんて、今までいなかった。どうしてこんなことをしてくれるの、って尋ねたら、友達だから当たり前だろって言ってくれた。……彼は私のことを友達だと？

  

  　僕は居たたまれなくなってきた。幡ヶ谷さん、本当に今まで友達がいなかったんだ。

  

  　×月×日　金曜日　二名　晴れ

  　今日も来てくれた。宿題が終わってないと言いながら、私と話してばかりいる。宿題は大丈夫なのかと私が尋ねると、慌てて資料館の奥にある自習室に引きこもってしまった。ヤバいみたいだから、手伝ってあげることにした。明日も来たいというので、資料館の鍵かぎは開けておくことにする。閉館時間まで彼はいてくれた。ひとりで掃除をしようとする私に気づいて、資料館の片付けを手伝ってくれた。意外と働き者なのね。彼といるとすごく楽しい。気持ちがいい。明日も彼と一緒に過ごしたいと思う。……そうか、私、友達ができたんだ。

  

  　僕の周りには、友達がいて当たり前だった。彼女は、そうじゃなかった。だから、友達がいれば当たり前に起こることも、僕と彼女では気持ちが違っていた。僕は、友達だから手助けなんて当たり前だと思っているので、いちいち心を大きく動かされたりしない。

  　けど、彼女は違うんだ。違ったんだ。

  

  　×月×日　土曜日　二名　曇り

  　来てくれた。でも、今日は学校も休みだし、ずっと宿題に集中するようだ。でも、たまに私が話しかけると、とても喜んでくれる。いい気分転換になると言ってくれた。今日で宿題は終わったけど、どうせなら明日届く目玉の展示品を彼に見せてあげたいと思ったので、ちょうど展示品が届く時間くらいに彼を招待することに決めた。彼は嬉うれしそうに笑ってくれた。……もしかして、これって、初めて友達と休日に遊ぶ約束をしたってことなのかな。そうなのかな。明日が楽しみだな。早く来てほしいな。

  

  　日曜日、幡はたヶが谷やさんが初めて友達と遊ぶ約束をした日、何が起こったのか、僕はおそるおそる最後の紙をめくった。

  

  　×月×日　日曜日　三名　曇りのち雨

  

  　呪のろい殺して、呪い殺して、呪い殺して、呪い殺して、呪い殺して、

  　とページの端まで書き殴られていた。

  

  　僕は愕がく然ぜんとした。

  　恨うらみつらみどころではない。得体の知れない悪意が、ぎっしりと、強く、強く、込められている。僕は短く息を吸い込んだ。こんな悪意を間近で感じたことがないから、ショックで頭が重い。

  　あれ、と僕は気づいた。ページの端に、小さな文字で悪意とはほど遠い文章が書かれていた。

  

  　水曜日、初めて、男の子に、外で傘かさを差していない私を見られた。資料館の前で、雨に濡ぬれた私に気づいた男の子は、傘を差し出してくれた。彼は半ば無理やり私を雨に濡れないようにしてくれた。だけど不思議と嫌いやじゃなかった。友達なら別にいいかなって思ったから。私が彼に、あなたを友達だと思っているからその行為も許してあげるのよって言ったら、何な故ぜか彼はとても寂しそうに微ほほ笑えんだ。もっと、嬉うれしそうに笑ってほしかったのに。

  　……だけど、その笑みの理由を、今日、知った。

  　男の子が会いに来ていたのは、私ではなく別の女だった。本当は、今までだって二名じゃなく三名だった。気づいていないのは私だけだった。男の子は、ただ、逢あい引きの場所として、ここを利用していただけだった。私は馬鹿だ。男の子と友達になれたなんて浮かれて、本当はそうじゃなかったのに。男の子が別の女と会っていたこともショックだけど、これでまたひとりぼっちになると思うと苦しい。いやだ、もうひとりになりたくないよ。もしそうなるなら、今まで男の子と過ごした私なんていなければいい。男の子と友達になって嬉しく感じていた私なんていなければいい。最初から何もないほうがよかった。男の子も、私に会わないでいてくれたほうがよかった。だったらきっと、ひとりでも平気だった。今までのこと、全部忘れたいよ。

  

  　どうか、男の子を友達だと思った私も、私を友達だと言った男の子も、全部、呪い殺して。

  　これからも、ひとりで平気でいられるように。

  

  　そこで、彼女の文章は終わっていた。

  　僕は大きく息を吸い込んだ。『呪のろい殺して』に込められた感情は悪意じゃない、悲観だ。僕の勘違いだった。幡はたヶが谷やさんの嘆きが、紙片いっぱいに綴つづられていた。

  　この男の子は、世界史の宿題をするためにモチェの資料館に来ていた僕だ。そして、幡ヶ谷さんと仲良くなって……。あれ？　でもどうして日ひ向なたさんとキスしていたんだ？

  　この日報を見て、僕は決意する。たくさん傷ついてしまっている幡ヶ谷さんをこのままにしておくわけにはいかない。どうにかしないといけない。

  　どうにかしないと？　僕は心中で告げた決意を反はん芻すうした。この響きには覚えがある。頭痛がした。過去の僕も、彼女を見て同じようにどうにかしてあげなければいけないと思ったのか。先週の僕が何をしたのかは監視カメラの映像で見たぶんしかわからないけれど、今の僕は、僕なりにできることをしよう。

  　早速、彼女の居場所を捜さなければいけない。

  　僕だけでもなく、幡ヶ谷さんだけでもなく、日向さんだけでもなく、みんながいられる居場所を。

  　それが欲しいなら、自分で作る努力をしないと。

  　僕は日向さんに電話することにした。

  「はい、何でしょう。……しばらく時間をくださいって言いましたよね？」

  　出てくれたのはいいけれど、僕の期待していた言葉ではない。不機嫌な声を出している。

  「そ、その、僕は日向さんに頼みたいことがあって」

  　僕は幡ヶ谷さんの事情込みで、彼女を捜すのを手伝ってくれるようお願いすることにした。

  「この期ごに及んで、私に幡ヶ谷さん絡みのことを頼むんですか？　ふざけないでください」

  　どうしよう、取り返しのつかないほどに日向さんは怒っている。

  「そう、まだモテ期襲来ムードなんですね。はっきり言わないとわからないんですね。それとも都合のいいように事実を改ざんしているんでしょうか。それならば、いっそ間違いを訂正してあげる必要があるみたいですね！」

  　日向さんは愉たのしそうに笑った。

  「あなたなんか、好きじゃありません」

  　遠くで雷らい鳴めいが轟とどろいた。

  　もともと天気模様はよくなかったけど、とうとう雨が降り出したのか。その証拠に激しい雨音がしはじめる。同時に、彼女の声から感情がなくなっていく。

  「言っておきますけど、あのキスは事故ですから。好きこのんで、あなたと口づけしたわけじゃありませんから。最初から私の狙ねらいは、モチェの仮面、ただひとつです。あなたなんか、どうでもいいんです」

  　あれ？　じゃあ、モチェの仮面は今どこにあるのかな。誰が持っているわけ。やっぱり日向さんが？

  「モチェの仮面の写真をひと目見たくて忍び込んだら、あなたに見つかったんです。それで暴れに暴れたら、最後はあんな最悪な結末を迎えてしまっただけです。冷静に考えたら、普通、あんな場所でこんな私とあんなことするわけないでしょう？　何を期待していたんですか」

  　笑っていない、全然笑っていないよ。棒読みだよ。

  　彼女の声こわ音ねを打ち消すように、雨音が激しさを増した。

  「あなたに告白したのも、あなたを利用するため。幡はたヶが谷やさんと親しくしていたうえに、あの日、モチェの仮面が届く日に資料館にいたあなたに近づくためです。恋人ごっこをして、適当にあしらいながら、あなたから情報を入手しようとしていただけです。消えてなくなってしまった仮面がどこにあるのかを。本当に記憶喪失になってしまったとは考えもしませんでしたけど。記憶喪失になっているのならばなおさら、そういった能力を持つと云われる仮面に関連するのではないか、と思いました。だから、あなたと交流していただけです。あなたに対して恋心なんてものは、私の中にこれっぽちも存在しません」

  　日ひ向なたさんは嘆たん息そく混じりに続けた。

  「でも、あなたに少しだけ期待した私が馬鹿でした。私の気持ちを理解してくれて、偏見なく全裸になってくれたあなたなら、あの女の言うことを否定してくれると信じていたのに」

  　徐々に彼女の声音がかすれていく。

  「しょせん、あなたも私の上っ面つらしか興味がなかったんですよね」

  　嘲あざけりを込めて、彼女は続ける。

  「ま、そうですよね。私はあなたを騙だましていたわけですから。好きだなんて噓うそっぱちで、それどころか普段あなたに見せていた姿ですら偽物だったんですから！　ほら、どうです？　騙されてしまったお気持ちは？　とても傷つきました？」

  　それは、と僕は息を吞のみ込んだ。

  「ほら、やっぱり、そんな態度！」

  　日向さんは、感情を露あらわにした。

  「どうせ、気持ち悪いって思ったんですよね！　こんな、中身がぐちゃぐちゃでオタクで我わが儘ままでどうしようもない私だから、さぞや騙されてがっかりしたんでしょうね！　私なんて心の底では気持ち悪いって思ったんでしょう。違いますか！」

  　僕の胸がかき乱されるような、悲痛に満ちた日向さんの叫びだった。

  「表面上、良い子ちゃんでいる私も、オタクなことに夢中でいる私も、両方、私です。そんな両方を受け入れてくれる相手なんて、同じオタクじゃないと、限られた条件でないと、存在しないと思っていました。だけどオタクでもなんでもないあなたは、本当の私を知ってもなお、変わらない態度で接してくれたから、私は期待して！　だけど、そんな期待、私が勝手に抱いだいていただけで！」

  　待って、それは。

  「本当は仁じんくんだって、本当の私のことなんて、受け入れているわけがなくて！　きっと今までの私みたいに上っ面つらだけ適当に付き合っておこうって思って、本当の本当は、私のことを受け入れてくれたわけじゃないんですよね！　全部、私の勘違いだったんですよね！」

  

  「それは違うよ」

  

  　僕ははっきり否定した。

  「僕は日ひ向なたさんのことを嫌いになんて思っていない！　そんなの、僕の心にはどこにもない！」

  　日向さんが浅く息を吐き出した。

  「僕は日向さんと一緒にいて楽しいと思っている。僕だって、本当に嫌いやなことだったら断るよ。だけど、日向さんと一緒にいて、日向さんがいろいろ僕をからかってきて、それで僕はドキドキしながらも嬉うれしい気持ちで。その感情は全部、日向さんへの好意からきているんだ。嫌いな気持ちなんて、本当にどこにもないんだよ」

  　美少女だけどがっかりクオリティなのが日向さんだ。そこに間違いなどない。

  「じゃあ、どうして、私が仁くんに、私を受け入れているんですよねって問いかけたとき、何も言ってくれなかったんですかっ」

  　日向さんの声は、半ば、悲鳴と嗚お咽えつに[image: ]あふれていた。

  「もういいです。あのことだって、どうせ流されただけなんでしょう？」

  　ええい、わからずやめ。意外と頑固だったんだな、日向さんってば。

  

  「よし、わかった。日向さんへの気持ちを、今すぐ証明するから」

  「え？　噓うそ？　今すぐここで？」

  「そうだ、ちゃんと見ていろ。監視カメラの前に立つからな！」

  　僕は電話を切った。全裸になる。

  　学校の監視カメラにアクセスできる日向さんなら、このまま学校内をうろつけば見てくれるだろう。

  　これで誠意が伝わるかはわからないけど、やらずにいられなくなる日向さんの気持ちは少しだけわかったかも。

  　全裸待機か。二回目だけど悪くない。

  　そして携帯を手に外に出た。ひとりでも、幡はたヶが谷やさんを捜しに行かないと。

  　ざあざあと激しい雨音を鳴らして、雨粒が地面に叩たたきつけられていた。

  　僕は傘かさを持ってきていなかった。

  　そのまま濡ぬれるしかなかった。

  　僕は裸のまま走り出そうとした。

  　電話がかかってきた。日ひ向なたさんからだった。

  「監視カメラで、仁じんくんの姿を見ちゃったんですけど、その」

  　口ごもりながら彼女は続ける。

  「とりあえず、服着てください。もう私はいいですから。わかりましたから……もうひとりの、女の子を早く捜してあげてください」

  

  　あてもなく、うろついたところで、彼女が見つかるわけがなかった。わかっていた。

  　傘かさも差さずに雨に打たれれば、濡ぬれることくらいわかっていた。同時に思い知る。傘も差さずに雨の中を過ごせば、身体からだが凍こごえそうなくらい体温が奪われてしまう。予想以上に体力も削られる。

  　それなのに、幡はたヶが谷やさんはいつもこんなふうに雨に打たれていたのか。ただ、母から贈られたプレゼントを大事にしたい一心で。

  　暗雲を見上げた。

  　どうして僕は、こんなにも彼女を見つけ出したいと考えてしまうのだろうか。だけど、何となくその答えは出ていた。過去の僕は、過去の彼女を救うことができなかったからだ。彼女を絶望に沈めるだけ沈めて、そのまま放置してしまったからだ。もしかしたら何かできないかと思って、過去の僕なりに手を差し伸べたのかもしれないが、おそらくそれは結局届かなかった。

  　過去の僕の想いなど、推測でしかない。

  　記憶なんて、これっぽちも取り戻せていない。

  　だから、なんだと言うのだ。過去のことを振り返っても、どうにもならない。

  　今の僕は、できることをやるだけだ。強く心に刻み込む。

  

  　数時間が経過した。雨は激しくなり、雲も分厚くなって、辺りは真っ暗だ。

  　学校の敷地を出て、外の街までどんなに走り回っても、幡ヶ谷さんを見つけることはできなかった。

  　僕は近くのコンビニで傘を買った。体力が保もたなかったからだ。身体は、鉛なまりでも入っているのかと考えてしまうくらい疲ひ労ろう困こん憊ぱいだし、足は引きずらなければ前に進めないくらい、うまく動けないでいる。気力でどうにか脳みそに指示を与えている。けれど、それもいつまで続くか。

  　素直に助けを呼ぶしかない。でも誰に。幡ヶ谷さんは悪く思われているのもあって、深く知ってそうな人物なんて、すぐに心当たりは。

  　いや、ひとりだけいる。

  　幡はたヶが谷やさんを悪く思っていなくて、それでいてある程度彼女のことを僕に教えてくれた人物がただひとり。彼女なら幡ヶ谷さんのことを相談しても、偏見なく力になってくれるに違いない。

  　僕は歩道の隅に寄って、傘かさを肩で挟み込んだまま、携帯電話を操作した。もうひとつのあてに電話することにしたのだ。

  　藤ふじ森もりさんに電話をかけた。だけど彼女は開口一番、意味不明なことを僕に告げてきた。

  「やっぱり、先週と同じように電話をかけてきたんだね」

  「ど、どういうこと？」

  　ふふ、と藤森さんは笑った。

  「次に、君の言う言葉も当ててみせようか？　幡ヶ谷さんという女の子がいなくなったので、居場所に心当たりはある？　わかる範囲でいいから、頼むよ。何度も幡ヶ谷さんのことを藤森さんに相談してごめん、だけど僕は」

  　とかなんとか、と藤森さんは言葉を続けた。

  「先週の君はボクに彼女の住所も教えてほしい、とも聞いてきたね。それも今ここで、君に教えてあげるべきかな」

  「い、いや、幡ヶ谷さんの住所は別に」

  　僕が彼女に送ったであろうラブレターに書かれてあったから、既に知っている、けど。

  「先週の僕が、今の僕と同じような電話をしたってことは、先週の僕は今の僕と同じように、幡ヶ谷さんをずっと捜していたってこと？　彼女を見つけ出したいから、藤森さんに電話したってこと？」

  　藤森さんは、その通りだと声を弾ませた。

  「そういえば、先週の君にはこんなことも聞かれたっけ」

  　藤森さんは明るい声こわ音ねで言葉を続けた。

  「泣いてしまった女の子を慰めるにはどうすればいい？　どんなふうに声をかければいい？　何もできなかったボクは、これからどうすればいい？」

  　そして、彼女は小さく息を吐いた。

  「……まあ、先週の君は、ボクがその問いに答える前に電話を切っちゃったんだけど。今週の君はそういうことを言い出さないってことは、先週と違って女の子を泣かせていないってことなのかな？」

  「泣かせていない……？」

  　いいや、泣かせてしまっている。幡ヶ谷さんは、立ち去るときに静かに涙を流していた。

  　彼女に声をかけることができなかったのも事実だった。

  「先週の僕は、何をしてたんだ」

  　息苦しい。

  「ボクが知るわけないだろう？　ボクが知っているのは、先週の君は今の君と同じようなことをして、そして……失敗してリセットされたってことだけさ」

  　失敗した？　呼吸がうまくできない。

  「ボクが君や幡はたヶが谷やに興味を持っていたのは、先週の電話から考えるに、どう考えても君たちは知り合いだったはずなのに、お互い記憶喪失とかいって、初対面同然の関係になっていたからさ。君たちに何かあったのかまでは知らないけど、そんな君たちを見ていろいろ突っつきたくなるのは当然だろう？」

  「だから藤ふじ森もりさんは僕たちにちょっかいを出していたのか」

  　息苦しさとともに、頭痛がする。僕は頭を押さえた。

  

  　僕は藤森さんに電話をかけたんだ。

  　僕は先週、藤森さんに対して、幡ヶ谷さんを捜し出すようにお願いしていた。それは、日ひ向なたさんと事故キスをしてしまい、ショックで資料館を抜け出したあと、やっぱり幡ヶ谷さんが心配になったからだ。一度資料館に戻ってきてしまった僕は、そこで泣いている幡ヶ谷さんを見てしまった。

  　涙を流して、資料館から出て行ってしまった幡ヶ谷さんを、見ることしかできなかった。あのあと慌てて彼女を追いかけたけど、既に彼女の姿を見失ってしまっていて。どこに行ったのかわからなくて。だから彼女の居場所と、泣いた女の子の慰め方を藤森さんに聞いたんだ。

  

  　これは誰の記憶だ？　ここまで鮮明にデジャヴとして脳に映像が流れ込んでもなお、自分の記憶として受け止めきれない。まるで映画を鑑賞しているようで。

  「期待させちゃ悪いから先に言っておくけど、ボクに電話をかけても無理なものは無理だよ。他を当たりたまえ」

  「他って、そんな」

  「結果を教えてくれたら嬉うれしいな。先週と今週でどんな違いが出てくるのかな、とっても楽しみだよ。……あと、それと」

  　藤森さんは、小さく笑った。

  「先週、君に伝えることができなかったことを、今週の君には告げておこうか」

  　声を潜ひそませて、彼女は続けた。

  「ぶっちゃけ、泣いちゃった女の子には何をしても言っても無駄だよ。それでもどうにかしたいんなら、ごまかすことはやめたまえ。素直になりたまえ。本当の気持ちを、女の子にぶつけたまえ。……じゃあね、頑張ってね」

  　電話が切れた。

  　頑張れ、って言われても。

  　僕は、先週、同じように幡はたヶが谷やさんを捜したらしい。

  　だけど見つけることができなかったようだ。じゃあ、諦あきらめたほうがいいのかな。

  　先週の僕にできなかったことを、今週の僕にできるわけがないし。

  　一週間じゃ、何も変わらないよ。

  　僕は唾つばを飲み込んだ。

  　それでも。

  　それでも、だ。

  　僕は本当に馬鹿だから。

  　強い風が吹いた。僕は取っ手を強く摑つかんだ。風のほうが強くて、傘かさが引っ繰り返ってしまった。再度、強い雨が僕を襲撃する。抗あらがいきれなくて傘が風に引っ張られてしまう。傘が地面に転がり落ちて、吹き飛んでしまった。

  　拾おうとして腕が動かないことに気付いた。引きつけを起こしたかのように、小刻みに痙けい攣れんしている。

  　あれ、どうしてかな。彼女を捜し出そうとする気持ちはちゃんとここにあるのに、胸の内に滞とどこおったまま、前に進もうとしない。その代わりに淀よどんだ空気が肺に浸透していく。呼吸するたびに、喉の奥に違和感が生じていく。

  　僕は呆ぼう然ぜんと、風によって飛ばされる傘を見つめた。安っぽいビニール傘は、バキバキに骨が折れた状態で、僕の視界から消えてなくなった。

  　ああ、そうか、僕はもう諦めかけているんだ。

  　もう、いいんじゃないかな。

  　僕は息を吐き出した。

  　別に無理して彼女を見つけ出さなくても。

  　口の中が雨臭い。

  　手紙でも書いてさ、彼女の家のポストに入れて、彼女が読むのを待てばいいよ。どうせいつかは、幡ヶ谷さんも帰宅するだろう。そうだ、もしかしたらもう帰っているかもしれない。こうして捜していることが、時間の無駄かもしれないし。

  　手紙なんかじゃ、僕の気持ちは伝えられないだろうけど、この気持ちは直接話すことで相手に伝えたいけど。

  　だって、どうせ。

  　──頭痛がした。

  　僕はデジャヴを覚えていた。この気持ちには、とても覚えがある。やるせなくて、気け怠だるくて、黒い色で塗りつぶされて、僕自身もどこかにいなくなっちゃう感覚だ。何も考えなければ、とても気持ちがいいよね。心の隅で抵抗している小さな僕がいるような気がするけど、デジャヴごと、気のせいにしちゃいたい気持ちだよ。雨も冷たいし。目の前も暗くなっていく。

  　そうだ、先週の僕は、結局、幡はたヶが谷やさんを見つけることができなくて諦あきらめてしまった。途中で投げ出して、手紙という手段で逃げたんだ。先週も雨だった。きっと幡ヶ谷さんはどこかで雨に打たれながら、辛つらい思いをしていたはずなのに。

  　雨に打たれながら？　僕は、はっとした。

  　彼女が話してくれた悪夢、あれは先週の幡ヶ谷さんが味わった苦痛なんじゃないか。その苦痛が、今でも彼女を苛いじめているんじゃないか。僕が頭痛とデジャヴで味わっている過去の痛みを、彼女は悪夢という形で繰り返し感じ取ってしまっているんじゃないか。

  　だったら今でも、幡ヶ谷さんは先週と同じように、雨の中できっと泣いている。

  

  『僕は夢の中にまで手出しはできないけれど、現実でなら、どうにかできると思う。もし現実で幡ヶ谷さんが、そんな悪夢みたいな出来事に出くわしたのなら、僕は幡ヶ谷さんのために頑張りたい』

  

  　偉そうなことを言っておいて。

  　僕は、彼女にした約束を守れない。

  　もう、どうしようもない。だって先週と同じように、僕には打つ術すべがないのだから。

  

  　着信だ。

  

  　僕は目をこじ開けた。鞄かばんが震ふるえている。僕は寒くて震える指で、携帯電話を取り出した。電話に出た。

  「日ひ向なたさん」

  「酷ひどい声ですね」

  　そうなの？

  「幡ヶ谷さんは、資料館裏にいるみたいです。巡り巡って元の場所に戻ったみたいですね。監視カメラで捜すのは、ちょっと大変でしたけど」

  「え？」

  「え、じゃありません。そこは感謝してください」

  「幡ヶ谷さんを捜してくれたの？　え？　あ、ありがとう」

  「そうですよ。それ以外に何があるんですか。見つかってよかったですね」

  　ふてくされたように、日向さんは言う。

  「ご、ごめん、僕は、僕は本当に、日向さんになんて言えば。だって、僕は」

  　てっきり、幡ヶ谷さんのことはもう、見つからないものとばかり。

  　そうか、先週と違って今の僕には。

  「日ひ向なたさんが、日向さんがいてくれたから、僕は！」

  　日向さんがぴしゃりと僕の話を遮さえぎった。

  「興奮しないでください。聞いてください」

  「あ、うん」

  「私は、ずっと限られた人にしか自分の素の姿を見せていませんでした。それで別にいいと思っていました。だから本当は、あなたに素の自分を見せるつもりなんてなかったんです。あなたのは偶然でした。だけどあなたは、本当の私を知っても、態度を変えないで今までと同じでいてくれたんです」

  　僕は日向さんの言葉を、黙って聞いていた。

  「あなたは、素の私のために二回全裸になってくれました。いろいろな感情はあるけど、私は、きっとその事実を嬉うれしく感じて……」

  　日向さんは口ごもった。僕は、聞こえないもっとはっきり言ってほしい旨を告げた。

  「……どちらにせよ、私はあなたのその行為に、想いを感じ取りました。その気持ちには応えてあげたいと思ったんです。……だから」

  　彼女の声から、躊ちゆう躇ちよするような感情は、まだ残っている。

  「肺炎にでもなったら大変なので、早く幡はたヶが谷やさんを迎えに行ってあげたらいかがでしょうか」

  「それもすぐにしなければいけないけど」

  　僕は鼻水をすすった。できるだけ明瞭な声になるように、意識して喋しやべる。

  「僕は今、日向さんとお話ししたい。もう一回、ちゃんとお礼が言いたい。日向さんの言葉は、僕にとって当たり前すぎて、そこまでしてもらえる理由にはならないから。それはきっと、日向さんが優しいだけなんだと思うから。だからこそ、その優しさがあるなら、僕と一緒に幡ヶ谷さんのもとに来てほしい」

  　あ、沈黙してる。

  　日向さんがおずおずと聞いてくる。

  「それは、どういう意味ですか？」

  　意味、と僕が呟つぶやくと、日向さんが慌てた声でまくしたてる。

  「も、もう。何でもないです。いいんです。とにかくこの借りは、めちゃくちゃ返してもらいますから。ずっと私の言うこと聞いてもらいますから。それで貸し借りチャラですから。パシるときに、ふたりきりシチュエーションを作りますから」

  　日向さんの言葉は支し離り滅めつ裂れつだ。意味をわかって言っているのだろうか。僕ですら理解できていないのに。

  　僕はもう一度、日向さんにお礼を告げた。日向さんは、すこしぶっきらぼうにどういたしまして、と言って電話を切った。

  

  

  　最初から、決めていたことだった。

  　記憶をなくそうとも、相性の悪い相手だろうとも、急に見覚えのない子に告白されても失恋させられても、嫌いやなことがたくさんあっても。

  　自分から相手との縁を断ち切るのだけは、しないんだって。

  　どんなに形が変わろうとも、その形が、自分の思い描いていたものと違っていたとしても。

  　そこで培つちかった関係性は、時間は、決して無駄じゃない。

  　自分から、その縁を手放しさえしなければ、また新しい形で紡つむいでいけるはずだ。

  　先週の僕は、幡はたヶが谷やさんを助けることができなかった。もう、それは仕方ない。

  

  　さあ、今週の僕、彼女を助けに行こうか。

  

  　僕はコンビニで傘かさを買い直した。壊れてしまったのならば、また新しいのを買い直せばいい。でも僕は、すぐに傘は差さずにずぶ濡ぬれのまま、学校に戻ってモチェの歴史資料館に向かった。心なしか重くて仕方がなかった身体からだが、軽くなった感覚がある。すこぶる快調だ。鼻歌でも歌いたい気分だ。周りから変な目で見られたって構わない。

  　暗雲はまだ僕の頭上に立ちこめたままだったけど、僕の視界はさっきよりもずっと明るい。

  　僕は学校に戻ってきた。赤あか煉れん瓦がの歴史資料館まで歩いて、その裏に回り込む。

  　いた。遠目からでも、わかった。

  　幡ヶ谷さんは、大きな木の下、地面の上に直じかに座り込んでいた。衣服が泥で汚れてしまうのも気にならないらしい。これ以上ないほど背を丸めて、細い腕で足を抱かかえ込んで、長い髪の毛で顔を隠していた。そんな状態でも彼女の右手には、ビニール袋に入れられた傘が存在していた。

  　僕は、彼女の名前を呼んだ。

  　幡ヶ谷さんの肩が大きく跳ねる。

  「来ないで！」

  　近づこうとした僕を、幡ヶ谷さんが制止した。

  「あなたの顔なんて見たくない、声なんて聞きたくない！　今さらここに、あなたが来たって」

  　そこで僕は気づいた。幡ヶ谷さんは何かを抱きしめている。あれは、あの金色の仮面は、まさか。

  「モチェの仮面？」

  「そうよ、ここに置いてあったの。見つけたのよ。だから近づかないで。もし、不用意に私に何かする気なら、私だって考えがあるもの」

  　考え、と呟つぶやく僕に、幡はたヶが谷やさんが喉のどから悲痛な声を上げた。

  「この仮面を使うわ。この仮面は、記憶を操作する力を持っている。だから、呪じゆ術じゆつを行えば、私にだって、これを扱える……」

  　そこに仮面が置いてあったってことは、もしかして先週の幡ヶ谷さんも、そこにいたってことなのか。そこにしゃがみこんで、ずっと泣いていたってことなのか。でも、今はそんなことどうだっていい。仮面よりもっと大事な存在が目の前にあるんだし。

  「どうするつもりなの」

  「記憶を消すわ、私と、あなたたちの」

  「どうして？」

  「どうしてもくそもないわ！　全部、あなたたちが悪いんじゃない！　あなたたちが、私を裏切ったから！　……違う、私が悪いのよ。あなたたちと交流したのがだめだったのよ。だから、こんな気持ちになるの。あなたたちと会いさえしなければ、あなたたちと交流さえしなければ、あなたたちと喋しやべってこんな気持ちさえ抱いだかなければ！　私は、私は……あなたたちのことを、忘れたいの」

  　幡ヶ谷さんは、先週、彼女が残した日報と同じようなことを言っている。

  　雨に打たれながら泣いている幡ヶ谷さんの胸に抱かれた仮面を見たとたん、僕は気付いた。この木の下に仮面があったってことは、もしかしたら先週の彼女も同じようなことを想って、仮面を使って呪じゆ術じゆつを行ったんじゃないか？
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  　だめだ！

  　それじゃ、だめだ、だめなんだよ。

  「僕は忘れたくない」

  「そんなふうに、言っても」

  「だって僕は、今週ずっと楽しかった。幡はたヶが谷やさんと友達になれたから。友達として過ごせたから」

  「な、今さら何を、どうして」

  　言葉になっていない。僕は再度、幡ヶ谷月つく夜よさんと口に出した。彼女が止めるのも聞かず、幡ヶ谷さんにぐいぐい近づいていく。

  「いい加減にして、私は……ひっ」

  　彼女が儚はかない悲鳴を上げる。

  「ど、どういうこと、どうして傘かさを差してないの？　びしょ濡ぬれじゃない」

  　彼女の手から、仮面がぽとりと落ちた。

  　僕は、もっと彼女に歩み寄る。

  「や、やめてよ、何もかも、どうでもいいのよ。もう、私に構わないでよ！」

  「やだ」

  　僕は幡ヶ谷さんの前に立った。彼女は紫色の唇くちびるを、小刻みに震ふるわせていた。地面に座り込んだまま、小動物のように不安を満たした瞳ひとみで、僕を見上げている。

  　僕は持っていた傘を差した。彼女へと向ける。

  「や、やめてよ！　前にも言ったでしょ！　ろくに事情も知らないくせに、勝手な思いで同情を向けないで！　迷惑なのよ！」

  「事情は知っているよ。幡ヶ谷さんが今持っている傘は、お気に入りの傘だから、濡らしたくないんだよね」

  　お母さんの形見だから。

  　僕は、白い息を吐き出した。

  「僕の傘なら、いくら濡れても平気だろ。だからこれ以上は」

  　僕の傘は、本来の用途で正しく使用される。幡ヶ谷さんの頰ほおや睫まつ毛げや髪や柔やわ肌はだや首筋や顎あごを、激しい雨から守り通す。これ以上、彼女が雨に紛まぎれて、瞳ひとみから滴しずくを零こぼさないように。もし零したとしても、ちゃんとそれが目に見える形で僕にわかるように。伝わるように。

  　素直な気持ちを。

  「僕はいつでも、君を傘に入れるよ」

  　彼女の笑顔が見たいから。

  

  『あの子、笑ったところなんか一度もないし』

  

  　そんなことないよ。だって、ほら、彼女の頰ほおは、こんなにも和やわらいでいる。目元も弛ゆるんで、柔らかそうな額からも力が抜けきって。もし、日ひ向なたさんの笑顔が太陽なら、彼女は淡く光を放つ月光だ。真っ暗でも、いや、闇やみに包まれているからこそ、映える艶あでやかな色彩だ。

  　ああ、と僕は再度息を吐き出した。足の先から頭のてっぺんまで、澄んだ空気が通り抜けていった感覚だ。この笑顔はいい。

  　同時に、頭に痛みが走る。

  

  　僕の脳裏に浮かぶ映像があった。幡はたヶが谷やさんだ。同じような表情で僕を見ている。こんなふうに薄暗闇の風景で、初めて雨の中に佇たたずむ彼女を見た僕は、彼女が激しく拒絶するのも聞かず、強引に彼女を自分の傘かさに入れようとした。彼女は同じように僕に言う。事情も知らないで、と。僕は答える。事情は知らないけど、幡ヶ谷さんが風邪を引くのは嫌いやだ、また会いたいから、明日も話をしたいから、と。それを聞いた幡ヶ谷さんが、ふんわりと僕の目の前で表情を弛めたのだった。

  

  　今の彼女ではない、脳裏に焼きついている彼女の微ほほ笑えみは、きっと僕が覚えていない、いつかの彼女だ。

  　僕はようやく、先週と同じように彼女の笑顔を見ることができるくらいには、彼女と交流できた。この頭の痛みはもう、苦しみではない。

  「馬鹿よね」

  　今の彼女の声で、僕は我に返る。幡ヶ谷さんはぽつりと雨音に紛れて、言葉を紡つむぐ。

  「嬉うれしいって思っちゃった」

  　幡ヶ谷さんが仮面を拾い上げて立ち上がったので、僕も傘を高く持ち上げた。

  「とりあえず、もう帰ろうよ。幡ヶ谷さんのおばあちゃんも心配しているよ」

  「……そうね」

  　幡ヶ谷さんの笑みが眩まぶしい。おかしいな、月は隠れて見えないのに。辺りは真っ暗なのに。

  　僕たちは肩を並べて、相合い傘しながら、ゆっくりと歩いていく。僕は、彼女の歩調に合わせる。

  「僕はずっと」

  　幡ヶ谷さんの笑顔を見たかった気がする、と伝える。幡ヶ谷さんの白い肌に、さぁっと朱がさした。困惑した感情を織り交ぜて、それでも彼女は笑っていた。

  　幡ヶ谷さんは仮面を僕に向けた。僕はそれを見て眉まゆ根ねを寄せる。

  「安心しなさい、もう使うつもりはないわ。よくよく考えたら、呪のろいを行ってしまえば、その結果を知ってしまえば、呪のろいが本当に存在するのか研究する意味がなくなるわ。先日、あなたの言った通りよ。だから呪じゆ術じゆつを行わない。……それで、結局、あなたは何しに？　私と相合い傘がさをしたかっただけ？」

  　彼女と僕は、ぽつりぽつりと喋しやべりながら、ゆったりと歩いていた。

  「一番の用事は終わった。さっきも言ったけど。……あとは、ちゃんと誤解を解かないと」

  　僕は幡はたヶが谷やさんを騙だましてないと、はっきり説明する。ついでに、日ひ向なたさんと僕のニャンニャンさ加減も、単なる事故だということも補足しておいた。

  「そう、でしょうね」

  　幡ヶ谷さんは目元を、手の甲で拭ぬぐった。

  「頭ず蓋がい骨こつしか入っていない頭のあなたが、そんなことしでかさないってことくらいには、あなたと交流していたつもりだわ。冷静に考えればすぐにわかることよ」

  　幡ヶ谷さんは一瞬だけ、苦痛を押し殺しているような表情をした。けれど、すぐに微ほほ笑えみに戻る。

  「そんなふうになってまで捜してくれたんだから、ごめんなさいとか、ありがとうとか、そんな言葉をちゃんと言わないと。だけど」

  　どうしてだか、真っ直すぐに言えそうにないの、と彼女は呟つぶやいた。

  「頭蓋骨しか入っていないとか、幡ヶ谷さんの言葉は回りくどすぎる。ストレートに言って問題ないと思うから、どんどん僕にぶつけて大丈夫だ。そもそも、どういう意味だよ、どういう頭なの、僕は」

  「つまり、頭からっぽってことよ」

  「うん、やっぱり、わかりにくいよ。この間も言ったけど、そういうふうにストレートにしないところは、幡ヶ谷さんのネガティブなところだよ。呪い好きをアピールしすぎてみんなに引かれちゃって、少し遠慮している部分もあるのかもしれないけど」

  　僕は一呼吸置いて、はっきり言った。

  

  「好きなものを、好きと言う。そのくらいのポジティブさは変わらず持っていいよ」

  

  　僕の言葉を聞いて、

  「好きなものを、好きって？」

  　そう、呟いた幡ヶ谷さんの顔がほんのりと赤く染まった。ぶんぶんと、首を横に振った幡ヶ谷さんは、眉まゆ根ねを寄せながらも、俯うつむき加減に口元を弛ゆるめた。

  「……なんで私が、あなたにそんなこと、わざわざ言われなきゃいけないのよ。ずぶ濡ぬれになるまで走り回って、そうして私を見つけて出てきた言葉が、それなの？　馬鹿なの？」

  「馬鹿だから、仕方ない」

  「じゃあ、そんな馬鹿に、ひとつの言葉を贈るわよ」

  　幡はたヶが谷やさんは、立ち止まると空を仰いだ。

  

  「月が綺き麗れいね」

  

  　暗い風景の中、彼女は眩まぶしそうに目を細めた。

  　え？　ど、どういうこと？

  「ごめん、意味がわからない。そもそも、月が出ていないし」

  「あなたにとっては、そうでしょうね」

  　幡ヶ谷さんが立ち上がったので、僕は傘かさを持っている手を、彼女の動作に合わせて伸ばした。戸惑い気味の僕の顔を見て、彼女が優しく笑った。

  　彼女は軽やかな動作で、僕の傘から抜け出た。慌てふためく僕を見て、彼女が一回転して、悪いた戯ずらっぽい表情を向けてきた。

  「今日はもう帰るわ」

  「え！　幡ヶ谷さん、今の言葉の意味を教えてくれないのかな」

  　幡ヶ谷さんは少しだけ沈黙して、小さく肩を揺らした。

  「どうしても知りたいの？」

  「う、うん」

  　彼女は優しく僕に微ほほ笑えみ返してくれた。そこには間違いなく照れがある。彼女は一体何に対して恥ずかしがっているのだろうか。

  　幡ヶ谷さんは、僕に一歩近づいた。また一歩。彼女はどんどん僕に近づいてくる。

  　再び、彼女は僕の傘に入ってくる。微笑んでいたさっきまでの彼女とは違い、どこか緊張感を孕はらんでいた。彼女は背を伸ばした、その瞬間だ。

  　僕の頰ほおに、彼女が口づけていた。

  　優しい感触は一瞬だけ、彼女の唇くちびるはすぐに僕から離れていく。

  「こういう意味よ、わかるでしょう」

  　いや、いや、いや、わかりません。

  　僕の頰には、まだ柔らかな熱が残っている。ほんのりした温度のくせに、ずっと焼きついてしまいそうな、そんな強さも併あわせ持っている。

  　彼女は僕に背中を見せて、そのまま跳ねるような足取りで去ってしまった。沈黙したままだったけど、彼女の背中は予想以上に雄弁であった。つまり幡ヶ谷さんの機嫌は、すこぶるよくなっている。彼女の機嫌がよくなったから、よしとしていいかな？

  　僕は校門まで続く並木道に消える彼女を見送ってから、ひとりになった。そろそろ僕も帰宅しようかな、と思ったそのとき。

  「ど、どういうことですか？」

  　声が聞こえた。振り向くと日ひ向なたさんがいた。日向さんは、ずっと僕たちのあとをついてきたのだろうか。資料館の裏からは、大分離れたところまで、僕たちは歩いてきたのだけど。もしかして、そこから今に至るまで、ずっと見ていたのか？　や、やばい、さすがに恥ずかしくなってきたぞ。

  「あ、ばれてしまいました」

  　ば、ばれるも何も、先に声を出してきたのは日向さんじゃないか。彼女が緩ゆるやかな足取りで僕に近づいてきた。

  「初めて見ました」

  　日向さんは、幡はたヶが谷やさんが行ってしまった先を啞あ然ぜんとした様子で見つめている。

  「夏なつ目め漱そう石せきの『月が綺き麗れい』……同人界では、ありふれた表現なんですけどね。まさかリアルで目撃してしまうとは」

  　日向さんは僕そっちのけで、考え込んでいる。

  「酷ひどいよ、来ていたのなら、一声かけてくれればいいのに」

  「タイミングを見計らっていたんですけどね。それよりも、仁じんくん」

  　日向さんは真剣な顔で、僕に向き直る。

  「どうしましょう、私、とても嫌いやな気持ちです」

  「どうしよう、と言われても」

  「今までの不快感とは違います。どうして、そんなことをするのだろうという気持ちと、どうすればうまく出し抜けるのかなという気持ちと、どうしてあなたを彼女に会わせてしまったのだろうという気持ちと、どうして私がこんな想いで今の現場を見ていなければいけないのかとういう気持ちと。……そうですか、わかりました。私は、あなたに」

  　何が、そうですか、わかりましたなのか、僕にはさっぱり理解できない。

  「仁くん、聞いていいですか？　とりあえず、幡ヶ谷さんのことは片付きました？　もう、これ以上、私が手助けすることはありませんね？」

  「う、うん、ない。ありがとう」

  「どういたしまして。……それならば、もう私が幡ヶ谷さんに遠慮することはないわけですよね。私と幡ヶ谷さんは対等になったということですよね？」

  　遠慮？　対等？

  「あんなふうにされてしまっては、私はそれ以上のことをするしかありません」

  　存分に決意の込められた眼まな差ざしで、日向さんは僕を見ていた。

  「何の話をしているのか、僕にはてんで」

  「それじゃあ」

  　日向さんは、持っていた黄色の傘かさをくるりと回した。大人っぽいような、艶つやのあるような、思わず唾つばを飲み込んでしまいそうな、そんな笑みを見せてきた。

  　瞬間、雷らい鳴めいが轟とどろいた。近い。僕はびっくりして、目を大きく開けてしまった。

  　雷光が、瞬まばたきするくらいの一瞬、視界を埋め尽くした。

  

  　目を閉じた日ひ向なたさんの顔が、すぐそこにあった。

  

  　唇くちびるにほんのり柔らかい感触が触れていた。眼前に日向さんの目や睫まつ毛げや鼻やら、顔のパーツがジャストな位置に存在している。いやだ、なんだこれは、近いとかいう問題じゃない、くっついている。

  　混乱しきった僕から、彼女の顔が離れていく。

  　彼女の足元には、さっきまで日向さんが所持していた傘が転がっていた。

  「これは事故じゃありません」

  　日向さんは、すい、と優雅な仕草で、傘を拾い上げた。

  「偶然でもありません」

  「じゃ、じゃあ、ど、どういうことなのかな」

  「どういうことでしょうねー。明日になったら忘れている、とかはやめてくださいね。いつまでも、ずっと覚えていてくださいね」

  　茫ぼう然ぜん自じ失しつ、魂ごと身体からだのエネルギーを持ってかれてしまった僕を、面白がるように眺めてから、日向さんも行ってしまった。あとには僕だけが取り残される。

  　ま、待て。違う、僕の望んでいる形はこれじゃない。これは進みすぎている。もっとゆっくり、一歩ずつ進めていくべきだろう。どうして誰も彼も勇み足で、僕を追い抜いていこうとするんだ。

  　僕は頭を抱かかえた。

  　友達を追い越して、その先に向かっていこうとしていないか、この展開は。

  　今までの修羅場は半ば偽物だったけど、これは本物に展開しちゃうんじゃないかな。

  　それにしても、先ほどの雷は近かった。近くに落ちたんじゃないかな。

  　僕は、雷鳴のあった方向に目を向ける。ちょうど、僕たちが来た側からだ。火事になっていないだろうか、大丈夫だろうか。不安を感じながら、どこに落ちたのか、目をこらそうとして。

  　ん？

  　嫌いやな気がする。僕は、雷が落ちた箇所らしきところに近づいていく。

  　やっぱり、と僕はぶるりと身を震ふるわせた。

  　雷が落ちたのは、資料館のとなりの大きな木だった。

  　雷を受けたためか、木の表皮の色が変色し、不自然に剝はがれ落ちて、ボロボロになっていた。

  

  　その木の下は、さっきまで、幡はたヶが谷やさんが座り込んでいたところだった。

  

  　間かん一いつ髪ぱつだった。もし、僕が幡ヶ谷さんを見つけられなくて、そのまま帰宅していたら、どうなっていたんだろう。

  

  『モチェの呪じゆ術じゆつは生け贄にえを要求するからね。君、死なないといいね』

  

  　なんで、このタイミングで、藤ふじ森もりさんの言葉を思い出しちゃうわけ、僕は。



  [image: ]


  



  


   終章…ふりだしに戻る月曜日

  

  　そして、また月曜日がやってくる。

  　朝礼が始まる前、机に座り嘆息している僕に、声をかけてきた人がいる。

  「ずいぶん、顔色が悪いじゃないか、どうしたのかな。だめだよ、一日の始まりにそんな顔は似合わない。無理やりでも笑ったほうがいいよ」

  　藤ふじ森もりさんだ。

  「結局、日曜日はどうなったの。やっぱり、幡はたヶが谷やを見つけることはできなかったのかな？」

  「いや、見つかったよ」

  　藤森さんは、へえ、と感嘆した。

  「それはすごい、どうやったの？」

  「……日ひ向なたさんが、幡ヶ谷さんを見つけ出してくれたんだ」

  「神み谷たに日向か。そうか、二回目にして、君がたぐり寄せた縁か。大切にするといい」

  「う、うん、それはそうだね、大切にしたい、したいんだけど」

  「そういえば、仁じんくん。日向といえば、今日も君は幡ヶ谷月つく夜よと神谷日向と一緒に登校したらしいじゃないか。いや、青春、結構、結構」

  　僕は、藤森さんの言葉に、ぎこちなく首を傾かたむけた。

  「せい、しゅん……？」

  「そうだよ、ずいぶん仲よさそうにしていたらしいけど、なんだい、その反応は」

  「なか、よさそうに……？」

  「どうしたの？」

  　藤森さんの心配げな声こわ音ねに、僕はたまらなく頭をかきむしった。

  「怖い怖い怖い、本当に怖い！　空気が痛い、沈黙が痛い、日向さんの幡ヶ谷さんにかける言葉が全部挑発的で怖い、幡ヶ谷さんが怒ってばかりで怖い、怒鳴るから怖い、やたらに日向さんが接触してくるから怖い、幡ヶ谷さんが歯ぎしりしだすから怖い、呪のろうと直接言われたほうがまだましなレベルだった、一いつ触しよく即そく発はつどころじゃない、毎分毎秒爆発していた。怖い、痛い、もうやだ、返して僕の日常！」

  「よく、わからないけど」

  　藤森さんが、眉まゆ根ねを寄せて笑った。

  「その言葉を他の男子に聞かせたら、怒られるよ、君？　羨うらやましい環境じゃないか」

  「どこが！」

  　僕は思いきり否定した。

  「僕が望んでいたのはこれじゃない！　僕は、もっとゆっくり、ちゃんと時間をかけて関係を築き上げたかったんだ。なんでいきなり、とんでもないところにぶっ飛んでいるんだ！　地雷なの？　地雷を踏んでしまったから、こんな状況になったの？」

  　僕は、まず、彼女たちと友達になりたかったんだ。それだけだったのに。

  　机を叩たたいている僕に、藤ふじ森もりさんはふむ、と息を吐いた。

  「……結局、記憶は戻ったの？」

  「いいや。呪じゆ術じゆつが関わっているとか、モチェの仮面とか、いろいろ出てきたけど、深く考えても仕方ないし。戻らないのは、どうしようもないし。それに今はそれどころじゃ」

  「そうだね、これからのほうが地獄だしね」

  　藤森さんの言葉で、僕は絶望に唇くちびるを震ふるわせる。

  「端はたから見たら、君はふたりの美少女を弄もてあそんでいるみたいだからね。この学校、もう知っていると思うけど、歴史に興味のある人たちがいっぱい集まっているから、なかには残酷な呪術を行使できる人もいるかもね。せいぜい呪のろい殺されないようにね。記憶喪失なんて、些さ細さいなことにこだわっていられないよね？　まあ、頑張りたまえ」

  「そんな他ひ人と事ごとな。こんな状況、僕が望んだわけじゃ」

  　顔を持ち上げた僕は、視界に入った人影を見て身体からだを強こわ張ばらせた。その様子を見て、藤森さんが愉たのしげに唇を歪ゆがめたあと振り向く。

  「ほら、[image: ]うわさをすれば影じゃないか」

  

  「仁じんくん」

  「仁庄しよう助すけ」

  

  　そう。僕はこれから、余計ややこしくなってしまった状況で、今週を過ごす羽目になるのだ。



  


   あとがき

  

  　幼女大好き、鳥とり村むら居い子こと申します。初めましての方も、そうでない方も、三角関係ラブコメディ『昼も夜も、両手に悪女』をお手にとって下さり、ありがとうございます。

  　この作品は、一六歳のアレな魔女一名と、一八歳のアレな生徒会長一名が、主人公を巡って色々アレやらコレやら繰り広げる物語です。もうひとり、北欧系少女も出てきますが、一六歳です。幼女は出てきませんでした、残念です。全部、私の仕業なんですけど、そう、自業自得です。

  　そもそも最初の予定では、この物語はクローズドサークルもの。おっさんと、幼女三人と、島でバカンスを楽しんでいる最中に嵐がきて、島から出られなくなってしまった挙げ句に、童歌に見立てた連続殺人事件が発生するという内容でした。最終的には色々あって鉄塔に登ったおっさんに、みんなが「幼女なんていない！　おまえの脳みその中でしか存在していないんだ！」と罵るエンドで幕を閉じます。当然そんなプロットは没になったので、幼女が抹消される次第となりました。

  　そんな脳内妄想をしないとやってられないくらい、ヤサグレ中です。

  　前回の作品の後書きで、テンプレートな後書きを書いたため、周囲の人間から、ことごとく「つまらない」「途中で読むのをやめた」と罵ば倒とうされたので、今回はテンプレからの脱却を目指したけど、間違った方向に向かっている気がします。この辺が凡人の限界ですね。謝罪します。

  　今回、この本を出させて頂くにあたって、色々な縁に助けられました。

  　この本の十割は担当様の尽力成分でできています。自分の作品がアレなせいで、どう見ても徹夜明けの作業をしたであろうことが予想できる顔を見てしまったとき、あまりの自分のふがいなさに死にたくなりました。というか、三回くらい死にました。コミュニケーション不全すぎて挙動不審な動きをする生き物を、どうコントロールしていいか、毎回困ったと思います。申し訳ありませんでした。そして、本当にありがとうございました。

  　また、この本を出す機会を与えてくださった編集部の方々、本当に感謝致します。

  　イラストを担当してくださったＴｉｖテイブ様、半端なく可愛かわいらしい絵をありがとうございました。藤ふじ森もり文ふみ子こに関しては、あまりの好みドストレートの可憐さに目が潰れて、何回か死にました。

  　校正様、デザイナー様、この本の制作に携たずさわる全ての方々に、お礼申し上げます。

  　他にも、あの作家Ａ様やこの作家Ｔ様、あちらにいる作家Ｋ様、ご縁を繫げてくださり、感謝しています。

  　今後も、頑張っていきたいと思いますので、宜しくお願い致します。

  



  
    二〇一一年九月　鳥村　居子
  


  鳥村居子

  Iko Torimura

  

  東京の片隅でひっそり生息するラノベ作家みたいな生き物。幼女とホラーとスプラッタが大好物。好きなおやつはミステリー。偏食してばかりいるので、いつもお腹を壊している。たまにはラブコメも食べたい。


  小学館ｅＢｏｏｋｓ

  昼も夜も、両手に悪女
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